
図面番号 図　　面　　名　　称 縮尺 図面番号 図　　面　　名　　称 縮尺

D-1 特記仕様書（改修１）（令和4年版） NON D-34 １階平面・断面・展開詳細図（４） 1/50

D-2 特記仕様書（改修２）（令和4年版） NON D-35 １階平面・断面・展開詳細図（５） 1/50

D-3 特記仕様書（改修３）（令和4年版） NON D-36 １階平面・断面・展開詳細図（６） 1/50

D-4 特記仕様書（改修４）（令和4年版） NON D-37 ２階平面・断面・展開詳細図（１） 1/50

D-5 特記仕様書（改修５）（令和4年版） NON D-38 ２階平面・断面・展開詳細図（２） 1/50

D-6 特記仕様書（改修６）（令和4年版） NON D-39 ３階平面・断面・展開詳細図（１） 1/50

D-7 位置図・一般平面図 1/250 D-40 ３階平面・断面・展開詳細図（２） 1/50

D-8 外部仕上表 NON D-41 ３階平面・断面・展開詳細図（３） 1/50

D-9 内部仕上表（１） NON D-42 ３階平面・断面・展開詳細図（４） 1/50

D-10 内部仕上表（２） NON D-43 ３階平面・断面・展開詳細図（５） 1/50

D-11 改修前・後　沈砂池・ポンプ井　平面図 1/100 D-44 ４階平面・断面・展開詳細図（１） 1/50

D-12 改修前　１階平面図 1/100 D-45 ４階平面・断面・展開詳細図（２） 1/50

D-13 改修後　１階平面図 1/100 D-46 改修前　１階天井伏図 1/100

D-14 改修前　２階平面図 1/100 D-47 改修後　１階天井伏図 1/100

D-15 改修後　２階平面図 1/100 D-48 改修前　２階天井伏図 1/100

D-16 改修前　３階平面図 1/100 D-49 改修後　２階天井伏図 1/100

D-17 改修後　３階平面図 1/100 D-50 改修前　３階天井伏図 1/100

D-18 改修前　４階平面図 1/100 D-51 改修後　３階天井伏図 1/100

D-19 改修後　４階平面図 1/100 D-52 改修前　４階天井伏図 1/100

D-20 改修前・後　屋根伏図 1/100 D-53 改修後　４階天井伏図 1/100

D-21 改修前・後　東立面図 1/100 D-54 撤去建具表 1/50

D-22 改修前・後　西立面図 1/100 D-55 新設建具表 1/50

D-23 改修前・後　南立面図 1/100 D-56 １階仮設計画平面図（参考図） 1/100

D-24 改修前・後　北立面図 1/100 D-57 ２階仮設計画平面図（参考図） 1/100

D-25 改修前　Ａ－Ａ断面図 1/100 D-58 ３階仮設計画平面図（参考図） 1/100

D-26 改修後　Ａ－Ａ断面図 1/100 D-59 ４階仮設計画平面図（参考図） 1/100

D-27 改修前　Ｂ－Ｂ断面図 1/100

D-28 改修後　Ｂ－Ｂ断面図 1/100 S-1 構造細目共通図（複合構造物）（１） NON

D-29 改修前　Ｃ－Ｃ断面図、改修前　Ｄ－Ｄ断面図 1/100 S-2 構造細目共通図（複合構造物）（２） NON

D-30 改修後　Ｃ－Ｃ断面図、改修後　Ｄ－Ｄ断面図 1/100 S-3 構造細目共通図（複合構造物）（３） NON

D-31 １階平面・断面・展開詳細図（１） 1/50 S-4 構造細目共通図（複合構造物）（４） NON

D-32 １階平面・断面・展開詳細図（２） 1/50 S-5 構造細目共通図（複合構造物）（５） NON

D-33 １階平面・断面・展開詳細図（３） 1/50 S-6 構造細目共通図（複合構造物）（６） NON

図　　　面　　　目　　　録　　　１／２



図面番号 図　　面　　名　　称 縮尺 図面番号 図　　面　　名　　称 縮尺

S-7 構造細目共通図（複合構造物）（７） NON AM-6 建築機械設備　改修後　Ｂ－Ｂ断面図 1/100

S-8 構造細目共通図（複合構造物）（８） NON AM-7 建築機械設備　改修前　１階平面図 1/100

S-9 構造細目共通図（複合構造物）（９） NON AM-8 建築機械設備　改修前　２階平面図 1/100

S-10 構造細目共通図（複合構造物）（１０） NON AM-9 建築機械設備　改修前　４階平面図 1/100

S-11 構造細目共通図（複合構造物）（１１） NON AM-10 建築機械設備　改修前　Ｂ－Ｂ断面図 1/100

S-12 構造細目共通図（複合構造物）（１２） NON

S-13 建築工事特記仕様書＜耐震関係＞ NON AE-1 建築電気設備　特記仕様書（１） －

S-14 ポンプ棟　補強範囲図（１） 1/100 AE-2 建築電気設備　特記仕様書（２） －

S-15 ポンプ棟　補強範囲図（２） 1/100 AE-3 建築電気設備　改修前　１階平面図 1/100

S-16 ポンプ棟　補強範囲図（３） 1/100 AE-4 建築電気設備　改修後　１階平面図 1/100

S-17 ポンプ棟　補強範囲軸組図（１） 1/100 AE-5 建築電気設備　改修前　２階平面図 1/100

S-18 ポンプ棟　補強範囲軸組図（２） 1/100 AE-6 建築電気設備　改修後　２階平面図 1/100

S-19 ポンプ棟　補強範囲軸組図（３） 1/100 AE-7 建築電気設備　改修前　３階平面図 1/100

S-20 ポンプ棟　補強部材リスト 1/30 AE-8 建築電気設備　改修後　３階平面図 1/100

S-21 ポンプ棟　補強配筋図（１） 1/30 AE-9 建築電気設備　改修前　４階平面図 1/100

S-22 ポンプ棟　補強配筋図（２） 1/30 AE-10 建築電気設備　改修後　４階平面図 1/100

S-23 ポンプ棟　補強配筋図（３） 1/30 AE-11 建築電気設備　改修前　電気室詳細図 1/50

S-24 ポンプ棟　補強配筋図（４） 1/30 AE-12 建築電気設備　工事期間中仮設設備・改修後　電気室詳細図 1/50

S-25 ポンプ棟　補強配筋図（５） 1/30

S-26 ポンプ棟　補強配筋図（６） 1/30

S-27 ポンプ棟　補強配筋図（７） 1/30

S-28 ポンプ棟　補強配筋図（８） 1/30

S-29 ポンプ棟　補強配筋図（９） 1/30

S-30 ポンプ棟　補強配筋図（１０） 1/30

S-31 ポンプ棟　補強配筋図（１１） 1/30

S-32 ポンプ棟　補強配筋図（１２） 1/30

S-33 ポンプ棟　補強配筋図（１３） 1/30

AM-1 建築機械設備　特記仕様書（１） －

AM-2 建築機械設備　特記仕様書（２） －

AM-3 建築機械設備　改修後　１階平面図 1/100

AM-4 建築機械設備　改修後　２階平面図 1/100

AM-5 建築機械設備　改修後　４階平面図 1/100

図　　　面　　　目　　　録　　　２／２



提出すること。なお、警備事業者についても記載すべき下請負の範囲に含むものとする。

２
章　

仮 

設 
工 

事

３
章　

防
水
改
修
工
事

本工事には産業廃棄物税相当分が計上されていないため、

請負者が本工事により生じた産業廃棄物が、課税対象とな

った場合には、翌年度に産業廃棄物税納税証明書等を添付

して、本工事により生じた産業廃棄物税相当分を請求する

ことができる｡

※産業廃棄物税 ※暴力団等不当介入に関する事項

１．契約の解除

四日市市の締結する契約等からの暴力団等排除措置要綱（平成20年四日市市告示第28号）

入札参加加資格停止措置を受けたときは、契約を解除することがある。

第３条又は第４条の規定により、四日市市建設工事等入札参加資格停止基準に基づく

２．暴力団等による不当介入を受けたときの義務

（１）不当介入には、断固拒否するとともに、速やかに警察へ通報並びに業務発注所属へ報告し、警察への捜査協力を行うこと。

（２）契約の履行において、不当介入を受けたことにより、業務遂行に支障が生じたり、納期等に遅れが生じるおそれが

あるときには、業務発注所属と協議を行うこと。

（３）(1)(2)の義務を怠ったときは、四日市市建設工事等入札参加資格停止基準に基づく入札参加資格停止等の措置を講ずる。

・

章

１
章　

一
般
共
通
事
項

事 業 名

工 事 名

工事場所

名　称

縮 尺

工 種

事業主体 四日市市 図面番号

設 計 者

- 設計年月

（株）ＮＪＳ
株式会社NJS名古屋総合事務所一級建築士事務所

一級愛知県知事登録（いー27）第7016号

一級建築士登録　第247519号　管理建築士　秋田豊

四日市市大字塩浜地内

令和 　年　月

特記仕様書（改修１）

Ｄ-１

磯津第１ポンプ場耐震補強工事

令和４年度　公共下水道事業

令和4年版

・工事施工中でも大雨等の緊急時は施設としての機能（排水）を優先するため一時中断する場合がある。

・提出する　　　　　　　※提出しない

　　※ＣＡＤデータの提出     ※提出する　　・提出しない　

・電子ファイル（CD等）　2部
・電子データは厚さ10mm程度のケースに入れて提出すること。
電子データは、原則として、完成図書、工事写真とし、加工等が可能なデータ
（図面データはDXF形式とする）とPDFデータを収録すること。

　　※製本図面の提出     ※提出する　　・提出しない　

・部数　2部
・体裁　A4判製本（縮小版）　観音開き製本

　　※表紙記入事項は下記の通りとする。
発注者名
工事名
工事場所
工事年度
受注者名（商号または名称のみとする）

20 図面の縮尺 図中の縮尺はA1版表記である。



３
章　

防
水
改
修
工
事

    外 壁 部 位   種　類        工　　法   数　 量   備　 考

・コンクリート打放し面 ・ひび割れ ※Ｕカットシール材充填工法

・　          ｍ

・欠損部 ※エポキシ樹脂モルタル充填工法

・　　        箇所

・モルタル塗り仕上げ面 ・ひび割れ ※Ｕカットシール材充填工法         ｍ

・自動式低圧ｴﾎﾟｷｼ樹脂注入工法         ｍ

・欠損部 ※充填工法

・         ｍ

・浮き部 ※アンカーピンニング部分エポキシ

   樹脂注入工法         ㎡

・ 

５
章　

建
具
改
修
工
事

2 2    改修工法の種類 アンカーピンの本数(本/m ) 注入口の箇所数(箇所/m ) 充てん量

  (モルタルを撤去しない場合) 　一般部 　指定部   一般部   指定部   注入量

 ・アンカーピンニング部分   ※ 16   ※ 25   ※25ml

   エポキシ樹脂注入工法   ・   ・ 

 ・アンカーピンニング全面   ※ 13   ※ 20   ※ 12   ※ 20   ※25ml

 　エポキシ樹脂注入工法   ・   ・   ・   ・ 

 ・アンカーピンニング全面   ※ 13   ※ 20   ※ 12   ※ 20   ・25ml

   ﾎﾟﾘﾏｰセメントスラリー注入工法   ・   ・   ・   ・   ※50ml

 ・注入口付アンカーピンニング部分   ※ 9   ※ 16   ※25ml

   エポキシ樹脂注入工法   ・   ・ 

 ・注入口付アンカーピンニング全面   ※ 9   ※ 16   ※ 9   ※ 16   ※25ml

   エポキシ樹脂注入工法   ・   ・   ・   ・ 

 ・注入口付アンカーピンニング全面   ※ 9   ※ 16   ※ 9   ※ 16   ※50ml

   ﾎﾟﾘﾏｰセメントスラリー注入工法   ・   ・   ・   ・ 

※狭幅部におけるアンカーピン本数は、幅中央に5本/ｍとする

４
章　

外
壁
改
修
工
事　

事 業 名

工 事 名

工事場所

名　称

縮 尺

工 種

事業主体 四日市市 図面番号

設 計 者

- 設計年月

（株）ＮＪＳ
株式会社NJS名古屋総合事務所一級建築士事務所

一級愛知県知事登録（いー27）第7016号

一級建築士登録　第247519号　管理建築士　秋田豊

四日市市大字塩浜地内

令和 　年　月

特記仕様書（改修２）

Ｄ-２

磯津第１ポンプ場耐震補強工事

令和４年度　公共下水道事業

令和4年版



６
章
内
装
改
修
工
事

５
章　

建
具
改
修
工
事

・

形状寸法

　(mm)
用途による区分

無釉 施釉 無 有

うわぐすり

標準 特注

  色　調

無 有

耐凍害性

・屋外

・屋内 ・床

・壁
・ ・ ・ ・ ・ ・

・・・・・・
・床

・壁・屋外

・屋内

  役　物
施工箇所

※

※

※

※

※量産ｸﾛｽ

タイルの種類                                                      　　　　　　  　[6.16.3]

・屋外

・屋内 ・床

・壁
・ ・ ・ ・ ・ ・

・・・・・・
・床

・壁・屋外

・屋内

※

※

※

※

・

・

事 業 名

工 事 名

工事場所

名　称

縮 尺

工 種

事業主体 四日市市 図面番号

設 計 者

- 設計年月

（株）ＮＪＳ
株式会社NJS名古屋総合事務所一級建築士事務所

一級愛知県知事登録（いー27）第7016号

一級建築士登録　第247519号　管理建築士　秋田豊

四日市市大字塩浜地内

令和 　年　月

特記仕様書（改修３）

Ｄ-３

磯津第１ポンプ場耐震補強工事

令和４年度　公共下水道事業

令和4年版



６
章　

内
装
改
修
工
事

７
章　

塗
装
改
修
工
事

3 素地ごしらえ 素地ごしらえ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［7.3.1～7］［表7.3.1～7］

８
章　

耐
震
改
修
工
事

32

2

2

事 業 名

工 事 名

工事場所

名　称

縮 尺

工 種

事業主体 四日市市 図面番号

設 計 者

- 設計年月

（株）ＮＪＳ
株式会社NJS名古屋総合事務所一級建築士事務所

一級愛知県知事登録（いー27）第7016号

一級建築士登録　第247519号　管理建築士　秋田豊

四日市市大字塩浜地内

令和 　年　月

特記仕様書（改修４）

Ｄ-４

磯津第１ポンプ場耐震補強工事

令和４年度　公共下水道事業

令和4年版

1F配管室､機械搬入室､
除塵機室

2F電動機室
3F監視室､電気室



８
章　

耐
震
改
修
工
事

９
章　

環
境
配
慮
改
修
工
事

記述上の指針）を遵守すること。

　・アスベスト除去に伴う官公署等への届出申請を行うこと。

を確認
空気の流れ

　・石綿含有事前調査結果の都道府県知事及び労働基準監督署への報告を行うこと。

　・事前調査結果及び特定粉塵排出等作業の掲示を行うこと。

　・アスベスト除去に伴う作業計画の作成を行うこと。

　・アスベスト除去完了に伴う発注者への報告を書面にて行うこと。

3

3

3

事 業 名

工 事 名

工事場所

名　称

縮 尺

工 種

事業主体 四日市市 図面番号

設 計 者

- 設計年月

（株）ＮＪＳ
株式会社NJS名古屋総合事務所一級建築士事務所

一級愛知県知事登録（いー27）第7016号

一級建築士登録　第247519号　管理建築士　秋田豊

四日市市大字塩浜地内

令和 　年　月

特記仕様書（改修５）

Ｄ-５

磯津第１ポンプ場耐震補強工事

令和４年度　公共下水道事業

令和4年版

ケイカル板 3F監視室



個
人
情
報
取
扱
注
意
事
項

事 業 名

工 事 名

工事場所

名　称

縮 尺

工 種

事業主体 四日市市 図面番号

設 計 者

- 設計年月

（株）ＮＪＳ
株式会社NJS名古屋総合事務所一級建築士事務所

一級愛知県知事登録（いー27）第7016号

一級建築士登録　第247519号　管理建築士　秋田豊

四日市市大字塩浜地内

令和 　年　月

特記仕様書（改修６）

Ｄ-６

磯津第１ポンプ場耐震補強工事

令和４年度　公共下水道事業

令和4年版



事 業 名

工 事 名

工事場所

名　称

縮 尺

工 種

事業主体 四日市市 図面番号

設 計 者

1/200

令和４年度　公共下水道事業

設計年月

（株）ＮＪＳ

磯津第1ポンプ場耐震補強工事
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事 業 名

工 事 名

工事場所

名　称

縮 尺

工 種

事業主体 四日市市 図面番号

設 計 者

- 設計年月

（株）ＮＪＳ
株式会社NJS名古屋総合事務所一級建築士事務所

一級愛知県知事登録（いー27）第7016号

一級建築士登録　第247519号　管理建築士　秋田豊

　外部仕上表

令和 　年　月

Ｄ-８

磯津第１ポンプ場耐震補強工事

令和４年度　公共下水道事業

四日市市大字塩浜地内

共通事項

附属物・備考

改修
内容

仕上 詳細番号 下地 改修
内容

仕上 詳細番号 下地 改修
内容

仕上 詳細番号下地下地 改修
内容

仕上 詳細番号 下地 改修
内容

仕上 詳細番号

外壁

仕
上
材
料
の
厚
さ

改
修
後
の

不燃（個別認定）

ＮＭ－８５９９

ＮＭ－８６１３
又は同等

ＮＭ－８６１９

壁             紙

押出法ポリスチレンフォーム保温材

けい酸カルシウム板（タイプ２） 12

25

10

25

ＮＭ－８５７８

備  考天井(m/m)壁(m/m)種別材 料 名備  考天井(m/m)壁(m/m)種別材 料 名

GB（N）

GB－R
仕上

下地

下地

12.5

12.5

12.5

9.5

GB（NT）

GB（W）

DR

9.5

12.5

12

略　　号 外部付属物及び詳細番号 内部付属物及び詳細番号

屋根

Ｃ コンクリート下地

ＣＢ コンクリートブロック下地

Ｗ 木造下地

Ｓ 軽量鉄骨下地

ＧＢ-Ｒ せっこうボード

木目化粧せっこうボード

ＤＲ ロックウール化粧吸音板　トラバーチン模様

ＤＲ（凹凸）

ＰＦ板

木毛板

ＴＢ

外装薄塗材（Ｅ）

内装薄塗材（Ｓｉ）

内装薄塗材（Ｅ）

ケイカル板 けい酸カルシウム板（タイプ２）

ＧＢ-Ｓ シージングせっこうボード

複層塗材　（Ｓｉ）

Ｃ（Ｂ）

Ｃ（Ｃ）

Ｍ

ＧＢ-Ｆ 強化せっこうボード

ＤＲ（軒天）

ＤＲ（凹凸）

ＤＲ（軒天凹凸）

ロックウール化粧吸音板　凹凸模様

押出法ポリスチレンフォーム保温材

木質系セメント板

テラゾーブロック

外装合成樹脂エマルション系薄付け仕上塗材

内装合成樹脂エマルション系薄付け仕上塗材

内装けい酸質系薄付け仕上塗材

けい酸質系複層仕上塗材

コンクリート下地（打放シＢ）

コンクリート下地（打放シＣ）

モルタル

ロックウール化粧吸音板　凹凸模様

ロックウール化粧吸音板　軒天井用：凹凸模様

不燃積層せっこうボード（化粧有り：トラバーチン模様）

ロックウール化粧吸音板　軒天井用：トラバーチン模様

軽量吹付

複層塗材　（ＣＥ） ポリマーセメント系複層仕上塗材

複層塗材　（Ｅ） 合成樹脂エマルション系複層仕上塗材

複層塗材　（ＲＥ） 反応硬化形合成樹脂エマルション系複層仕上塗材

複層塗材　（ＲＳ） 合成樹脂溶液系複層仕上塗材

ＣＬ クリヤラッカー塗り

１．

２．

特記以外の木、鉄部の塗装はＳＯＰとする。但し、和室回りは除く。３．

付属物のうち、室名札、床点検口、掲示板、案内板、ピクトグラフ、階段表示板等は、４．

平面図による。

付属物のうち、カーテンボックス、ブラインドボックス、ブラインド、天井点検口等は５．

改修後のＰＦ板、木毛板等打込み箇所は、別図による。６．

７．

８．

天井伏図による。

改修後の内壁の見え掛りとなるＰＦ板打込み部分は、ＧＢ厚１２．５直張り（継目処

理工法）とし、塗装は、その部屋の壁面と同様とする。

９．

改修後の直接地業工事に接する内部床のコンクリート下地には、防湿層としてポリエチ１０．

レンフィルム厚０．１５の敷込みを行う。ただし、床仕上げがビニル床タイル、ビニル床

シート及び合成樹脂塗床、床用塗料の場合とする。

りとし、天井回り縁は、アルミ製、天井付き目地とする。

改修後の壁のボード張りは水平方向に継手は設けない。

外部仕上表及び内、外部付属物の適用分類、詳細番号は、・印のついたものを適用する。

仕上表に記載の詳細番号のうち、（例）１－０２－３は建築工事標準詳細図（国土交通省大臣官房

ＧＢ-ＮＣ

ＧＢ-Ｄ（木目）

（屋内水系塗料塗り）

合成樹脂エマルションペイント塗り

つや有合成樹脂エマルションペイント塗り

つや有合成樹脂エマルションペイント塗り

耐候性塗料塗りＤＰ

ＥＰ－Ｇ

ＥＰ－Ｇ（水系）

ＥＰ

ＥＰ－Ｍ

ＥＰ－Ｔ

ＵＣ

ＯＳ

ＳＯＰ

ＷＰ 木材保護塗料塗り

合成樹脂調合ペイント塗り
オイルステイン塗り

ウレタン樹脂ワニス塗り
合成樹脂エマルション模様塗料塗り

多彩模様塗料塗り

１１．

１２．

１３． 工事区分については、仕上表参照のこと。

特記なき限り、シーリングの種別は標準仕様書による。

改修後の打放し仕上げの出隅部分は、面取り（面巾20）を行う。二重天井内及び打ちのまま部分は突角。

シーリング表示

軽量骨材仕上塗材（バーミキュライト　ｔ５）

官庁営繕部監修）を示す。

・８－２３－２

・グレーチング ・図　示

・図　示

・８－２２－１

・庁名板

・郵便受

・文字板

・目地

・落し込式取手

・図　示

・図　示

・図　示

・図　示

・８－３１－１

・５－２２－３

・５－２２－１

・屋上点検口

・屋上管類貫通部

・５－２１－１準用

・５－２２－２

・図　示

・図　示

・既製品

・屋上換気塔

・煙　　突

・と　　い

・ＥＸＰ．Ｊ金物

・笠木兼用避雷導体

・旗　竿

・５－３３－１

・アルミ・手すり

・スチール（図示）

・ステンレス（図示）

・タラップ

・５－２１－２

・図　示

・図　示

・図　示

・図　示

・図　示

・５－３２－１準用・ルーフドレン

・くつふきマット

（マットは塩ビ製とする。）

・５－３１,３２準用

・８-２１-２

・φ（114、89）

・φ（100、75）

・トップライト

・８－３１－２準用 ・図　示

・太陽光発電基礎
　避雷針基礎
　＜空調室外機基礎＞

・フード

・コンロ台

・流し上部水切り

・つり戸だな

・水切りだな

・脱衣箱

・床点検口

・便所へだて

・便所手すり

・トラフ

・図　示

・図　示

・６－２２・既製品　　　　　　

・６－３２－１

・３－４２－２

・既製品

・１－２１－

・図　示

・多機能便所

・天井点検口

・フック

・８－３１－１

・手掛けタラップ

・浴室まわり

・車止め

・流し台 ・図　示

・図　示

・図　示

・図　示

・６－１１－１

・６－１１－２

・６－１１－１

・６－１１－３

・６－１１－５

・システムキッチン

・６－２７－１、４

・タラップ

・６－３１－

・図　示

・図　示

・図　示　　・６－２５－１

・８－３１－１

・８－２１－１準用・あしふきマット（2Ｆ脱衣室）

・３－３１－１，２

・３－３２－５・６・７

・３－３１－３

・鋼　製

・アルミ製

・カーテンボックス

・ブラインドボックス

・屋内掲示板 ・既製品

・樹脂製

・図　示　　

・吸音壁

・押　入

・クレンガーダー

・７－０１－１

・図　示

・アルミ　　　　　　

・７－０１－２

・階段手すり

・図　示

・図　示

・断熱材打込み

・ホイストレール ・図　示

・室名札

・８－４３－１・庁舎案内板、各階案内板

・図　示

・図　示

・クレーンレール ・図　示

・マンホール蓋

・落し込式取手

・６－４６－１　準用

・７－１２－５　準用

・７－１２－５,６，７　準用

・８－４３－１

・８－４４－１・ピクトグラム

・手すり

・各種家具 ・図　示（家具リストによる）

・くつ洗い流し

・電気用ハンドホール蓋

・手掛タラップ

・図　示

　外部仕上表　

　仕上表　

Ｃ

腰

Ｆ

Ｃ
　　複層塗材（ＲＥ）
玄関部柱型

Ｆ

ＣＭ
玄関ポーチ

　既存のまま
　　既存のままｆ ｆ

Ｃ ｆ　　既存のまま

玄関部柱型

下地 改修
内容

仕上 詳細番号 下地 改修
内容

仕上 詳細番号 下地 改修
内容

仕上 詳細番号 下地 改修
内容

仕上 詳細番号 下地 改修
内容

仕上 詳細番号 改修
内容

仕上 詳細番号

改修前

改修後

改修前

改修後

Ｃ

ー

Ｃ

Ｃ

（一部）

Ｄ
（一部）

Ｂ
　　複層塗材（ＲＥ）一部

（一部）

ｄ
2-02-8

一部

　　複層塗材（ＲＥ）一部

ーＣ Ｆ　　ポリエチレンフィルムｔ0.15

　　押え無筋Ｃｔ80

　　アスファルト防水（Ａ-２）

　　コンクリート金コテ仕上（Ｂ）

　　押えコンクリート金コテ仕上（Ａ）
一部

ーＣ Ｆ

ホッパー室上部屋根

　　合成高分子ルーフィーングｔ1.5

　　コンクリート金コテ仕上（Ｂ）

Ｃ 既存のまま ー ｆ

　　アスファルト防水（Ａ-２）

　　Ｃ打放し（Ｂ）

ー　押えＣ打放し（Ｂ）

Ｆ

Ｃ 既存のまま ー ｆ
天端

Ｃ 既存のまま ー ｆ

Ｃ

天端

―　アルミ製既製品 ー

立上り

パラペット
床 手すり

内容
改修仕上 詳細番号下地

内容
改修仕上 詳細番号下地

Ｃ

立上り
　　モルタル刷毛引き

ー Ｆ Ｃ 防水モルタル塗り ー Ｆ Ｃ ー Ｆ
複層塗材（ＲＥ）

Ｃ ー既存のまま ｆ Ｃ ー既存のまま ｆ

バルコニー
床

庇

Ｍ
　　磁器質タイル

玄関ポーチ
ー

Ｆ

上端

はな

金属板（アルミ着色パネル）

軒天

Ｃ打放し

複層塗材（ＲＥ）

Ｓ

Ｓ

Ｃ

Ｓ

Ｓ

Ｃ

金属板（アルミ着色パネル）

既存のまま

既存のまま

既存のまま

ー Ｆ

ー Ｆ

ー Ｆ

ー

ー

ー ｆ

ｆ

ｆ

＜　　　　　＞ ：

＜　　　　　＞ ：

＜　　　　　＞ ：

＜　　　　　＞ ：

＜　　　　　＞ ： プラント電気設備工事

プラント機械設備工事

建築電気設備工事

建築機械設備工事

土木工事

ＡＥ

ＰＥ

ＡＭ

ＰＭ

Ｃ 改修前

Ａ：仕上撤去

Ｂ：図示の仕上撤去

Ｃ：下地共撤去

Ｄ：図示の下地共撤去

Ｅ：下地の調整

Ｆ：既存のまま

〇：今回工事

□：次回工事

ａ：仕上新設

ｂ：図示の仕上新設

ｃ：下地共新設

ｄ：図示の下地共新設

ｅ：塗装の塗り替え

ｆ：既存のまま

〇：今回工事

□：次回工事

改修後

改
修
内
容
凡
例号

略

分

工

事

区

　　Ｃ打放し（Ｂ）増打ｔ20

　　Ｃ打放し（Ｂ）増打ｔ20

　　Ｃ打放し（Ｂ）増打ｔ20

　　Ｃ打放し（Ｂ）増打ｔ20

Ｃ打放し（Ｂ）増打ｔ20

：表示仕上材はアスベスト含有材であるため適切な撤去方法を実施すること。

凡例　　　　　　　：今回改修対象を示す。

　　複層塗材（ＲＥ）

改修後の天井仕上ボード張りのうち、ＧＢ（NＴ）及びＤＲ（下地ＧＢ共）は突付け張
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設 計 者

- 設計年月

（株）ＮＪＳ
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一級愛知県知事登録（いー27）第7016号

一級建築士登録　第247519号　管理建築士　秋田豊

令和 　年　月

　内部仕上表（１）

Ｄ-９

磯津第１ポンプ場耐震補強工事

令和４年度　公共下水道事業

四日市市大字塩浜地内

仕
上
材
料
の
厚
さ

改
修
後
の

不燃（個別認定）

ＮＭ－８５９９

ＮＭ－８６１３
又は同等

ＮＭ－８６１９

壁             紙

押出法ポリスチレンフォーム保温材

けい酸カルシウム板（タイプ２） 12

25

10

25

ＮＭ－８５７８

備  考天井(m/m)壁(m/m)種別材 料 名備  考天井(m/m)壁(m/m)種別材 料 名

GB（N）

GB－R
仕上

下地

下地

12.5

12.5

12.5

9.5

GB（NT）

GB（W）

DR

9.5

12.5

12

階 室名
下地

床
改修別

仕上

幅木

下地詳細番号
改修
内容

腰壁

下地

壁

下地高さ 詳細番号 高さ 詳細番号
改修
内容 仕上 詳細番号

改修
内容 仕上 柱型仕上

改修
内容 下地詳細番号

改修
内容 梁型仕上高さ 詳細番号

天井
改修
内容

改修
内容仕上仕上 詳細番号

備考

改修後

改修前

改修後

改修前

改修後

改修前

内部仕上表

水路階

改修後

改修前

改修後

改修前

号

略

分

工

事

区

＜　　　　　＞ ：

＜　　　　　＞ ：

＜　　　　　＞ ：

＜　　　　　＞ ：

＜　　　　　＞ ： プラント電気設備工事

プラント機械設備工事

建築電気設備工事

建築機械設備工事

土木工事

ＡＥ

ＰＥ

ＡＭ

ＰＭ

Ｃ 改修前

Ａ：仕上撤去

Ｂ：図示の仕上撤去

Ｃ：下地共撤去

Ｄ：図示の下地共撤去

Ｅ：下地の調整

Ｆ：既存のまま

〇：今回工事

□：次回工事

ａ：仕上新設

ｂ：図示の仕上新設

ｃ：下地共新設

ｄ：図示の下地共新設

ｅ：塗装の塗り替え

ｆ：既存のまま

〇：今回工事

□：次回工事

改修後

改
修
内
容
凡
例

Ｃ

＜Ｃ＞ Ｃ

Ｃ

配管室

配管室 ＜Ｃ＞
Ｃ

＜Ｃ＞
Ｃ 無筋Ｃｔ100

Ｃコテ仕上（Ａ）

ー
一部
Ｂ

一部Ｃ直均し仕上

ｂ
1-01-3

1-01-3

Ｃ

Ｃ モルタル塗り 100 ー
一部
Ｂ

Ｃ モルタル塗り 100

Ｃ ー Ｆ Ｃ打放し（Ｃ） ー Ｆ

一部
ｂ

Ｃ打放し（Ｂ） 2-02-7

Ｃ

既存のまま ｆー

直天Ｃ打放し（Ｃ） Ｆ

ｆ既存のまま

ー

ー

＜Ｃ＞
Ｃ

＜Ｃ＞
Ｃ

Ｃ直均し仕上

無筋Ｃｔ100

無筋Ｃｔ200～300

Ｃコテ仕上（Ａ）

表面強化材

ー

無筋Ｃｔ200

ー

Ｃ

モルタル塗り

ー

ーＦ Ｆ

ｆ ｆ

Ｃ

モルタル塗り 1200 ー
一部
Ｂ

2100

～

Ｃ

外装薄塗材（Ｅ）

Ｃ打放し（Ｃ）
ーー

Ｃ

外装薄塗材（Ｅ）

Ｃ打放し（Ｃ）
ホッパー室

ホッパー室 ＜Ｃ＞
Ｃ

既存のまま

一部
ｂ

一部
Ｂ

Ｃ

既存のまま

100

一部
Ｂ

200Ｃ

（Ａ通のみ剛体多孔質吸音材）

Ｃ打放し（Ｃ）

Ｃ ー
複層塗材（ＲＥ）

モルタル塗り
ー

一部
ｂ

複層塗材（ＲＥ）

モルタル塗り

Ｃ
ＧＢ

ＲＢ（凹凸） 4FLより
2700 ー

既存のまま ー ｆ

複層塗材（ＲＥ）

モルタル塗り Ｂ
一部

ー

Ｆ ー
複層塗材（ＲＥ）

（F通のみモルタル塗りの
　　　　　　　　　上EP）

モルタル塗り

複層塗材（ＲＥ）

（F通のみモルタル塗りの
　　　　　　　　　上EP）

モルタル塗り 一部
ｂ

玄関ホール

玄関ホール

＜Ｃ＞
Ｃ

＜Ｃ＞
Ｃ

ー

一部
1-01-6

ｂ

Ｃ

Ｃ

モルタル塗り

ー

Ｃ ー

Ｃ モルタル塗り

2000

一部

Ｄ

一部

Ｄ

外装薄塗材（Ｅ）

Ｃ

Ｂ

Ｃ

外装薄塗材（Ｅ）

Ｃ打放し（Ｂ）
2-02-7

外装薄塗材（Ｅ）

Ｃ打放し（Ｃ）

外装薄塗材（Ｅ）

Ｃ打放し（Ｃ）

ー直天 Ｆ

既存のまま ー ｆ

Ｃ打放し（Ｃ）

Ｃ

Ｃ打放し（Ｃ） Ｆ

ｆ

ー

ー既存のまま

一階

除塵機室

除塵機室

Ｃ

Ｃ打放し（Ｃ） Ｆ Ｃ打放し（Ｃ）

Ｃ打放し（Ｂ）
一部
ｂ

ー

2-02-7

Ｆー

Ｃ打放し（Ｃ） Ｆ Ｃ打放し（Ｃ）

Ｃ打放し（Ｂ）
一部
ｂ

2-02-7 既存のまま ｆ

ー

Ｃ Ｃ打放し（Ｃ） Ｃ打放し（Ｃ）Ｆー ー直天

ｆー既存のまま

Ｃ打放し（Ｃ）Ｆ Ｆ

ｆ既存のまま

ー

ｆー既存のまま ー

二階

除塵機室吹抜 Ｃ

Ｃ ー

ー

Ｆ Ｃ Ｃ打放し（Ｃ） 直天 ー

改修後

改修前

改修後

改修前

除塵機室吹抜

電動機室

電動機室

＜Ｃ＞

ＰＭ
無筋Ｃｔ200

Ｃコテ仕上

ー

Ｃ

1-01-1

1-01-3
一部
ｂ

無筋Ｃｔ300

Ｃコテ仕上

無筋Ｃｔ300

Ｃ直均し仕上

床用塗料

床用塗料

モルタル塗り

ＰＭＣ ーー
一部
Ｂ

Ｃ

Ｃ

＜モルタル塗り＞
ＰＭ

ー
一部
Ｂ

一部
Ｂ

モルタル塗り 2-11-7

100

100

Ｃ モルタル塗り 2100

Ｃ モルタル塗り
一部

ー1100
Ｂ

Ｃ モルタル塗り
一部

1100
ｂ

2-02-12

軽量骨材吹付

剛体多孔質吸音板

一部

軽量骨材吹付

剛体多孔質吸音板

一部
図示

Ｃ

Ｃ

ー
軽量骨材吹付

ー

一部
ｂ

Ｃ打放し（Ｃ）

一部
Ｂ

軽量骨材吹付

Ｃ打放し（Ｃ）
2-02-7

Ｂ

ｂ

一部
ｂ

複層塗材（ＲＥ）
モルタル塗り

複層塗材（ＲＥ）
Ｃ打放し（Ｂ）

2-02-12

2-02-7

一部
ｄ

一部
ｄ

2-02-12

軽量骨材吹付

Ｃ打放し（Ｃ）
ー

軽量骨材吹付

Ｃ打放し（Ｃ）

一部
Ｂ

一部
ｂ

3-01-11

ステンレス製 ー

ー

既存のまま 既存のままー ｆ ｆ

Ｆ

ー

ー Ｆ Ｆ

ｆー

ｆー

既存のまま

既存のまま

既存のまま

既存のまま

ー

ー

ｆ

ｆ

Ｆ

Ｆ

Ｂ

一部

Ｄ
Ｂ

一部

Ｄ
Ｂ

一部

Ｄ
Ｂ

Ｄ

一部

ｄ
ｂ

一部

ｄ
ｂ改修後

改修前

改修後

改修前

倉庫

倉庫

機械搬入室

機械搬入室

Ｃ

＜Ｃ＞

Ｃ

＜Ｃ＞

Ｃ

＜Ｃ＞

モルタル塗り

ー

一部
Ｂ

ー

ー Ｃ

ー

Ｃ

Ｃ打放し（Ｃ）

ー
一部
Ｂ ー Ｃ

Ｃ

外装薄塗材（Ｅ）

Ｃ打放し（Ｃ）

木毛セメント板打込

軽量骨材吹付

直天

直天

ー

ー Ｆ

一部
Ｂ

ー

ー
Ｂ

一部

一部
ｂ

表面強化剤

Ｃ直均し仕上

表面強化剤

1-01-3

Ｃ モルタル塗り
Ｂ

一部
モルタル塗り

2FL
+1100
まで Ｂ

一部
ー Ｃ

Ｃ打放し（Ｃ）
軽量骨材吹付

一部
軽量骨材吹付

剛体多孔質吸音材張

ー
Ｂ

一部

Ｃ
Ｃ打放し（Ｃ）
軽量骨材吹付

一部
軽量骨材吹付

剛体多孔質吸音材張

ーＣ

一部 一部

ｄ
ｂ

Ｂ
ー

一部
Ｃ打放し（Ｃ）

軽量骨材吹付

ー
一部

Ｃ打放し（Ｃ）

軽量骨材吹付

ｂ

既存のまま ー ｆ

既存のまま ー ｆ

Ｃ打放し（Ｃ）

軽量骨材吹付 一部
Ｂ

ー

Ｃ打放し（Ｃ）

軽量骨材吹付 一部
ー

ｂ

無筋Ｃｔ200～250

無筋Ｃｔ200～250

100
～
150

Ｃコテ仕上

モルタル塗り 1200
ｂ

一部
2-02-12モルタル塗り 100

一部
ｂ

2-11-7

モルタル塗り 100
一部
ｂ

2-11-7

磁器質タイル 200
ｄ
ｂ2-01-2

一部
ｂ

Ｃ
2100モルタル塗り 100 2-11-7 一部

ｂ
Ｃ

モルタル塗り 100 2-11-7 一部
ｂ

Ｃ

2-02-12

2-02-12 ｂ

モルタル塗り

モルタル塗り
2FL

+1100
まで

：表示仕上材はアスベスト含有材であるため適切な撤去方法を実施すること。

凡例　　　　　　　：今回改修対象を示す。

磁器質タイル100角

磁器質タイル100角

Ｆ
Ｃ打放し（Ｃ）

外装薄塗材（Ｅ） 外装薄塗材（Ｅ）

Ｂ
一部

Ｂ
一部

外装薄塗材（Ｅ）

Ｃ打放し（Ｃ）

外装薄塗材（Ｅ）

Ｃ打放し（Ｃ）

一部
ｂ

一部
ｂ

2-02-7

2-02-12

3-01-11



事 業 名

工 事 名

工事場所

名　称

縮 尺

工 種

事業主体 四日市市 図面番号

設 計 者

- 設計年月

株式会社NJS名古屋総合事務所一級建築士事務所

一級愛知県知事登録（いー27）第7016号

一級建築士登録　第247519号　管理建築士　秋田豊

令和 　年　月

　内部仕上表（２）

（株）ＮＪＳ

Ｄ-１０

磯津第１ポンプ場耐震補強工事

令和４年度　公共下水道事業

四日市市大字塩浜地内

改修別

ビニル床シートＣ ビニル巾木 75Ｍ

Ｃ打放し（Ｂ）
ＥＰ-Ｇ

ｂ
一部
ｂ

廊下改修後

改修前 廊下 ー Ｃ

Ｃ ー
ＥＰ

モルタル塗り

ＥＰ

モルタル塗り

一部

モルタル塗り

一部ＥＰ-Ｇ

ｂ
2-02-12

2-02-12

改修後

改修前
電動機室
吹抜

電動機室
吹抜

改修後

改修前 監視室

監視室

軽量骨材吹付

剛体多孔質吸音板

一部
Ｄ

軽量骨材吹付

剛体多孔質吸音板

一部
ｄ

モルタル塗り

ＥＰ-Ｇ

図示

ー

一部
ｂ

Ｂ
一部

Ｃ

Ｍ ＜ビニル巾木＞

ＥＰ

モルタル塗り
ー

Ｂ
一部

Ｃ

ー

一部
Ｃ

ＥＰ-Ｇ

ｄ

2-02-7

2-02-7

ＥＰ

モルタル塗り
ー

Ｂ
一部

ＥＰ

モルタル塗り
ー

Ｂ
一部

モルタル塗り
ー

一部ＥＰ-Ｇ

ｂ

ＧＢ-ＮＣｔ9.5 2500

Ｓ

Ｓ

ＧＢ（Ｔ） 2500 ー
一部

3-01-2
一部
ｄ

Ｄ

ＧＢ-ＮＣｔ9.5

Ｓ

Ｓ

ＧＢ（Ｔ） ー
一部

3-01-2
一部
ｄ

Ｄ

改修後

改修前 電気室

電気室

換気機械室

Ｃ

モルタル塗り 一部
ｂ

75 ー

1-01-1

Ｃ
ＥＰ

モルタル塗り

ー

一部
Ｄ

Ｃ

軽量骨材吹付
ー

一部
ｂ

軽量骨材吹付
ー

一部

軽量骨材吹付 一部
ｂ

Ｆ

ｆー

木毛セメント板打込
直天Ｃ

軽量骨材吹付

木毛セメント板打込
Ｃ

軽量骨材吹付

Ｃ打放し（Ｃ）
ー

一部
Ｂ

軽量骨材吹付

Ｃ打放し（Ｃ）

軽量骨材吹付
ー

軽量骨材吹付

Ｃ打放し（Ｃ）

一部
Ｂ

一部
ｂ

3-01-11改修後

改修前

改修後

改修前

換気機械室

ＡＤ

ＡＤ

Ｃ

モルタル塗り ー 一部
Ｂ

Ｃ モルタルコテ仕上（Ａ） ー 一部
Ｂ

Ｃ 一部
ｂ

モルタル塗り 1-01-1

Ｃ モルタル塗り 100 ー

モルタル塗り 100 ー モルタル塗り ー2100Ｃ Ｃ
軽量骨材吹付

ー

Ｄ
ー

一部

一部グラスウール吸音材ｔ50

ｄ
Ｃ

Ｃ打放し（Ｃ）

Ｃ打放し（Ｃ）

既存のまま

既存のまま

ー Ｆ

ー ｆ

グラスウール吸音材ｔ50

（ガラスクロス押え）

グラスウール吸音材ｔ50

（ガラスクロス押え）
Ｃ Ｃ

直天

直天

Ｆー

ｆー既存のまま

Ｃ打放し（Ｃ）

Ｃ打放し（Ｃ）

既存のまま 既存のまま

Ｆー

ｆー

Ｆー

ｆー

軽量骨材吹付

Ｃ打放し（Ｃ）
ー

軽量骨材吹付

Ｃ打放し（Ｃ）

一部
Ｂ

一部
ｂ

3-01-11

ビニル巾木 75 2-11-1

75

ｄ
一部

ビニル床シート

Ｃ ビニル巾木

Ｍ

一部
ｄ

一部
Ｂ
Ｄ

Ｓ

Ｓ

ＲＢ

ケイカル板

仕
上
材
料
の
厚
さ

改
修
後
の

不燃（個別認定）

ＮＭ－８５９９

ＮＭ－８６１３
又は同等

ＮＭ－８６１９

壁             紙

押出法ポリスチレンフォーム保温材

けい酸カルシウム板（タイプ２） 12

25

10

25

ＮＭ－８５７８

備  考天井(m/m)壁(m/m)種別材 料 名備  考天井(m/m)壁(m/m)種別材 料 名

GB（N）

GB－R
仕上

下地

下地

12.5

12.5

12.5

9.5

GB（NT）

GB（W）

DR

9.5

12.5

12

階 室名
下地

床

仕上

幅木

下地詳細番号
改修
内容

腰壁

下地

壁

下地高さ 詳細番号 高さ 詳細番号
改修
内容 仕上 詳細番号

改修
内容 仕上 柱型仕上

改修
内容 下地詳細番号

改修
内容 梁型仕上高さ 詳細番号

天井
改修
内容

改修
内容仕上仕上 詳細番号

備考

内部仕上表

号

略

分

工

事

区

＜　　　　　＞ ：

＜　　　　　＞ ：

＜　　　　　＞ ：

＜　　　　　＞ ：

＜　　　　　＞ ： プラント電気設備工事

プラント機械設備工事

建築電気設備工事

建築機械設備工事

土木工事

ＡＥ

ＰＥ

ＡＭ

ＰＭ

Ｃ 改修前

Ａ：仕上撤去

Ｂ：図示の仕上撤去

Ｃ：下地共撤去

Ｄ：図示の下地共撤去

Ｅ：下地の調整

Ｆ：既存のまま

〇：今回工事

□：次回工事

ａ：仕上新設

ｂ：図示の仕上新設

ｃ：下地共新設

ｄ：図示の下地共新設

ｅ：塗装の塗り替え

ｆ：既存のまま

〇：今回工事

□：次回工事

改修後

改
修
内
容
凡
例

ＰＥ

三階

四階

2700

2700 ー

既存のまま 2700

ー

ー

Ｆ

ｆ

Ｓ 2700 3-01-2

一部
Ｄ

一部
ｄ

＜ビニル巾木＞ 75 ＦＰＥ

モルタル塗り 75
一部
Ｄ

＜Ｍ＞ ＰＥ

Ｃ

2-11-1

ー

ー
ー

ー ｆ

モルタル塗りＣ

2700

2700

ＤＲｔ12

Ｃ打放し（Ｂ）
ＥＰ-ＧＣ

ｂ

ｄ2-02-7
一部

一部

Ｃ

Ｃ

ＥＰ-Ｇ
モルタル塗り

ＥＰ-Ｇ
モルタル塗り

2-02-122-02-12

2-02-12

Ｍ

Ｍ ビニル巾木

75

75

一部
Ｂ

一部
2-11-1

既存のまま

Ｃ モルタル塗り 2-02-12 一部2100 Ｃ

Ｃ

Ｃ打放し（Ｃ）

グラスウール吸音材ｔ50

2-02-7

2-02-13

2-02-13

一部
ｂ

一部
ｄ

一部
Ｄ

ＢＢ

軽量骨材吹付

Ｃ打放し（Ｃ）

Ｃ打放し（Ｃ） 2-02-7
2-02-7

Ｃ Ｃ打放し（Ｂ）
ｄ

2-02-7 一部
100

一部
ｂ

2-11-7Ｃ モルタル塗り

Ｃ Ｃ打放し（Ｂ）
ｄ

2-02-7 一部
100

一部
ｂ

2-11-7Ｃ モルタル塗り

一部
Ｂ
Ｄ

一部
Ｂ
Ｄ

一部
Ｂ
Ｄ

ｂ

一部
Ｄ

一部
Ｄ

ーＣ
一部
Ｂ

無筋Ｃｔ270

モルタル塗りＣ

床用塗料
一部
ｂ

Ｃ 75
一部

2-11-1ビニル巾木

Ｃ ビニル巾木

ビニル巾木

ｂ

Ｍ

一部

一部

75 2-11-1 ｄ

2-11-175 ｄ
Ｃ打放し（Ｂ）

Ｃ

無筋Ｃｔ270

モルタル塗り ＰＥ

床用塗料

ー
一部
Ｂ

モルタル塗り

無筋Ｃｔ270

ー
ＰＥ

床用塗料
モルタル塗り
無筋Ｃｔ270

無筋Ｃｔ270

床用塗料
モルタル塗り

無筋Ｃｔ270

床用塗料
モルタル塗り

床用塗料
モルタル塗り
無筋Ｃｔ270

Ｃ

Ｃ

1-01-4

1-01-1

1-01-1

一部
Ｂ

ｂ
一部

ｂ
一部

ｄ

：表示仕上材はアスベスト含有材であるため適切な撤去方法を実施すること。

凡例　　　　　　　：今回改修対象を示す。

（ガラスクロス押え）

（ガラスクロス押え）



事 業 名

工 事 名

工事場所

名　称

縮 尺

工 種

事業主体 四日市市 図面番号

設 計 者

1/100 設計年月

（株）ＮＪＳ
株式会社NJS名古屋総合事務所一級建築士事務所

一級愛知県知事登録（いー27）第7016号

一級建築士登録　第247519号　管理建築士　秋田豊

改修前.後 沈砂池・ポンプ井　平面図

令和 　年　月

改 修 前・後

１:１００改修前・後　沈砂池・ポンプ井　平面図

Ｄ-１１

磯津第１ポンプ場耐震補強工事

令和４年度　公共下水道事業

四日市市大字塩浜地内

N

Ｄ

Ｄ

Ａ

Ｂ

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｃ

沈砂池

沈砂池

沈砂池

ポンプ井

冷却水槽

冷却水槽 冷却水槽

冷却水槽

20
00

0

50
00

50
00

50
00

50
00

11
00

11
00

40
0

40
0

20
00

10
00

40
00

65
0

50
0

45
00

6400

80
0

42
00

80
0

20
80

0

63
50

50
0

75
50

60
0

400 8005200

25
00

1500 1250

70
0

17
50

80
0

70
0

17
50

17
50

80
0

70
0

17
501500 750

30
00

50
0

45
00

25
0

45
00

15
00

35
0

35
0

1500

400

12
00

16
50

16
50

8000

2200

349513756

6500 70006000 400 2600 495

40027005004600365035028001500260040040090002000400
600

500

36002400

5007000500 1000

1000

27500

3745

2645

3011

Ｄ

Ｂ

Ｃ

Ｅ

Ａ

１ ２ ３ ４ ５



改修前　１階平面図 １:１００

改 修 前

事 業 名

工 事 名

工事場所

名　称

縮 尺

工 種

事業主体 四日市市 図面番号

設 計 者

1/100 設計年月

（株）ＮＪＳ
株式会社NJS名古屋総合事務所一級建築士事務所

一級愛知県知事登録（いー27）第7016号

一級建築士登録　第247519号　管理建築士　秋田豊

令和 　年　月

改修前　１階平面図

Ｄ-１２

磯津第１ポンプ場耐震補強工事

令和４年度　公共下水道事業

四日市市大字塩浜地内

UP

UP

UP

*
ＳＤ

※
Ｏ

N

1-3
Ｏ

1-4
Ｏ

1-5
Ｏ

1-2
Ｏ

1-6
Ｏ

SD
2

SD
1

SD
3

1-8
Ｏ

1-7

Ｏ

1-1
Ｏ

Ｄ

Ｄ

Ａ

Ｂ

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｃ

機械搬入室

配管室

ホッパー室

スロープ

玄関 倉庫

除塵機室

１

２
改修部分の詳細図の番号を表す

撤去建具の建具符号を表す

下段の「Ｏ」は改修前（既存）を表す

凡例

３

改修工事範囲を示す

４ 撤去する範囲を示す

3495

7000

27500

8000

2500

13756

6500 6000 3000 495

2200250050027004500

8900

23
50

0

50
00

50
00

50
00

50
00

6400

400 8005200

30111000

35
00

2900 14006001000900900
400

845

4856

400900

13
00

3000 60005900 2000 6500 2400

Ｄ

Ｂ

Ｃ

Ａ

Ｅ

Ｆ

１ ２ ３ ４ ５



１:１００
事 業 名

工 事 名

工事場所

名　称

縮 尺

工 種

事業主体 四日市市 図面番号

設 計 者

1/100 設計年月

（株）ＮＪＳ
株式会社NJS名古屋総合事務所一級建築士事務所

一級愛知県知事登録（いー27）第7016号

一級建築士登録　第247519号　管理建築士　秋田豊

令和 　年　月

改 修 後

改修後　１階平面図

改修後　１階平面図

Ｄ-１３

磯津第１ポンプ場耐震補強工事

令和４年度　公共下水道事業

四日市市大字塩浜地内

UP

UP

UP

N

※
Ｎ

*
SD

1-3
Ｎ

1-4
Ｎ

1-5
Ｎ

SA
T

1-6
Ｎ

1-1
Ｎ

1-2
Ｎ

SD
102

SAT

特

特

SD
101

SD

SD

103

104

1-7

Ｎ

1-8
Ｎ

Ｄ

Ｄ

Ａ

Ｂ

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｃ

機械搬入室

配管室

スロープ

玄関 倉庫

除塵機室

ホッパー室

ホッパー室

１

２
改修部分の詳細図の番号を表す

改修工事範囲を示す

３ 新設建具の建具符号を表す

凡例

４ 新設範囲を示す

下段の「Ｎ」は改修後（新設）を表す

５ 簡易気密ドアー

６ 特定防火設備

3495

7000

27500

8000

2500

13756

6500 6000 3000 495

2200250050027004500

8900

23
50

0

50
00

50
00

50
00

50
00

6400

400 8005200

30111000

35
00

2900 14006001000900900
400

845

4856

400900

13
00

3000 60005900 2000 6500 2400

Ｄ

Ｂ

Ｃ

Ａ

Ｅ

Ｆ

１ ２ ３ ４ ５



事 業 名

工 事 名

工事場所

名　称

縮 尺

工 種

事業主体 四日市市 図面番号

設 計 者

1/100 設計年月

（株）ＮＪＳ
株式会社NJS名古屋総合事務所一級建築士事務所

一級愛知県知事登録（いー27）第7016号

一級建築士登録　第247519号　管理建築士　秋田豊

令和 　年　月

１:１００

改 修 前

改修前　２階平面図

改修前　２階平面図

Ｄ-１４

磯津第１ポンプ場耐震補強工事

令和４年度　公共下水道事業

四日市市大字塩浜地内

*
ＳＤ

※
Ｏ

UP

DN

UPDN

N

2-1
Ｏ

2-2
Ｏ

2-4
Ｏ

2-3
Ｏ

2-5
Ｏ

2-6
Ｏ

Ｄ

Ａ

Ｂ

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｃ

Ｄ

ホッパー室
宿直室廊下

踏込 押入

吹抜

電動機室

除塵機室

吹抜

１

２
改修部分の詳細図の番号を表す

撤去建具の建具符号を表す

下段の「Ｏ」は改修前（既存）を表す

凡例

３

４

改修工事範囲を示す

撤去する範囲を示す

23
50

0

50
00

50
00

50
00

50
00

35
00

13
00

3000 6000 2000 6500 2400

27500

8000 6500 70006000

Ｄ

Ｂ

Ｃ

Ａ

Ｅ

Ｆ

１ ２ ３ ４ ５



事 業 名

工 事 名

工事場所

名　称

縮 尺

工 種

事業主体 四日市市 図面番号

設 計 者

1/100 設計年月

（株）ＮＪＳ
株式会社NJS名古屋総合事務所一級建築士事務所

一級愛知県知事登録（いー27）第7016号

一級建築士登録　第247519号　管理建築士　秋田豊

令和 　年　月

１:１００

改 修 後

改修後　２階平面図

改修後　２階平面図

Ｄ-１５

磯津第１ポンプ場耐震補強工事

令和４年度　公共下水道事業

四日市市大字塩浜地内

UP

DN

UPDN

N

※
Ｎ

*
SD

SAT

2-1
Ｎ

2-2
Ｎ

2-3
Ｎ

2-4
Ｎ

2-5
Ｎ

2-6
Ｎ

Ｄ

Ａ

Ｂ

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｃ

Ｄ

ホッパー室
宿直室廊下

踏込 押入

吹抜

電動機室

除塵機室

吹抜

１

２
改修部分の詳細図の番号を表す

改修工事範囲を示す

３ 新設建具の建具符号を表す

凡例

４

５

新設範囲を示す

簡易気密ドアー

下段の「Ｎ」は改修後（新設）を表す

23
50

0

50
00

50
00

50
00

50
00

35
00

13
00

3000 6000 2000 6500 2400

27500

8000 6500 70006000

Ｄ

Ｂ

Ｃ

Ａ

Ｅ

Ｆ

１ ２ ３ ４ ５



事 業 名

工 事 名

工事場所

名　称

縮 尺

工 種

事業主体 四日市市 図面番号

設 計 者

1/100 設計年月

（株）ＮＪＳ
株式会社NJS名古屋総合事務所一級建築士事務所

一級愛知県知事登録（いー27）第7016号

一級建築士登録　第247519号　管理建築士　秋田豊

令和 　年　月

１:１００

改 修 前

改修前　３階平面図

改修前　３階平面図

Ｄ-１６

磯津第１ポンプ場耐震補強工事

令和４年度　公共下水道事業

四日市市大字塩浜地内

*
ＳＤ

DN

DN

UP

N

※
Ｏ

3-1
Ｏ

3-2

Ｏ

3-3
Ｏ

3-5
Ｏ

3-6
Ｏ

3-7
Ｏ

AW
3-4
Ｏ

3-8
Ｏ

1

SS
1

AW
3

Ｄ

Ａ

Ｂ

Ａ

Ｂ

Ｃ

ＤＣ

廊下

監視室

湯沸室便所

倉庫シャワー室

脱衣室

電気室

吹抜

燃料
小出槽
スラブ

１

２
改修部分の詳細図の番号を表す

撤去建具の建具符号を表す

下段の「Ｏ」は改修前（既存）を表す

凡例

３

４

改修工事範囲を示す

撤去する範囲を示す

23
50

0

50
00

50
00

50
00

50
00

35
00

27500

8000 6500 70006000

2400

13
00

19
00

25
00

13
00

12
00

18
00

1800

Ｄ

Ｂ

Ｃ

Ａ

Ｅ

Ｆ

１ ２ ３ ４ ５



事 業 名

工 事 名

工事場所

名　称

縮 尺

工 種

事業主体 四日市市 図面番号

設 計 者

1/100 設計年月

（株）ＮＪＳ
株式会社NJS名古屋総合事務所一級建築士事務所

一級愛知県知事登録（いー27）第7016号

一級建築士登録　第247519号　管理建築士　秋田豊

令和 　年　月

１:１００

改 修 後

改修後　３階平面図

改修後　３階平面図

Ｄ-１７

磯津第１ポンプ場耐震補強工事

令和４年度　公共下水道事業

四日市市大字塩浜地内

DN

DN

UP

N

3-1
Ｎ

3-2

Ｎ

※
Ｎ

*
SD

SAT

3-3
Ｎ

3-4
Ｎ

3-5
Ｎ

3-6
Ｎ

101
SW

3-7
Ｎ

3-8
Ｎ

Ｄ

Ａ

Ｂ

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｃ Ｄ

廊下

監視室

湯沸室便所

倉庫シャワー室

脱衣室

電気室
燃料
小出槽
スラブ

吹抜

１

２
改修部分の詳細図の番号を表す

改修工事範囲を示す

３ 新設建具の建具符号を表す

凡例

４ 新設範囲を示す

５

６ 特

簡易気密ドアー

特

特定防火設備　（認定番号　EA-0223）

下段の「Ｎ」は改修後（新設）を表す

23
50

0

50
00

50
00

50
00

50
00

35
00

27500

8000 6500 70006000

2400

13
00

19
00

25
00

13
00

12
00

18
00

1800

Ｄ

Ｂ

Ｃ

Ａ

Ｅ

Ｆ

１ ２ ３ ４ ５



改 修 前

１:１００改修前　４階平面図

改修前　ＡＤ上部平面図 １:１００

事 業 名

工 事 名

工事場所

名　称

縮 尺

工 種

事業主体 四日市市 図面番号

設 計 者

1/100 設計年月

（株）ＮＪＳ
株式会社NJS名古屋総合事務所一級建築士事務所

一級愛知県知事登録（いー27）第7016号

一級建築士登録　第247519号　管理建築士　秋田豊

令和 　年　月

改修前　４階平面図

Ｄ-１８

磯津第１ポンプ場耐震補強工事

令和４年度　公共下水道事業

四日市市大字塩浜地内

※
Ｏ

DN

N

*
ＳＤ

4-1
Ｏ

4-2
Ｏ

AW

AWAG

AG

上部 下部

上部 下部

1

2

1

1

Ｄ

Ａ

Ｂ

Ａ

Ｂ

ＤＣ

Ｃ

換気機械室

AD

吹抜

１

２
改修部分の詳細図の番号を表す

撤去建具の建具符号を表す

下段の「Ｏ」は改修前（既存）を表す

凡例

３

４

改修工事範囲を示す

撤去する範囲を示す

23
50

0

50
00

50
00

50
00

50
00

35
00

27500

8000 6500 70006000

1
3
0
0

1300

2
0
0
0

1000

3
0
0
0

1
3
0
0

1
3
0
0

2400

Ｄ

Ｂ

Ｃ

Ｅ

Ｆ

２ ３ ４ ５

Ａ

Ａ

１



１:１００

１:１００

事 業 名

工 事 名

工事場所

名　称

縮 尺

工 種

事業主体 四日市市 図面番号

設 計 者

1/100 設計年月

（株）ＮＪＳ
株式会社NJS名古屋総合事務所一級建築士事務所

一級愛知県知事登録（いー27）第7016号

一級建築士登録　第247519号　管理建築士　秋田豊

令和 　年　月

改 修 後

改修後　４階平面図

改修後　４階平面図

改修後　ＡＤ上部平面図

Ｄ-１９

磯津第１ポンプ場耐震補強工事

令和４年度　公共下水道事業

四日市市大字塩浜地内

DN

N

※
Ｎ

*
SD

SAT

4-1
Ｎ

4-2
Ｎ

Ｄ

Ａ

Ｂ

Ａ

Ｂ

ＤＣ

Ｃ

換気機械室

AD

吹抜

１

２
改修部分の詳細図の番号を表す

改修工事範囲を示す

３ 新設建具の建具符号を表す

凡例

４

５

新設範囲を示す

簡易気密ドアー

下段の「Ｎ」は改修後（新設）を表す

23
50

0

50
00

50
00

50
00

50
00

35
00

27500

8000 6500 70006000

1
3
0
0

1300

2
0
0
0

1000

3
0
0
0

1
3
0
0

1
3
0
0

2400

Ｄ

Ｂ

Ｃ

Ｅ

Ｆ

２ ３ ４ ５

Ａ

Ａ

１



事 業 名

工 事 名

工事場所

名　称

縮 尺

工 種

事業主体 四日市市 図面番号

設 計 者

1/100 設計年月

（株）ＮＪＳ
株式会社NJS名古屋総合事務所一級建築士事務所

一級愛知県知事登録（いー27）第7016号

一級建築士登録　第247519号　管理建築士　秋田豊

令和 　年　月

改 修 前・後

改修前・後　屋根伏図 １:１００

改修前・後　屋根伏図

Ｄ-２０

磯津第１ポンプ場耐震補強工事

令和４年度　公共下水道事業

四日市市大字塩浜地内

N

Ｄ

Ａ

Ｂ

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｃ

Ｄ

屋根

23
50

0

50
00

50
00

50
00

50
00

35
00

27500

8000 6500 70006000

1900

13
00

16
00

2300

10
00

1000

18
00

2400

19
00

19
00

1900

Ｄ

Ｂ

Ｃ

Ａ

Ｅ

Ｆ

１ ２ ３ ４ ５



事 業 名

工 事 名

工事場所

名　称

縮 尺

工 種

事業主体 四日市市 図面番号

設 計 者

1/100 設計年月

（株）ＮＪＳ
株式会社NJS名古屋総合事務所一級建築士事務所

一級愛知県知事登録（いー27）第7016号

一級建築士登録　第247519号　管理建築士　秋田豊

平成 　年 　月

改 修 後

１:１００改修後 東立面図

１:１００改修前 東立面図

改修前・後　東立面図

改 修 前

Ｄ-２１

磯津第１ポンプ場耐震補強工事

令和４年度　公共下水道事業

四日市市大字塩浜地内

1-1
Ｎ

1-1
Ｏ

※
Ｎ

*
SD

*
SD

※
Ｏ

凡例

１

２

３

４

改修部分の詳細図の番号を表す

改修工事範囲を示す

新設建具の建具符号を表す

新設範囲を示す

下段の「Ｎ」は改修後（新設）を表す

１

２
改修部分の詳細図の番号を表す

撤去建具の建具符号を表す

下段の「Ｏ」は改修前（既存）を表す

凡例

３

４

改修工事範囲を示す

撤去する範囲を示す
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事 業 名

工 事 名

工事場所

名　称

縮 尺

工 種

事業主体 四日市市 図面番号

設 計 者

1/100 設計年月

（株）ＮＪＳ
株式会社NJS名古屋総合事務所一級建築士事務所

一級愛知県知事登録（いー27）第7016号

一級建築士登録　第247519号　管理建築士　秋田豊

平成 　年 　月

改 修 前

改修前・後　西立面図

１:１００改修前 西立面図

１:１００改修後 西立面図

改 修 後

Ｄ-２２

磯津第１ポンプ場耐震補強工事

令和４年度　公共下水道事業

四日市市大字塩浜地内

3-6
Ｏ

3-5
Ｏ

3-5
Ｎ

3-6
Ｎ

※
Ｎ

*
SD

*
SD

※
Ｏ

凡例

１

２

３

４

改修部分の詳細図の番号を表す

改修工事範囲を示す

新設建具の建具符号を表す

新設範囲を示す

下段の「Ｎ」は改修後（新設）を表す

１

２
改修部分の詳細図の番号を表す

撤去建具の建具符号を表す

下段の「Ｏ」は改修前（既存）を表す

凡例

３

４

改修工事範囲を示す

撤去する範囲を示す
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事 業 名

工 事 名

工事場所

名　称

縮 尺

工 種

事業主体 四日市市 図面番号

設 計 者

1/100 設計年月

（株）ＮＪＳ
株式会社NJS名古屋総合事務所一級建築士事務所

一級愛知県知事登録（いー27）第7016号

一級建築士登録　第247519号　管理建築士　秋田豊

平成 　年 　月

改 修 後

１:１００改修後 南立面図

１:１００改修前 南立面図

改修前・後　南立面図

改 修 前

Ｄ-２３

磯津第１ポンプ場耐震補強工事

令和４年度　公共下水道事業

四日市市大字塩浜地内

1-8
Ｎ

※
Ｎ

*
SD

*
SD

※
Ｏ

1-8
Ｏ

凡例

１

２

３

４

改修部分の詳細図の番号を表す

改修工事範囲を示す

新設建具の建具符号を表す

新設範囲を示す

下段の「Ｎ」は改修後（新設）を表す

１

２
改修部分の詳細図の番号を表す

撤去建具の建具符号を表す

下段の「Ｏ」は改修前（既存）を表す

凡例

３

４

改修工事範囲を示す

撤去する範囲を示す
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事 業 名

工 事 名

工事場所

名　称

縮 尺

工 種

事業主体 四日市市 図面番号

設 計 者

1/100 設計年月

（株）ＮＪＳ
株式会社NJS名古屋総合事務所一級建築士事務所

一級愛知県知事登録（いー27）第7016号

一級建築士登録　第247519号　管理建築士　秋田豊

平成 　年 　月

改 修 前

１:１００改修前 北立面図

改 修 後

改修前・後　北立面図

１:１００改修後 北立面図

Ｄ-２４

磯津第１ポンプ場耐震補強工事

令和４年度　公共下水道事業

四日市市大字塩浜地内

4-1
Ｏ

4-2
Ｏ

AG
2

AG
2

AW
2

3-7
Ｎ

AW
2

AW
3

4-1

Ｎ

4-2
Ｎ

3-7
Ｎ
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Ｎ
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SD

*
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Ｏ

凡例

１

２

３

４

改修部分の詳細図の番号を表す

改修工事範囲を示す

新設建具の建具符号を表す

新設範囲を示す

下段の「Ｎ」は改修後（新設）を表す

１

２
改修部分の詳細図の番号を表す

撤去建具の建具符号を表す

下段の「Ｏ」は改修前（既存）を表す

凡例

３

４

改修工事範囲を示す

撤去する範囲を示す
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改 修 前

事 業 名

工 事 名

工事場所

名　称

縮 尺

工 種

事業主体 四日市市 図面番号

設 計 者

1/100 設計年月

（株）ＮＪＳ
株式会社NJS名古屋総合事務所一級建築士事務所

一級愛知県知事登録（いー27）第7016号

一級建築士登録　第247519号　管理建築士　秋田豊

平成 　年 　月

改修前　Ａ-Ａ断面図

１:１００改修前 Ａ-Ａ断面図

Ｄ-２５

磯津第１ポンプ場耐震補強工事

令和４年度　公共下水道事業

四日市市大字塩浜地内

※

Ｏ

*
SD

3-1
Ｏ

2-1
Ｏ

1-2
Ｏ

1-1
Ｏ

ホッパー室

換気機械室

湯沸室
便所

廊下

廊下 宿直室

機械搬入室除塵機室

配管室ホッパー室

１

２
改修部分の詳細図の番号を表す

撤去建具の建具符号を表す

下段の「Ｏ」は改修前（既存）を表す

凡例

３

４

改修工事範囲を示す

撤去する範囲を示す
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事 業 名

工 事 名

工事場所

名　称

縮 尺

工 種

事業主体 四日市市 図面番号

設 計 者

1/100 設計年月

（株）ＮＪＳ
株式会社NJS名古屋総合事務所一級建築士事務所

一級愛知県知事登録（いー27）第7016号

一級建築士登録　第247519号　管理建築士　秋田豊

平成 　年 　月

１:１００

改 修 後

改修後 Ａ-Ａ断面図

改修後　Ａ-Ａ断面図

Ｄ-２６

磯津第１ポンプ場耐震補強工事

令和４年度　公共下水道事業

四日市市大字塩浜地内

2-1
Ｎ

3-1
Ｎ

※
Ｎ

*
SD

1-2
Ｎ

1-1
Ｏ

ホッパー室

換気機械室

湯沸室
便所
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廊下 宿直室

除塵機室

配管室ホッパー室

機械搬入室

凡例

１

２

３

４

改修部分の詳細図の番号を表す

改修工事範囲を示す

新設建具の建具符号を表す

新設範囲を示す

下段の「Ｎ」は改修後（新設）を表す
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改 修 前

事 業 名

工 事 名

工事場所

名　称

縮 尺

工 種

事業主体 四日市市 図面番号

設 計 者

1/100 設計年月

（株）ＮＪＳ
株式会社NJS名古屋総合事務所一級建築士事務所

一級愛知県知事登録（いー27）第7016号

一級建築士登録　第247519号　管理建築士　秋田豊

平成 　年 　月

１:１００

改修前　Ｂ-Ｂ断面図

改修前 Ｂ-Ｂ断面図

Ｄ-２７

磯津第１ポンプ場耐震補強工事

令和４年度　公共下水道事業

四日市市大字塩浜地内

※

Ｏ

*
SD

2-2
Ｏ

3-2
Ｏ

1-3
Ｏ

換気機械室

監視室 電動機室
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配管室

ポンプ井 冷却水槽 冷却水槽

沈砂池

１

２
改修部分の詳細図の番号を表す

撤去建具の建具符号を表す

下段の「Ｏ」は改修前（既存）を表す

凡例

３

４

改修工事範囲を示す

撤去する範囲を示す
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事 業 名

工 事 名

工事場所

名　称

縮 尺

工 種

事業主体 四日市市 図面番号

設 計 者

1/100 設計年月

（株）ＮＪＳ
株式会社NJS名古屋総合事務所一級建築士事務所

一級愛知県知事登録（いー27）第7016号

一級建築士登録　第247519号　管理建築士　秋田豊

平成 　年 　月

１:１００改修後 Ｂ-Ｂ断面図

改修後　Ｂ-Ｂ断面図

改 修 後

Ｄ-２８

磯津第１ポンプ場耐震補強工事

令和４年度　公共下水道事業

四日市市大字塩浜地内

1-2
Ｎ

2-2
Ｎ

3-2
Ｎ

※
Ｎ

*
SD

電動機室

配管室

ポンプ井 冷却水槽 冷却水槽

沈砂池

換気機械室

監視室

除塵機室

凡例

１

２

３

４

改修部分の詳細図の番号を表す

改修工事範囲を示す

新設建具の建具符号を表す

新設範囲を示す

下段の「Ｎ」は改修後（新設）を表す
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3FL
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改 修 前

事 業 名

工 事 名

工事場所

名　称

縮 尺

工 種

事業主体 四日市市 図面番号

設 計 者

1/100 設計年月

（株）ＮＪＳ
株式会社NJS名古屋総合事務所一級建築士事務所

一級愛知県知事登録（いー27）第7016号

一級建築士登録　第247519号　管理建築士　秋田豊

平成 　年 　月

改修前　Ｃ-Ｃ断面図
改修前　Ｄ-Ｄ断面図

１:１００ １:１００改修前 Ｃ-Ｃ断面図 改修前 Ｄ-Ｄ断面図

Ｄ-２９

磯津第１ポンプ場耐震補強工事

令和４年度　公共下水道事業

四日市市大字塩浜地内

*
SD

※

Ｏ

3-6
Ｏ

2-6
Ｏ 1-1

Ｏ

AD

AD

除塵機室

監視室電気室 廊下

換気機械室

ポンプ井

配管室

電動機室

機器搬入室

１

２
改修部分の詳細図の番号を表す

撤去建具の建具符号を表す

下段の「Ｏ」は改修前（既存）を表す

凡例

３

４

改修工事範囲を示す

撤去する範囲を示す

5,000 5,000 5,000 5,000

20,00023,500
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TP + 9.700

TP + 13.900
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TP + 18.050
TP + 18.550

TP + 5.000

TP + 2.200
TP + 1.700

TP + 2.400

浸水レベル

4FL

2FL

1FL

GL
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RSL（水下）
RSL（水上）

パラペット天端

TP + 13.900

TP + 17.900

TP + 18.050
TP + 18.550
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TP + 2.400

浸水レベル TP + 5.000

TP + 9.700

TP + 6.400



事 業 名

工 事 名

工事場所

名　称

縮 尺

工 種

事業主体 四日市市 図面番号

設 計 者

1/100 設計年月

（株）ＮＪＳ
株式会社NJS名古屋総合事務所一級建築士事務所

一級愛知県知事登録（いー27）第7016号

一級建築士登録　第247519号　管理建築士　秋田豊

平成 　年 　月

１:１００ １:１００

改 修 後

改修後 Ｃ-Ｃ断面図 改修後 Ｄ-Ｄ断面図
改修後　Ｃ-Ｃ断面図
改修後　Ｄ-Ｄ断面図

Ｄ-３０

磯津第１ポンプ場耐震補強工事

令和４年度　公共下水道事業

四日市市大字塩浜地内

3-6
Ｎ

2-6
Ｎ

※
Ｎ

*
SD

1-1
Ｎ

AD

AD

除塵機室

監視室電気室 廊下

換気機械室

ポンプ井

配管室

電動機室

機器搬入室

凡例

１

２

３

４

改修部分の詳細図の番号を表す

改修工事範囲を示す

新設建具の建具符号を表す

新設範囲を示す

下段の「Ｎ」は改修後（新設）を表す
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（撤去）

（撤去）

（撤去）

（撤去）

（撤去）

（撤去）
（撤去）

壁：
モルタル塗り（撤去）

巾木：
モルタル塗り（撤去）

鋼製建具（撤去）

シャッター袖壁小口：
モルタル塗り（撤去）

壁：
モルタル塗り（撤去）

腰壁：
モルタル塗り（撤去）

壁：
モルタル塗り（撤去）

壁：
モルタル塗り（撤去）

巾木：モルタル塗り（撤去）

床躯体（撤去）
（鉄筋残し）

スラブ下：
軽量骨材吹付（撤去）

鋼製建具（撤去）

梁型：Ｃ打放し（Ｃ）

柱型：Ｃ打放し（Ｃ）

開口を示す

シャッター袖壁：
モルタル塗り（撤去）

床躯体（撤去）
（鉄筋残し）

床：床用塗料
モルタル塗り

梁型：Ｃ打放し（Ｃ）

床：表面強化剤
Ｃコテ仕上
無筋Ｃｔ200～250

床：表面強化剤
Ｃコテ仕上
無筋Ｃｔ200～250

床：表面強化剤
Ｃコテ仕上
無筋Ｃｔ200～250

床：表面強化剤
Ｃコテ仕上

無筋Ｃｔ200～250

床：表面強化剤
Ｃコテ仕上
無筋Ｃｔ200～250

床：表面強化剤
Ｃコテ仕上
無筋Ｃｔ200～250

１：５０
Ｏ
1-1

１階Ｅ通り４～５間　増打壁　　　機械搬入室シャッター廻り壁新設　　（改修前）

事 業 名

工 事 名

工事場所

名　称

縮 尺

工 種

事業主体 四日市市 図面番号

設 計 者

1/50 設計年月

（株）ＮＪＳ
株式会社NJS名古屋総合事務所一級建築士事務所

一級愛知県知事登録（いー27）第7016号

一級建築士登録　第247519号　管理建築士　秋田豊

1階平面・断面・展開詳細図（1）

令和　年　月

１階平面詳細図

１階上部平面詳細図

Ｂ-ＢＡ-Ａ

Ｃ-ＣＥ-Ｅ Ｄ-Ｄ

Ｄ-３１

磯津第１ポンプ場耐震補強工事

令和４年度　公共下水道事業

四日市市大字塩浜地内

UP

UP

SD
3

Ｂ

Ｂ

Ｃ

Ａ

Ｄ

Ｄ

Ａ

Ｃ

Ｄ

Ｄ

Ｅ

Ｅ

Ａ Ａ
Ｅ

Ｅ

機械搬入室

配管室

配管室
機械搬入室

機械搬入室

機械搬入室
機械搬入室

開口

凡例

特記なき限り

　　　　部分は仕上の撤去範囲を示す。

　　　　部分は躯体の撤去範囲を示す。（鉄筋共撤去）

　　　　表示部はカッターによる切断位置を示す。

　　　　表示部はカッターによる仕上材切断位置を示す。

　　　　部分は躯体の撤去範囲を示す。（鉄筋残し）

施工時サポート（支保）設置
Ｗ2000×Ｄ500

鋼製建具（撤去）

アルミ製手摺（撤去）
Ｗ500　Ｈ1100

柱型：Ｃ打放し（Ｃ）

給水管φ20（既設）

排気管φ700　L=2,030(既設)
ロックウール保温材

＋カラー亜鉛合板ｔ50(撤去)
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（新設）

（新設）

（新設）

（新設）

（新設）

（新設）

（新設）
（新設）

柱型：Ｃ打放し（Ｃ）

防水型鋼製建具（新設）

開口を示す

壁躯体（新設）

壁躯体（新設）

防水型鋼製建具（新設）

防水型鋼製建具（新設）

壁躯体（新設）

天端：
Ｃ直均し仕上

壁躯体（新設）

壁：
モルタル塗り（新設）

壁躯体（新設）

巾木：
モルタル塗り（新設）

梁型：Ｃ打放し（Ｃ）

壁：Ｃ打放し（Ｂ）（新設）

シャッター袖壁：
モルタル塗り（新設）

壁：Ｃ打放し（Ｂ）（新設）

壁躯体（新設）

壁躯体（新設）

防水型鋼製建具（新設）

壁躯体（新設） 天端：
Ｃ直均し仕上

天端：
Ｃ直均し仕上

スラブ下：
軽量骨材吹付（新設）

壁：
モルタル塗り（新設）

防水型鋼製建具（新設）

壁躯体（新設）

壁躯体（新設）

壁躯体（新設）

床：床用塗料
モルタル塗り

床：床用塗料
モルタル塗り

A部参照

目地材（アスファルト系）（新設）

壁躯体（新設）

既存シャッター袖壁

シーリング（20×20）PU-2
（新設） シーリング（20×20）PU-2

（新設）

A部参照

床：表面強化剤
Ｃ直均し仕上
無筋Ｃｔ200～250

床：表面強化剤
Ｃ直均し仕上
無筋Ｃｔ200～250

床：表面強化剤
Ｃ直均し仕上
無筋Ｃｔ200～250

床：表面強化剤
Ｃ直均し仕上
無筋Ｃｔ200～250

床：表面強化剤
Ｃ直均し仕上

無筋Ｃｔ200～250

床：表面強化剤
Ｃ直均し仕上
無筋Ｃｔ200～250 壁躯体（新設）

壁：Ｃ打放し（Ｂ）（新設）

下端：Ｃ打放し（Ｃ）（新設）

巾木：モルタル塗り（新設）

壁：
モルタル塗り（新設）

防水型鋼製建具
（新設）

１：５０
1-1

１階Ｅ通り４～５間　増打壁　　　機械搬入室シャッター廻り壁新設　　（改修前）
Ｎ

事 業 名

工 事 名

工事場所

名　称

縮 尺

工 種

事業主体 四日市市 図面番号

設 計 者

1/50 設計年月

（株）ＮＪＳ
株式会社NJS名古屋総合事務所一級建築士事務所

一級愛知県知事登録（いー27）第7016号

一級建築士登録　第247519号　管理建築士　秋田豊

令和　年　月

１階平面詳細図

１階上部平面詳細図

Ｂ-ＢＡ-Ａ

Ｃ-Ｃ Ｄ-ＤＥ-Ｅ

A部　1：10

Ｄ-３２

1階平面・断面・展開詳細図（2）

磯津第１ポンプ場耐震補強工事

令和４年度　公共下水道事業

四日市市大字塩浜地内

UP

UP

SD
103

SD
104

Ｂ

Ｂ

Ｃ

Ａ

Ｄ

Ｄ

Ａ

Ｃ

Ｄ

Ｅ

Ａ Ａ
Ｅ

Ｅ

ＤＥ

機械搬入室

配管室

配管室
機械搬入室

機械搬入室
機械搬入室

機械搬入室

開口

凡例

特記なき限り

　　　　新設壁打継目地：2-02-8（20×15）（PU-2）を示す。

　　　　部分は仕上の新設範囲を示す。

　　　　部分は躯体の新設範囲を示す。

壁：Ｃ打放し（Ｂ）（新設）

壁：Ｃ打放し（Ｂ）（新設）

給水管（既設）
紙スリーブ取付後

打込φ50

排気管φ700　L=2,030(既設)
ロックウール保温材

＋カラー亜鉛合板ｔ50（新設）
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（撤去）

（新設）

（新設）

（撤去）

（撤去） （新設）

床：Ｃコテ仕上（Ａ）
　　無筋Ｃｔ100

柱型：Ｃ打放し（Ｃ）

壁：Ｃ打放し（Ｃ）

巾木：モルタル塗り（撤去）

鋼製建具（撤去）

柱型：Ｃ打放し（Ｃ）

梁型：Ｃ打放し（Ｃ）

鋼製建具（撤去）

床：Ｃコテ仕上（Ａ）
　　無筋Ｃｔ100

巾木：モルタル塗り（撤去）

鋼製建具（撤去）

柱型：Ｃ打放し（Ｃ） 柱型：Ｃ打放し（Ｃ）

梁型：Ｃ打放し（Ｃ）

壁：Ｃ打放し（Ｂ）（新設）

防水型鋼製建具（新設）鋼製建具（撤去）

床：Ｃコテ仕上
無筋Ｃｔ200

腰：モルタル塗り（撤去）腰：モルタル塗り（撤去）

壁躯体（新設）

床：Ｃ直均し仕上
　　無筋Ｃｔ100

床：Ｃ直均し仕上
　　無筋Ｃｔ100

壁：Ｃ打放し（Ｂ）（新設） 防水型鋼製建具（新設）

床：Ｃコテ仕上
無筋Ｃｔ200

防水型鋼製建具（新設）

床：Ｃ直均し仕上
無筋Ｃｔ200

床：Ｃ直均し仕上
無筋Ｃｔ200

腰：モルタル塗り（新設）
腰：モルタル塗り（新設）

防水型鋼製建具（新設）

１：５０ １：５０
ＮＯ

１階３通りＤ～Ｅ間　増打壁　防水扉新設　　（改修前） １階３通りＤ～Ｅ間　増打壁　防水扉新設　　（改修後）
1-2 1-2

事 業 名

工 事 名

工事場所

名　称

縮 尺

工 種

事業主体 四日市市 図面番号

設 計 者

1/50 設計年月

（株）ＮＪＳ
株式会社NJS名古屋総合事務所一級建築士事務所

一級愛知県知事登録（いー27）第7016号

一級建築士登録　第247519号　管理建築士　秋田豊

令和　年　月

平面詳細図

Ａ-Ａ Ａ-ＡＢ-Ｂ Ｂ-ＢＣ-Ｃ Ｃ-Ｃ

平面詳細図

Ｄ-３３

1階平面・断面・展開詳細図（3）

磯津第１ポンプ場耐震補強工事

令和４年度　公共下水道事業

四日市市大字塩浜地内

SD
2

SD
102

Ｂ Ｂ

Ａ

Ａ

Ｃ

Ａ

Ｂ Ｂ

Ａ

Ｃ Ｃ

配管室除塵機室
除塵機室 除塵機室

配管室除塵機室
配管室除塵機室

除塵機室 配管室 配管室

凡例

特記なき限り

　　　　部分は仕上の撤去範囲を示す。

　　　　表示部はカッターによる切断位置を示す。

　　　　表示部はカッターによる仕上材切断位置を示す。

　　　　部分は躯体の撤去範囲を示す。（鉄筋共撤去）

　　　　部分は躯体の撤去範囲を示す。（鉄筋残し）

（撤去） （新設）

凡例

特記なき限り

　　　　新設壁打継目地：2-02-8（20×15）（PU-2）を示す。

　　　　部分は仕上の新設範囲を示す。

　　　　部分は躯体の新設範囲を示す。

給水管（既設）φ20

給水管（既設）φ20

給水管（既設）
紙スリーブ取付後
打込φ50

給水管（既設）φ20打込

巾木：モルタル塗り（新設）

排水管（既設）φ40 排水管（既設）φ40打込
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（撤去）

（撤去） （撤去）

（撤去）

（撤去） （撤去）

（新設）

（新設） （新設）

（新設）

（新設） （新設）

床：
Ｃコテ仕上（Ａ）
　　無筋Ｃｔ100

巾木：モルタル塗り（撤去）

柱型：Ｃ打放し（Ｃ） 柱型：Ｃ打放し（Ｃ）

梁型：Ｃ打放し（Ｃ）

床：
Ｃコテ仕上（Ａ）

無筋Ｃｔ100

床：
Ｃコテ仕上（Ａ）

無筋Ｃｔ100

巾木：モルタル塗り（撤去）

床：
Ｃコテ仕上（Ａ）
　　無筋Ｃｔ100

巾木：モルタル塗り（撤去）

柱型：Ｃ打放し（Ｃ） 柱型：Ｃ打放し（Ｃ）

梁型：Ｃ打放し（Ｃ）

床：
Ｃコテ仕上（Ａ）

無筋Ｃｔ100

床：
Ｃコテ仕上（Ａ）

無筋Ｃｔ100

巾木：モルタル塗り（撤去）

床：
Ｃ直均し仕上

　　無筋Ｃｔ100

床：
Ｃ直均し仕上

　　無筋Ｃｔ100

柱型：Ｃ打放し（Ｃ）
（既存のまま）

梁型：Ｃ打放し（Ｃ）
（既存のまま「）

柱型：Ｃ打放し（Ｃ）
（既存のまま）

壁：Ｃ打放し（Ｂ）（新設）

床：
Ｃ直均し仕上

　　無筋Ｃｔ100

巾木：モルタル塗り（新設）

壁躯体ｔ500（新設）

壁躯体ｔ500（新設）

壁躯体ｔ500（新設）

床：
Ｃ直均し仕上

　　無筋Ｃｔ100

床：
Ｃ直均し仕上

　　無筋Ｃｔ100

柱型：Ｃ打放し（Ｃ）
（既存のまま）

柱型：Ｃ打放し（Ｃ）
（既存のまま）

床：
Ｃ直均し仕上

　　無筋Ｃｔ100

巾木：モルタル塗り（新設）

壁躯体ｔ500（新設）

壁躯体ｔ500（新設）
壁：Ｃ打放し（Ｂ）（新設）

壁躯体ｔ500（新設）

壁：Ｃ打放し（Ｃ）

壁：Ｃ打放し（Ｃ）

給水管50Ａ
（既設）

給水管50Ａ（既設）給水管50Ａ（既設）

給水管新設後
紙スリーブ取付後
打込φ75

梁型：Ｃ打放し（Ｃ）
（既存のまま「）

給水管新設後
紙スリーブ取付後

打込φ75

給水管新設後
紙スリーブ取付後
打込φ75

　　　　部分は仕上の新設範囲を示す。

１：５０
Ｎ

１：５０

Ｏ Ｎ

１階３通りＤ～Ｅ間　増打壁　　　（改修後）
Ｏ
1-3

１階３通りＣ～Ｄ間　増打壁　　（改修前）
1-3

Ｏ
1-4

１階３通りＢ～Ｃ間　増打壁　　（改修前） 本図はＣ～Ｄ間の場合を示す。
Ｂ～Ｃ間の場合は ｢ Ｃ通」→「Ｂ通」、「Ｄ通」→「Ｃ通」に読替えて準用とする。

1-4
Ｎ

１階３通りＢ～Ｃ間　増打壁　　（改修後） 本図はＣ～Ｄ間の場合を示す。
Ｂ～Ｃ間の場合は ｢ Ｃ通」→「Ｂ通」、「Ｄ通」→「Ｃ通」に読替えて準用とする。

1-5 1-5
１階３通りＡ～Ｂ間　増打壁　　（改修前） １階３通りＡ～Ｂ間　増打壁　　（改修後）１：５０ １：５０

事 業 名

工 事 名

工事場所

名　称

縮 尺

工 種

事業主体 四日市市 図面番号

設 計 者

1/50 設計年月

（株）ＮＪＳ
株式会社NJS名古屋総合事務所一級建築士事務所

一級愛知県知事登録（いー27）第7016号

一級建築士登録　第247519号　管理建築士　秋田豊

Ａ-Ａ Ｂ-Ｂ平面詳細図

Ａ-Ａ Ｂ-Ｂ平面詳細図

Ａ-Ａ Ｂ-Ｂ平面詳細図

Ａ-Ａ平面詳細図

Ｂ-Ｂ

令和　年　月

Ｄ-３４

1階平面・断面・展開詳細図（4）

磯津第１ポンプ場耐震補強工事

令和４年度　公共下水道事業

四日市市大字塩浜地内

Ａ

Ａ

Ｂ Ｂ

Ａ

Ａ

Ｂ Ｂ

Ａ

Ａ

Ｂ Ｂ

Ａ

Ａ

Ｂ Ｂ

除塵機室

配管室
除塵機室

除塵機室

配管室

電動機室

除塵機室 配管室

電動機室

除塵機室

配管室
除塵機室

除塵機室

配管室

電動機室

除塵機室

配管室
除塵機室

除塵機室

配管室

電動機室

除塵機室除塵機室 配管室

凡例

特記なき限り

　　　　部分は仕上の撤去範囲を示す。

凡例

特記なき限り

　　　　表示部はカッターによる切断位置を示す。

　　　　表示部はカッターによる仕上材切断位置を示す。

　　　　部分は躯体の撤去範囲を示す。（鉄筋共撤去）

　　　　部分は躯体の撤去範囲を示す。（鉄筋残し） 　　　　部分は躯体の新設範囲を示す。

　　　　新設壁打継目地：2-02-8（20×15）（PU-2）を示す。
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（撤去）
（新設）

（新設）

（撤去）

壁：Ｃ打放し（Ｃ）

巾木：モルタル塗り（撤去）

腰壁：モルタル塗り（撤去）

梁型：Ｃ打放し（Ｃ）

柱型：Ｃ打放し（Ｃ）

腰壁：モルタル塗り（撤去）

巾木：モルタル塗り（撤去）

床：Ｃコテ仕上（Ａ）
　　無筋Ｃｔ200

梁型：Ｃ打放し（Ｃ）

柱型：Ｃ打放し（Ｃ）
壁：Ｃ打放し（Ｂ）

壁躯体（新設）

壁躯体（新設）

腰壁：モルタル塗り（新設）

巾木：モルタル塗り（新設）

床：
Ｃ直均し仕上
無筋Ｃｔ200

床：
Ｃ直均し仕上
無筋Ｃｔ200

開口

壁躯体（新設）

開口

床：
Ｃコテ仕上（Ａ）
　　無筋Ｃｔ200

　　　　部分は仕上の新設範囲を示す。

１：５０
Ｎ

１：５０
Ｏ
1-6 1-6

１階Ｅ通り３～４間　増打壁　　（改修前） １階Ｅ通り３～４間　増打壁　　（改修後）

事 業 名

工 事 名

工事場所

名　称

縮 尺

工 種

事業主体 四日市市 図面番号

設 計 者

1/50 設計年月

（株）ＮＪＳ
株式会社NJS名古屋総合事務所一級建築士事務所

一級愛知県知事登録（いー27）第7016号

一級建築士登録　第247519号　管理建築士　秋田豊

令和　年　月

平面詳細図 平面詳細図

Ａ-Ａ Ｂ-Ｂ Ａ-Ａ Ｂ-Ｂ

Ｄ-３５

1階平面・断面・展開詳細図（5）

磯津第１ポンプ場耐震補強工事

令和４年度　公共下水道事業

四日市市大字塩浜地内

Ｂ

Ａ Ａ
Ｂ

Ａ Ａ
Ｂ

Ｂ

宿直室

配管室

宿直室廊下

配管室

配管室 配管室

廊下

倉庫 倉庫

凡例

特記なき限り

　　　　部分は仕上の撤去範囲を示す。

凡例

特記なき限り

　　　　表示部はカッターによる切断位置を示す。

　　　　部分は躯体の撤去範囲を示す。（鉄筋共撤去）

　　　　部分は躯体の撤去範囲を示す。（鉄筋残し） 　　　　部分は躯体の新設範囲を示す。

　　　　新設壁打継目地：2-02-8（20×15）（PU-2）を示す。

　　　　表示部はカッターによる仕上材切断位置を示す。
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開口開口開口開口

開口開口 開口
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壁：外装薄塗材（Ｅ）
Ｃ打放（Ｂ）

壁：外装薄塗材（Ｅ）（撤去）

壁：複層塗材（ＲＥ）
モルタル塗り

壁：複層塗材（ＲＥ）
モルタル塗り

簡易気密型鋼製建具枠（新設）：
４-４４-２準用

鋼製建具
（撤去）

鋼製建具
（撤去）

簡易気密型鋼製建具枠（新設）：
４-４４-２準用

壁躯体（撤去）

鋼製建具
（撤去）

壁躯体（撤去）
（鉄筋残し）

壁躯体（撤去）
（鉄筋残し）

壁躯体（撤去）
（鉄筋共）

床：モルタル塗り
（撤去） 壁躯体（撤去）

（鉄筋残し）

壁躯体（撤去）
（鉄筋共）

壁躯体（撤去）
（鉄筋残し）

壁躯体（撤去）
（鉄筋共）

壁躯体（撤去）
（鉄筋共）

壁躯体（撤去）
（鉄筋残し）

壁：外装薄塗材（Ｅ）
Ｃ打放（Ｃ）

腰壁：モルタル塗り（撤去）

巾木：モルタル塗り（撤去）

外壁：複層塗材（ＲＥ）
Ｃ打放し（Ｂ）増打ｔ20

目地：シーリング（撤去）
（20×15）

床：モルタル塗り
（撤去）

床：モルタル塗り
（新設）

壁躯体（新設）

壁躯体（新設）

壁：外装薄塗材（Ｅ）
Ｃ打放（Ｂ）

壁躯体（新設）

腰壁：モルタル塗り（新設）

巾木：モルタル塗り（新設）

壁躯体（新設）

床：モルタル塗り
（新設）

腰壁：モルタル塗り
（新設）

巾木：モルタル塗り（新設）

外壁：複層塗材（ＲＥ）
Ｃ打放し（Ｂ）増打ｔ20

壁躯体（新設）

新設壁四周打継目地：
2-02-8（20×15）

（PU-2）

巾木：ステンレス製
（撤去）

壁躯体（撤去） 鋼製建具（撤去）

壁：複層塗材（ＲＥ）
モルタル塗り

壁躯体（撤去）

腰壁：モルタル塗り（撤去）
巾木：モルタル塗り（撤去）

壁躯体（撤去）

柱型巾木：モルタル塗り
（撤去）

柱型腰壁：モルタル塗り
（撤去）

柱型：外装薄塗材（Ｅ）

壁躯体（新設）

床：モルタル塗り
（新設） 壁躯体（新設）

壁：複層塗材（ＲＥ）
モルタル塗り

壁躯体（新設） 壁躯体（新設）

柱型腰壁：モルタル塗り
（新設）

柱型巾木：モルタル塗り
（新設）

柱型：外装薄塗材（Ｅ）
（新設）

床：モルタル塗り
（撤去）

巾木：ステンレス製（撤去） 巾木：磁器質タイル　Ｈ100（新設）
２-０１-２

巾木：磁器質タイル　Ｈ100（新設）
２-０１-２

床：磁器質タイル
100角

（撤去）

壁躯体（撤去）

床：
磁器質タイル

100角
（新設）

　　　　部分は仕上の新設範囲を示す。

１：５０
Ｎ

１：５０

Ｏ Ｎ
１：５０ １：５０

１階３通りＥ～Ｆ間　開口閉塞　　（改修前） １階３通りＥ～Ｆ間　開口閉塞　　（改修後）
Ｏ

１階倉庫Ｅ～Ｆ間　開口部新設（改修前） １階倉庫Ｅ～Ｆ間　開口部新設（改修後）

1-7 1-7

1-8 1-8

事 業 名

工 事 名

工事場所

名　称

縮 尺

工 種

事業主体 四日市市 図面番号

設 計 者

1/50 設計年月

（株）ＮＪＳ
株式会社NJS名古屋総合事務所一級建築士事務所

一級愛知県知事登録（いー27）第7016号

一級建築士登録　第247519号　管理建築士　秋田豊

令和　年　月

Ａ-Ａ Ｂ-ＢＢ-Ｂ

平面詳細図

Ａ-Ａ Ｃ-ＣＢ-Ｂ

平面詳細図

Ａ-Ａ Ｂ-Ｂ

平面詳細図

Ａ-Ａ

平面詳細図

Ｄ-３６

1階平面・断面・展開詳細図（6）

磯津第１ポンプ場耐震補強工事

Ｃ-Ｃ

Ｘ部　１：１０

令和４年度　公共下水道事業

四日市市大字塩浜地内

Ｃ-Ｃ Ｃ-Ｃ

SD
1

SD
101

Ａ Ｂ

Ａ

Ｃ

Ｂ

Ｃ

Ａ Ｂ

Ａ Ｂ

Ｃ Ｃ
倉庫

玄関

倉庫

玄関

倉庫

倉庫 倉庫
倉庫

倉庫 倉庫

倉庫

玄関

玄関
倉庫

玄関

倉庫

倉庫

玄関

凡例

特記なき限り

　　　　部分は仕上の撤去範囲を示す。

凡例

特記なき限り

　　　　部分は躯体の撤去範囲を示す。（鉄筋共撤去）

　　　　部分は躯体の撤去範囲を示す。（鉄筋残し） 　　　　部分は躯体の新設範囲を示す。

　　　　新設壁打継目地：2-02-8（20×15）（PU-2）を示す。

　　　　表示部はカッターによる切断位置を示す。

（新設）

　　　　表示部はカッターによる仕上材切断位置を示す。

（撤去） （撤去）

（新設）

（新設）

（撤去） （撤去）

（新設）

（撤去） （新設）

沓摺：Ｘ部参照

沓摺：
４-４４-２準用

梁下：
外装薄塗材(Ｅ）
（撤去）

梁下：
外装薄塗材(Ｅ）
（新設）
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壁：Ｃ打放し（Ｂ）（新設）

柱型：Ｃ打放し（Ｃ）
（既存のまま）

梁型：Ｃ打放し（Ｃ）
（既存のまま）

梁型：Ｃ打放し（Ｃ）
（既存のまま）

壁：Ｃ打放し（Ｃ）

梁型：Ｃ打放し（Ｃ）

梁型：Ｃ打放し（Ｃ）

柱型：Ｃ打放し（Ｃ） 柱型：Ｃ打放し（Ｃ）

壁：Ｃ打放し（Ｃ）

柱型：Ｃ打放し（Ｃ） 柱型：Ｃ打放し（Ｃ）

梁型：Ｃ打放し（Ｃ）

梁型：Ｃ打放し（Ｃ）

壁躯体（新設）

壁躯体（新設）

梁型：Ｃ打放し（Ｃ）（既存のまま）

壁躯体（新設）

壁躯体（新設）

壁：Ｃ打放し（Ｂ）（新設）

梁型：Ｃ打放し（Ｃ）
（既存のまま）

柱型：Ｃ打放し（Ｃ）
（既存のまま）

柱型：Ｃ打放し（Ｃ）
（既存のまま）

柱型：Ｃ打放し（Ｃ）
（既存のまま）

壁躯体（新設）

壁躯体（新設）

　　　　部分は仕上の新設範囲を示す。

１：５０
Ｎ

１：５０

Ｏ Ｎ
１：５０ １：５０

2-1
２階３通りＤ～Ｅ間　増打壁　　（改修前） ２階３通りＤ～Ｅ間　増打壁　　（改修後）

2-2
２階３通りＣ～Ｄ間　増打壁　（改修前）

2-2
２階３通りＣ～Ｄ間　増打壁　（改修後）

Ｏ
2-1

Ｏ Ｏ
2-3 2-4 本図はＣ～Ｄ間の場合を示す。

Ｂ～Ｃ間の場合は ｢ Ｃ通」→「Ｂ通」、「Ｄ通」→「Ｃ通」
Ａ～Ｂ間の場合は ｢ Ｃ通」→「Ａ通」、「Ｄ通」→「Ｂ通」に読替えて準用とする。

2-3 2-4 本図はＣ～Ｄ間の場合を示す。
Ｂ～Ｃ間の場合は ｢ Ｃ通」→「Ｂ通」、「Ｄ通」→「Ｃ通」
Ａ～Ｂ間の場合は ｢ Ｃ通」→「Ａ通」、「Ｄ通」→「Ｂ通」に読替えて準用とする。

Ｎ Ｎ

事 業 名

工 事 名

工事場所

名　称

縮 尺

工 種

事業主体 四日市市 図面番号

設 計 者

1/50 設計年月

（株）ＮＪＳ
株式会社NJS名古屋総合事務所一級建築士事務所

一級愛知県知事登録（いー27）第7016号

一級建築士登録　第247519号　管理建築士　秋田豊

令和　年　月

平面詳細図

Ａ-Ａ Ｂ-Ｂ

2階平面・断面・展開詳細図（1）

Ａ-Ａ Ｂ-Ｂ

平面詳細図

Ａ-Ａ Ｂ-Ｂ平面詳細図 Ａ-Ａ Ｂ-Ｂ平面詳細図

Ｄ-３７

磯津第１ポンプ場耐震補強工事

令和４年度　公共下水道事業

四日市市大字塩浜地内

Ａ

Ａ

ＢＢ

Ａ

Ａ

ＢＢ

Ａ

Ａ

ＢＢ

Ａ

Ａ

ＢＢ

電動機室 電動機室

除塵機室
吹抜

階段

階段

廊下

廊下
除塵機室

吹抜
除塵機室

吹抜
階段

階段

廊下
除塵機室

吹抜

除塵機室
吹抜

除塵機室
吹抜

電気室監視室廊下

除塵機室
吹抜

除塵機室
吹抜

電気室監視室廊下

除塵機室
吹抜

廊下
除塵機室

吹抜

電動機室 電動機室

除塵機室
吹抜

電動機室
除塵機室

吹抜
電動機室

凡例

特記なき限り

　　　　部分は仕上の撤去範囲を示す。

凡例

特記なき限り

　　　　部分は躯体の撤去範囲を示す。（鉄筋共撤去）

　　　　部分は躯体の撤去範囲を示す。（鉄筋残し） 　　　　部分は躯体の新設範囲を示す。

　　　　新設壁打継目地：2-02-8（20×15）（PU-2）を示す。

　　　　表示部はカッターによる切断位置を示す。

　　　　表示部はカッターによる仕上材切断位置を示す。
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TP + 6.400
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TP + 9.700



（撤去）

（新設）

（新設）

（新設）

（新設）
（新設）

（撤去）

（撤去）

（撤去）

（撤去）

（撤去）

（撤去）

（新設）

（新設）

（新設）

（撤去）

床：床用塗料
Ｃコテ仕上

無筋Ｃｔ300

柱型：
軽量骨材吹付（撤去）

梁下端：
軽量骨材吹付（撤去）

腰壁：
モルタル塗り（撤去）

床：床用塗料
Ｃコテ仕上
無筋Ｃｔ300

巾木：
モルタル塗り
（撤去）

壁：軽量骨材吹付
剛体多孔質吸音板

床：床用塗料
Ｃ直均し仕上
無筋Ｃｔ300

壁躯体（新設）

壁躯体（新設）

腰壁：モルタル塗り（新設）

巾木：モルタル塗り（新設）

壁：軽量骨材吹付
剛体多孔質吸音板

梁下端：
軽量骨材吹付（新設）

腰壁：
モルタル塗り（新設）

床：床用塗料
Ｃ直均し仕上
無筋Ｃｔ300

巾木：
モルタル塗り（新設）

壁躯体（新設）

梁下端：
軽量骨材吹付（新設）

柱型：
軽量骨材吹付（新設）

柱型：軽量骨材吹付
（既存のまま）

柱型腰：モルタル塗り
（既存のまま） 腰壁：

モルタル塗り（新設）

床：床用塗料
Ｃ直均し仕上
無筋Ｃｔ300

巾木：
モルタル塗り
（新設）

壁：軽量骨材吹付
剛体多孔質吸音板

腰壁：モルタル塗り（撤去）

巾木：モルタル塗り（撤去）

柱型：軽量骨材吹付

柱型腰：モルタル塗り

巾木：
モルタル塗り（撤去）

床：床用塗料
Ｃコテ仕上

無筋Ｃｔ300

腰壁：
モルタル塗り（撤去）

梁下端：
軽量骨材吹付（撤去）

壁：軽量骨材吹付
剛体多孔質吸音板

腰壁：モルタル塗り（撤去）

巾木：モルタル塗り（撤去）

床：床用塗料
Ｃコテ仕上
無筋Ｃｔ300

柱型：軽量骨材吹付

柱型腰：モルタル塗り

柱型：軽量骨材吹付

柱型腰：モルタル塗り

床：床用塗料
Ｃコテ仕上

無筋Ｃｔ300

腰壁：
モルタル塗り（撤去）

梁下端：
軽量骨材吹付（撤去）

床：床用塗料
Ｃ直均し仕上
無筋Ｃｔ300

壁躯体（新設）

柱型：軽量骨材吹付
（既存のまま）

柱型腰：モルタル塗り
（既存のまま）

壁：軽量骨材吹付
剛体多孔質吸音板

壁躯体（新設）

柱型：軽量骨材吹付
（既存のまま）

柱型腰：モルタル塗り
（既存のまま）

腰壁：モルタル塗り（新設）

巾木：モルタル塗り（新設）

床：床用塗料
Ｃ直均し仕上
無筋Ｃｔ300

腰壁：
モルタル塗り（新設）

梁下端：
軽量骨材吹付（新設）

巾木：
モルタル塗り（新設）

巾木：
モルタル塗り（撤去）

壁躯体（新設）

壁：軽量骨材吹付
剛体多孔質吸音板

柱型：軽量骨材吹付（撤去） 壁：軽量骨材吹付（新設）

　　　　部分は仕上の新設範囲を示す。

１：５０
Ｎ

１：５０

Ｏ Ｎ
１：５０ １：５０

Ｏ
2-5

２階Ａ通り３～４間　増打壁　　（改修前）
2-5

２階Ａ通り３～４間　増打壁　　（改修後）

2-6
２階Ａ通り４～５間　増打壁　　（改修前）

2-6
２階Ａ通り４～５間　増打壁　　（改修後）

事 業 名

工 事 名

工事場所

名　称

縮 尺

工 種

事業主体 四日市市 図面番号

設 計 者

1/50 設計年月

（株）ＮＪＳ
株式会社NJS名古屋総合事務所一級建築士事務所

一級愛知県知事登録（いー27）第7016号

一級建築士登録　第247519号　管理建築士　秋田豊

令和　年　月

2階平面・断面・展開詳細図（2）

Ｃ-Ｃ

平面詳細図

Ａ-Ａ

Ｂ-Ｂ Ｃ-Ｃ

平面詳細図

Ａ-Ａ

Ｂ-Ｂ

平面詳細図

Ａ-Ａ

Ｂ-Ｂ
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磯津第１ポンプ場耐震補強工事

令和４年度　公共下水道事業

四日市市大字塩浜地内
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凡例

特記なき限り

　　　　部分は仕上の撤去範囲を示す。

凡例

特記なき限り

　　　　部分は躯体の撤去範囲を示す。（鉄筋共撤去）

　　　　部分は躯体の撤去範囲を示す。（鉄筋残し） 　　　　部分は躯体の新設範囲を示す。

　　　　新設壁打継目地：2-02-8（20×15）（PU-2）を示す。

　　　　表示部はカッターによる切断位置を示す。

　　　　表示部はカッターによる仕上材切断位置を示す。
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（新設）

（新設）

（新設）

（新設）

（新設）

（新設）
（新設）

（新設）

（撤去）

（撤去）

（撤去）

（撤去）

（撤去） （新設）

（新設）

（新設） （新設）（撤去）

（撤去）

（撤去）

（撤去）

（撤去）

（撤去）

（撤去）

（新設）

（新設）

（新設）

（新設）

（新設）

（新設）

（新設）

（撤去）

（撤去）

（撤去）

壁躯体（新設）

壁躯体（新設）

壁：ＥＰ-Ｇ
Ｃ打放し（Ｂ）

巾木：ビニル巾木（新設）

建具廻り：ＥＰ-Ｇ
モルタル塗り

柱型：ＥＰ-Ｇ
モルタル塗り

巾木：ビニル巾木（新設）

壁躯体（新設）

壁：ＥＰ-Ｇ
Ｃ打放し（Ｂ）

天井：ＧＢ-ＮＣｔ9.5
Ｓ下地

建具廻り：ＥＰ-Ｇ
モルタル塗り

建具廻り：ＥＰ-Ｇ
モルタル塗り

床：
ビニル床シート（撤去）

上部天井撤去範囲

天井：ＧＢ（Ｔ）
Ｓ下地

柱型：ＥＰ
モルタル塗り

巾木：ビニル巾木（撤去）
建具廻りモルタル塗り
（撤去）

壁：ＥＰ
モルタル塗り

巾木：ビニル巾木（撤去）

鋼製シャッター（撤去）

壁躯体（撤去）
（鉄筋共）

壁躯体（撤去）
（鉄筋共）

鋼製シャッター開閉器（撤去）
鋼製シャッター（撤去）

床：
モルタルコテ仕上（撤去）

床：モルタルコテ仕上
無筋Ｃｔ270

壁躯体（撤去）
（鉄筋共）

壁躯体（撤去）
（鉄筋共）

壁躯体（撤去）
（鉄筋共）

壁躯体（撤去）
（鉄筋共）

壁躯体（撤去）
（鉄筋共）

壁：軽量骨材吹付
剛体多孔質吸音板

壁：軽量骨材吹付
剛体多孔質吸音板

鋼製シャッター（撤去） 壁躯体（撤去）
（鉄筋共）

壁躯体（撤去）
（鉄筋共）

壁：ＥＰ
モルタル塗り

壁躯体（新設）

鋼製建具（新設）

壁：軽量骨材吹付
剛体多孔質吸音板

壁躯体（新設）壁躯体（新設）

鋼製建具
（新設）

鋼製建具
（新設）

壁躯体（新設）

壁：ＥＰ-Ｇ
Ｃ打放し（Ｂ）

壁躯体（新設）

壁躯体（撤去）
（鉄筋共）

壁躯体
（新設）

壁躯体
（新設）

天井：ケイカル板
Ｓ下地

床：
ビニル床シート（新設）

上部天井新設範囲

壁：ＥＰ-Ｇ
Ｃ打放し（Ｂ）

アルミ製建具（撤去）

床：
モルタルコテ仕上

（撤去）

巾木：
モルタル塗り（撤去）

腰壁躯体（撤去）
（鉄筋共）

床：
モルタルコテ仕上

（撤去）

床：モルタルコテ仕上
無筋Ｃｔ270

壁天端：ＥＰ-Ｇ
Ｃ直均し仕上

壁躯体（新設）

天井：ＤＲｔ12
Ｓ下地

巾木：ビニル巾木
（新設）

天井：ＤＲｔ12
Ｓ下地

壁：ＥＰ-Ｇ
モルタル塗り

巾木：ビニル巾木（新設）

床：床用塗料
モルタル塗り

床：床用塗料
モルタル塗り

壁：ＥＰ
モルタル塗り

壁：ＥＰ
モルタル塗り

壁躯体（撤去）
（鉄筋共）

壁：軽量骨材吹付
剛体多孔質吸音板

床：床用塗料
モルタル塗り
無筋Ｃｔ270

床：床用塗料（新設）
（既存Ｍコテ仕上下地）

床：床用塗料
モルタル塗り

床：床用塗料
モルタル塗り
無筋Ｃｔ270

　　　　部分は仕上の新設範囲を示す。
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Ｏ Ｎ
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Ｏ
3-1

３階３通りＤ～Ｅ間　増打壁　　（改修前）
3-1

３階３通りＤ～Ｅ間　増打壁　　（改修後）

3-2 3-2
３階３通りＣ～Ｄ間　増打壁、開口閉塞　（改修前） ３階３通りＣ～Ｄ間　増打壁、開口閉塞　（改修後）

事 業 名

工 事 名

工事場所

名　称

縮 尺

工 種

事業主体 四日市市 図面番号

設 計 者

1/50 設計年月

（株）ＮＪＳ
株式会社NJS名古屋総合事務所一級建築士事務所

一級愛知県知事登録（いー27）第7016号

一級建築士登録　第247519号　管理建築士　秋田豊

令和　年　月

Ｂ-Ｂ平面詳細図 Ａ-ＡＢ-Ｂ平面詳細図 Ａ-Ａ

平面詳細図

Ｂ-Ｂ

Ａ-Ａ

Ｃ-Ｃ

平面詳細図

Ｂ-Ｂ

Ａ-Ａ

Ｃ-Ｃ

3階平面・断面・展開詳細図（1）

Ｄ-３９

磯津第１ポンプ場耐震補強工事

令和４年度　公共下水道事業

四日市市大字塩浜地内

SS
1

AW
3

SW
101

Ａ

Ａ

ＢＢ

Ａ

Ａ

ＢＢ

Ａ Ｂ

Ａ Ｂ

Ｃ Ｃ

Ａ Ｂ

Ａ Ｂ

Ｃ Ｃ

監視室

廊下
廊下

換気機械室

廊下

電動機室

階段

監視室

電動機室

階段

監視室

廊下
廊下 電動機室

換気機械室

監視室階段

廊下

電動機室

階段

階段

換気機械室

監視室

電動機室
吹抜

監視室

電動機室
吹抜

電動機室
吹抜

換気機械室
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電動機室
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電動機室
吹抜

監視室

監視室

監視室

凡例

特記なき限り

　　　　部分は仕上の撤去範囲を示す。

凡例

特記なき限り

　　　　部分は躯体の撤去範囲を示す。（鉄筋共撤去）

　　　　部分は躯体の撤去範囲を示す。（鉄筋残し） 　　　　部分は躯体の新設範囲を示す。

　　　　新設壁打継目地：2-02-8（20×15）（PU-2）を示す。

　　　　表示部はカッターによる切断位置を示す。

　　　　表示部はカッターによる仕上材切断位置を示す。
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（撤去） （新設）

（新設）

（新設）

（新設）（撤去）

（撤去）

（撤去）

（撤去）

（撤去）

（撤去）

（撤去） （新設）

（新設）

（新設）

（新設）

（新設）

（撤去） （新設）

（撤去） （新設）

壁躯体（新設）

既設電気盤
（既存のまま）

増打壁箱抜き範囲

壁：ＥＰ-Ｇ
Ｃ打放し（Ｂ）

巾木：ビニル巾木（新設）
巾木：ビニル巾木（新設）

壁躯体（新設）

増打壁箱抜き範囲

巾木：ビニル巾木（撤去）

壁：ＥＰ
モルタル塗り

既設電気盤
（既存のまま）

壁：ＥＰ
モルタル塗り

巾木：ビニル巾木（撤去）

巾木：ビニル巾木（撤去）

壁：ＥＰ
モルタル塗り

壁躯体（新設）
壁：ＥＰ-Ｇ
Ｃ打放し（Ｂ）

上部天井撤去範囲

上部天井撤去範囲

建具廻り：ＥＰ-Ｇ
モルタル塗り

巾木：ビニル巾木（新設）

壁躯体（新設）

鋼製建具
（既存のまま）

鋼製建具
（既存のまま）

天井：ＧＢ（Ｔ）
Ｓ下地 壁躯体（新設）

天井：ＧＢ-ＮＣｔ9.5
Ｓ下地

天井：ＧＢ（Ｔ）
Ｓ下地

天井：ＧＢ-ＮＣｔ9.5
Ｓ下地壁躯体（新設）

上部天井新設範囲

上部天井新設範囲

床：床用塗料
モルタル塗り
無筋Ｃｔ270

床：床用塗料
モルタル塗り
無筋Ｃｔ270

床：床用塗料
モルタル塗り
無筋Ｃｔ270

床：床用塗料
モルタル塗り
無筋Ｃｔ270

床：床用塗料
モルタル塗り
無筋Ｃｔ270

床：床用塗料
モルタル塗り
無筋Ｃｔ270

巾木：ビニル巾木（撤去） 巾木：ビニル巾木（新設）

壁：ＥＰ-Ｇ
モルタル塗り

柱型：ＥＰ
モルタル塗り

柱型：ＥＰ-Ｇ
モルタル塗り

床：床用塗料
モルタル塗り
無筋Ｃｔ270

床：床用塗料
モルタル塗り
無筋Ｃｔ270

　　　　部分は仕上の新設範囲を示す。

１：５０
Ｎ

１：５０

Ｏ Ｎ
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Ｏ
3-3

３階３通りＢ～Ｃ間　増打壁　　（改修前）
3-3

３階３通りＢ～Ｃ間　増打壁　　（改修後）

3-4
３階３通りＡ～Ｂ間　増打壁　（改修前）

3-4
３階３通りＡ～Ｂ間　増打壁　（改修後）

株式会社NJS名古屋総合事務所一級建築士事務所

一級愛知県知事登録（いー27）第7016号

一級建築士登録　第247519号　管理建築士　秋田豊

平面詳細図 Ｂ-Ｂ平面詳細図 Ａ-ＡＢ-ＢＡ-Ａ

平面詳細図 Ｂ-ＢＡ-Ａ 平面詳細図 Ｂ-ＢＡ-Ａ

事 業 名

工 事 名

工事場所

名　称

縮 尺

工 種

事業主体 四日市市 図面番号

設 計 者

1/50 設計年月

（株）ＮＪＳ

令和　年　月

3階平面・断面・展開詳細図（2）

Ｄ-４０

磯津第１ポンプ場耐震補強工事

令和４年度　公共下水道事業

四日市市大字塩浜地内
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Ａ

Ａ

ＢＢ

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ

Ｂ Ｂ

Ａ

Ａ

Ｂ Ｂ

電気室

換気機械室

電気室 電動機室
吹抜

電気室

電動機室
吹抜

換気機械室

電気室
電気室 電動機室

吹抜
電気室 電動機室

吹抜

電気室 電動機室
吹抜

電気室

換気機械室

電気室 電動機室
吹抜

電気室 電動機室
吹抜

電気室

換気機械室

電動機室
吹抜

電気室

　　　　新設壁打継目地：2-02-8（20×15）（PU-2）を示す。

　　　　表示部はカッターによる切断位置を示す。

　　　　表示部はカッターによる仕上材切断位置を示す。

凡例

特記なき限り

　　　　部分は仕上の撤去範囲を示す。

凡例

特記なき限り

　　　　部分は躯体の撤去範囲を示す。（鉄筋共撤去）

　　　　部分は躯体の撤去範囲を示す。（鉄筋残し） 　　　　部分は躯体の新設範囲を示す。
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（撤去） （撤去）

（撤去）

（撤去） （撤去）

（新設）

（新設）

（撤去）

壁躯体（撤去）
（鉄筋共撤去）

壁躯体（撤去）
（鉄筋共撤去）

壁躯体（撤去）
（鉄筋共撤去）

梁天端：複層塗材（ＲＥ）
（撤去）

シーリング（20×15）（撤去）

シーリング（20×15）（撤去）

シーリング（20×15）（撤去）

壁：複層塗材（ＲＥ）
（新設）

壁：複層塗材（ＲＥ）
（新設）

新設壁打継目地
シーリング（20×15）（新設）

壁躯体（撤去）
（鉄筋共撤去）

壁：複層塗材（ＲＥ）
（撤去）

壁：複層塗材（ＲＥ）
Ｃ打放し（Ｂ）増打ｔ20

壁躯体（撤去）
（鉄筋共撤去） 壁躯体（撤去）

（鉄筋共撤去）

壁：複層塗材（ＲＥ）
Ｃ打放し（Ｂ）増打ｔ20

シーリング（20×15）（撤去）

シーリング（20×15）
（撤去）

壁躯体（撤去）
（鉄筋共撤去）

壁躯体（撤去）
（鉄筋共撤去）

シーリング（20×15）（撤去）

シーリング（20×15）（撤去）

壁：複層塗材（ＲＥ）
Ｃ打放し（Ｂ）増打ｔ20 壁：複層塗材（ＲＥ）

Ｃ打放し（Ｂ）増打ｔ20

壁：複層塗材（ＲＥ）
（撤去）

壁躯体（撤去）
（鉄筋共撤去） 壁躯体（撤去）

（鉄筋共撤去）

壁：複層塗材（ＲＥ）
Ｃ打放し（Ｂ）増打ｔ20

シーリング（20×15）（撤去）

シーリング（20×15）
（撤去）

シーリング（20×15）
（撤去）

壁躯体（新設）

新設壁打継目地
シーリング（20×15）（新設）

壁：複層塗材（ＲＥ）
Ｃ打放し（Ｂ）増打ｔ20

壁躯体（新設）

壁：複層塗材（ＲＥ）
Ｃ打放し（Ｂ）増打ｔ20

壁躯体（新設）

壁躯体（新設）

シーリング（20×15）（新設）

壁：複層塗材（ＲＥ）
（新設）

壁躯体（新設）

梁天端：複層塗材（ＲＥ）
（新設）

新設壁打継目地
シーリング（20×15）（新設）

壁躯体（新設）

シーリング（20×15）（新設）

壁躯体（新設）

梁天端：複層塗材（ＲＥ）
（新設）

新設壁打継目地
シーリング（20×15）（新設）

壁：複層塗材（ＲＥ）
（新設）

壁：複層塗材（ＲＥ）
（新設）

既設壁下端：
複層塗材（ＲＥ）（新設）

（天井伏図参照）

既設壁下端：
複層塗材（ＲＥ）（新設）
（天井伏図参照）新設壁打継目地

シーリング（20×15）（新設）

既設壁下端：
複層塗材（ＲＥ）（新設）

（天井伏図参照）

壁：複層塗材（ＲＥ）
（新設）

壁天端：複層塗材（ＲＥ）
（新設）

シーリング（20×15）（撤去）

梁天端：複層塗材（ＲＥ）
（新設）

伸縮目地
シーリング（20×15）（新設)

伸縮目地
シーリング（20×15）（新設)

伸縮目地
シーリング（20×15）（新設)

梁天端：複層塗材（ＲＥ）
（撤去）

梁天端：複層塗材（ＲＥ）
（撤去）

壁：複層塗材（ＲＥ）
（撤去）

壁：複層塗材（ＲＥ）
Ｃ打放し（Ｂ）増打ｔ20

既設壁下端：
複層塗材（ＲＥ）（新設）
（天井伏図参照）

壁躯体（新設）

伸縮目地
シーリング（20×15）（新設)

梁天端：複層塗材（ＲＥ）
（新設）

　　　　部分は仕上の新設範囲を示す。

１：５０
Ｎ

１：５０

Ｏ Ｎ
１：５０

Ｏ
3-5

３階Ａ通り３～４間　増打壁、梁側面増打　（改修前）
3-5

３階Ａ通り３～４間　増打壁、梁側面増打　（改修後）

3-6
３階Ａ通り４～５間　増打壁，梁側面増打　（改修前）

3-6
３階Ａ通り４～５間　増打壁，梁側面増打　（改修後）

事 業 名

工 事 名

工事場所

名　称

縮 尺

工 種

事業主体 四日市市 図面番号

設 計 者

1/50 設計年月

（株）ＮＪＳ
株式会社NJS名古屋総合事務所一級建築士事務所

一級愛知県知事登録（いー27）第7016号

一級建築士登録　第247519号　管理建築士　秋田豊

令和　年　月

3階平面・断面・展開詳細図（3）

平面詳細図平面詳細図

Ａ-Ａ

Ｃ-ＣＢ-Ｂ

Ａ-Ａ

平面詳細図

Ｃ-ＣＢ-Ｂ

Ａ-Ａ

平面詳細図

Ｃ-ＣＢ-Ｂ

Ａ-Ａ

Ｂ-Ｂ Ｃ-Ｃ

Ｄ-４１

磯津第１ポンプ場耐震補強工事

令和４年度　公共下水道事業

四日市市大字塩浜地内

Ｂ Ｃ

Ｂ Ｃ

ＡＡ

Ｂ Ｃ

Ｂ Ｃ

Ｃ

Ｃ

Ｂ

Ｂ

ＡＡ

Ｃ

Ｃ

Ｂ

Ｂ

ＡＡ

ＡＡ

電動機室
吹抜

電動機室
吹抜

電動機室
吹抜

電動機室
吹抜

電動機室
吹抜

電動機室
吹抜

電動機室
吹抜

電動機室
吹抜

電動機室
吹抜

電動機室
吹抜

電動機室
吹抜

電動機室
吹抜

凡例

特記なき限り

　　　　部分は仕上の撤去範囲を示す。

凡例

特記なき限り

　　　　部分は躯体の撤去範囲を示す。（鉄筋共撤去）

　　　　部分は躯体の撤去範囲を示す。（鉄筋残し） 　　　　部分は躯体の新設範囲を示す。

　　　　表示部はカッターによる切断位置を示す。

　　　　表示部はカッターによる仕上材切断位置を示す。

　　　　新設壁打継目地,伸縮目地：2-02-8（20×15）（PU-2）を示す。

タテ、ヨコ共カッター入れ@300

タテ、ヨコ共カッター入れ@300

タテ、ヨコ共
カッター入れ

@300

タテ、ヨコ共
カッター入れ

@300

通気管（既設）32Ａ 通気管（既設）
紙スリーブ取付後
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（撤去）

（撤去）

（撤去）

（撤去）

（撤去）

（新設）

（新設）

（新設）

（新設）

アルミ製建具（撤去）

柱型：ＥＰ
モルタル塗り

壁躯体（撤去）
（鉄筋残し）

壁躯体（撤去）
（鉄筋残し）

天井：ＧＢ（Ｔ）
Ｓ下地

アルミ製ブラインドボックス（撤去）
アルミ製横型ブラインド（撤去）

壁躯体（撤去）
（鉄筋残し）

壁：ＥＰ
モルタル塗り

壁躯体（撤去）
（鉄筋残し）

アルミ製建具（撤去）

アルミ製ブラインドボックス（撤去）
アルミ製横型ブラインド（撤去）

壁躯体（撤去）
（鉄筋残し）

壁：複層塗材（ＲＥ）
Ｃ打放し（Ｂ）増打ｔ20

壁躯体（撤去）
（鉄筋残し）

壁：複層塗材（ＲＥ）
Ｃ打放し（Ｂ）増打ｔ20

シーリング（25×15）
（撤去）

シーリング（25×15）
（撤去）

シーリング（25×15）
（撤去）

シーリング（25×15）
（撤去）

アルミ製建具（撤去）

アルミ製建具（撤去）

壁躯体（撤去）
（鉄筋共撤去）

壁躯体（撤去）
（鉄筋共撤去）

上部天井撤去範囲 上部天井新設範囲

壁躯体（新設）

壁躯体（新設）

新設壁打継目地
シーリング（25×15）
（新設）

新設壁打継目地
シーリング（25×15）
（新設）

壁躯体（新設）

壁：複層塗材（ＲＥ）
Ｃ打放し（Ｂ）増打ｔ20

天井：ＧＢ-ＮＣｔ9.5
Ｓ下地

柱型：ＥＰ-Ｇ
モルタル塗り

壁：ＥＰ-Ｇ
Ｃ打放し（Ｂ）

壁躯体（新設）

　　　　部分は仕上の新設範囲を示す。

Ｏ Ｎ
3-7

３階２通りＡ～Ｂ間　開口閉塞　（改修前） ３階２通りＡ～Ｂ間　開口閉塞　（改修後）１：５０ １：５０
3-7

事 業 名

工 事 名

工事場所

名　称

縮 尺

工 種

事業主体 四日市市 図面番号

設 計 者

1/50 設計年月

（株）ＮＪＳ
株式会社NJS名古屋総合事務所一級建築士事務所

一級愛知県知事登録（いー27）第7016号

一級建築士登録　第247519号　管理建築士　秋田豊

令和　年　月

3階平面・断面・展開詳細図（4）

Ａ-Ａ Ｃ-Ｃ Ａ-Ａ Ｃ-Ｃ

Ｂ-Ｂ Ｂ-Ｂ平面詳細図 平面詳細図

Ｄ-４２

磯津第１ポンプ場耐震補強工事

令和４年度　公共下水道事業

四日市市大字塩浜地内

AW
1

Ｂ

Ａ

Ａ

Ｂ

ＣＣ

Ｂ

Ａ

Ａ

Ｂ

ＣＣ

電気室

ＡＤ 換気機械室

電気室

電気室

ＡＤ 換気機械室

電気室 電気室
電気室

凡例

特記なき限り

　　　　部分は仕上の撤去範囲を示す。

　　　　部分は躯体の撤去範囲を示す。（鉄筋共撤去）

　　　　部分は躯体の撤去範囲を示す。（鉄筋残し）

　　　　表示部はカッターによる仕上材切断位置を示す。

　　　　表示部はカッターによる切断位置を示す。

凡例

特記なき限り　　　　部分は躯体の新設範囲を示す。

　　　　新設壁打継目地、新設壁伸縮目地：2-02-8（20×15）（PU-2）を示す。
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TP +13.900

TP + 9.700

TP +13.900

TP + 9.700

TP +13.900



（撤去） （新設）

壁天端：
軽量骨材吹付（撤去）

壁：軽量骨材吹付
剛体多孔質吸音板

柱型：
軽量骨材吹付

（撤去）

壁天端：
軽量骨材吹付（撤去）

梁下端：
軽量骨材吹付（撤去）

壁：軽量骨材吹付
剛体多孔質吸音板

壁天端：
軽量骨材吹付（新設） 壁躯体（新設）

壁躯体（新設）

梁下端：
軽量骨材吹付（新設）

柱型：
軽量骨材吹付

（新設）

壁天端：
軽量骨材吹付（新設）

壁躯体（新設）

　　　　部分は仕上の新設範囲を示す。

Ｏ Ｎ
１：５０ １：５０

3-8
３階５通りＡ～Ｂ間　増打壁　（改修前）

3-8
３階５通りＡ～Ｂ間　増打壁　（改修後）

事 業 名

工 事 名

工事場所

名　称

縮 尺

工 種

事業主体 四日市市 図面番号

設 計 者

1/50 設計年月

（株）ＮＪＳ
株式会社NJS名古屋総合事務所一級建築士事務所

一級愛知県知事登録（いー27）第7016号

一級建築士登録　第247519号　管理建築士　秋田豊

令和　年　月

平面詳細図 Ａ-Ａ Ｂ-Ｂ 平面詳細図 Ａ-Ａ Ｂ-Ｂ

Ｄ-４３

3階平面・断面・展開詳細図（5）

磯津第１ポンプ場耐震補強工事

令和４年度　公共下水道事業

四日市市大字塩浜地内

ＢＢ

Ａ

Ａ

ＢＢ

Ａ

Ａ

電動機室
吹抜

電動機室
吹抜

電動機室
吹抜

電動機室
吹抜

凡例

特記なき限り

　　　　部分は仕上の撤去範囲を示す。

　　　　部分は躯体の撤去範囲を示す。（鉄筋共撤去）

　　　　部分は躯体の撤去範囲を示す。（鉄筋残し）

　　　　表示部はカッターによる仕上材切断位置を示す。

　　　　表示部はカッターによる切断位置を示す。

凡例

特記なき限り　　　　部分は躯体の新設範囲を示す。

　　　　新設壁打継目地、新設壁伸縮目地：2-02-8（20×15）（PU-2）を示す。
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（撤去） （新設）

壁躯体（撤去）
（鉄筋共撤去）

壁躯体（撤去）
（鉄筋共撤去）

アルミ製建具（撤去）

床：モルタル塗り（撤去）

床：モルタル塗り（撤去）

柱型：モルタル塗り（撤去）

アルミ製建具
（撤去）

巾木：モルタル塗り（撤去）

壁：軽量骨材吹付（撤去）

壁：モルタル塗り（撤去）

アルミ製建具
（撤去）

アルミ製建具
（撤去）

アルミ製建具
（撤去）

アルミ製建具
（撤去）

壁：複層塗材（ＲＥ）
Ｃ打放し（Ｂ）増打ｔ20

壁躯体（撤去）（鉄筋共撤去）

壁躯体（撤去）（鉄筋共撤去）

壁躯体（撤去）（鉄筋共撤去）

壁躯体（撤去）（鉄筋共撤去）

床：モルタル塗り（新設）

壁躯体（新設）

壁躯体（新設）

壁：複層塗材（ＲＥ）
Ｃ打放し（Ｂ）増打ｔ20

壁：複層塗材（ＲＥ）
Ｃ打放し（Ｂ）増打ｔ20

壁躯体（新設）

巾木：モルタル塗り（新設）

柱型：モルタル塗り（新設）

床：モルタル塗り（新設）

柱型：軽量骨材吹付（撤去）

シーリング（20×15）
（撤去）

シーリング（20×15）
（撤去）シーリング（20×15）

（撤去）

新設壁打継目地
シーリング（20×15）
（新設）

新設壁打継目地
シーリング（20×15）

（新設）

伸縮目地
シーリング（20×15）
（新設）

新設壁打継目地
シーリング（20×15）

（新設）

開口550×600（新設）梁下端：軽量骨材吹付（撤去）

開口550×600（新設）

開口550×600（新設）

上部開口550×600（新設）

アルミ製建具
（撤去）

梁下端：軽量骨材吹付（新設）

新設壁打継目地
シーリング（20×15）
（新設）

シーリング（20×15）
（撤去）

巾木：Ｃ打放し（Ｂ）（新設）

壁：グラスウール吸音材ｔ50
（新設）

柱型：軽量骨材吹付（新設）

巾木：モルタル塗り（撤去）

　　　　部分は仕上の新設範囲を示す。

１：５０
Ｏ

４階２通りＢ～Ｃ間　壁撤去新設、増打壁　（改修前）
4-1

４階２通りＢ～Ｃ間　壁撤去新設、増打壁　（改修後）
Ｎ
4-1

事 業 名

工 事 名

工事場所

名　称

縮 尺

工 種

事業主体 四日市市 図面番号

設 計 者

1/50 設計年月

（株）ＮＪＳ
株式会社NJS名古屋総合事務所一級建築士事務所

一級愛知県知事登録（いー27）第7016号

一級建築士登録　第247519号　管理建築士　秋田豊

令和　年　月

4階平面・断面・展開詳細図（1）

Ｂ-Ｂ

Ａ-Ａ Ｃ-Ｃ

平面詳細図

Ｂ-Ｂ

Ａ-Ａ Ｃ-Ｃ

平面詳細図

Ｄ-４４

磯津第１ポンプ場耐震補強工事

令和４年度　公共下水道事業

四日市市大字塩浜地内

AW
1

AW
1

1
AG

Ｃ

Ｂ

Ａ

Ａ

Ｂ

Ｃ Ｃ

Ｂ

Ａ

Ａ

Ｂ

Ｃ

換気機械室

換気機械室

換気機械室

換気機械室

凡例

特記なき限り

　　　　部分は仕上の撤去範囲を示す。

　　　　部分は躯体の撤去範囲を示す。（鉄筋共撤去）

　　　　部分は躯体の撤去範囲を示す。（鉄筋残し）

　　　　表示部はカッターによる仕上材切断位置を示す。

　　　　表示部はカッターによる切断位置を示す。

凡例

特記なき限り　　　　部分は躯体の新設範囲を示す。

　　　　新設壁打継目地、新設壁伸縮目地：2-02-8（20×15）（PU-2）を示す。
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（撤去） （新設）

壁躯体（撤去）
（鉄筋共撤去）

床：モルタル塗り（撤去）

アルミ製建具（撤去）

壁躯体（撤去）（鉄筋共撤去）

巾木：
モルタル塗り（撤去）

アルミ製建具
（撤去）

アルミ製建具
（撤去）

アルミ製建具
（撤去）

アルミ製建具
（撤去）

壁躯体（撤去）（鉄筋共撤去）

壁：軽量骨材吹付（撤去）

壁：複層塗材（ＲＥ）
Ｃ打放し（Ｂ）増打ｔ20

壁躯体（撤去）（鉄筋共撤去）

壁躯体（撤去）
（鉄筋残し）

壁躯体（撤去）（鉄筋共撤去）

巾木：
モルタル塗り（撤去）

床：モルタル塗り（撤去）

アルミ製建具
（撤去） 柱型：軽量骨材吹付（撤去）

柱型：モルタル塗り（撤去）

巾木：モルタル塗り（撤去）

アルミ製建具
（撤去）

壁躯体（新設）

壁躯体（新設）

柱型：軽量骨材吹付（新設）

柱型：モルタル塗り（新設）

巾木：モルタル塗り（新設）

床：モルタル塗り（新設）

壁躯体（新設）

壁：複層塗材（ＲＥ）
Ｃ打放し（Ｂ）増打ｔ20

壁躯体（新設）

床：
モルタル塗り（撤去）

壁躯体（撤去）
（鉄筋共撤去）

壁躯体（撤去）
（鉄筋残し）

壁躯体（新設）

床：
モルタル塗り（新設）

巾木：モルタル塗り（撤去）
巾木：モルタル塗り
（新設）

壁躯体（新設）

腰壁：モルタル塗り（撤去）

壁躯体（撤去）
（鉄筋共撤去）

床：モルタル塗り（撤去）

床：モルタル塗り（新設）

床：モルタル塗り（新設）壁躯体（新設）

シーリング（20×15）
（撤去）

伸縮目地
シーリング（20×15）（新設)

新設壁打継目地
シーリング（20×15）
（新設）

新設壁打継目地
シーリング（20×15）
（新設）

梁下端：軽量骨材吹付（撤去） 梁下端：軽量骨材吹付（新設） 梁下端：Ｃ打放し（Ｃ）

開口550×600（新設）

開口550×600
（新設）

上部開口550×600（新設）

開口550×600（新設）

巾木：
Ｃ打放し（Ｂ）（新設）

壁：
グラスウール吸音材ｔ50

（ガラスクロス押え）
（撤去）

壁：
グラスウール吸音材ｔ50
（ガラスクロス押え）
（撤去）

梁下端：Ｃ打放し（Ｃ）

壁：
グラスウール吸音材ｔ50

（ガラスクロス押え）
（新設）

壁：
グラスウール吸音材ｔ50
（ガラスクロス押え）
（新設）

壁：
グラスウール吸音材ｔ50
（ガラスクロス押え）
（新設）

　　　　部分は仕上の新設範囲を示す。

Ｏ Ｎ
4-2

４階２通りＡ～Ｂ間　壁撤去新設、増打壁　（改修前）
4-2

４階２通りＡ～Ｂ間　壁撤去新設、増打壁　（改修後）１：５０ １：５０

事 業 名

工 事 名

工事場所

名　称

縮 尺

工 種

事業主体 四日市市 図面番号

設 計 者

1/50 設計年月

（株）ＮＪＳ
株式会社NJS名古屋総合事務所一級建築士事務所

一級愛知県知事登録（いー27）第7016号

一級建築士登録　第247519号　管理建築士　秋田豊

令和　年　月

4階平面・断面・展開詳細図（2）

平面詳細図

Ｂ-Ｂ

Ａ-Ａ Ｃ-Ｃ

Ｂ-Ｂ

平面詳細図

Ｃ-ＣＡ-ＡＤ-Ｄ Ｄ-Ｄ

Ｄ-４５

磯津第１ポンプ場耐震補強工事

令和４年度　公共下水道事業

四日市市大字塩浜地内

AW
2

1
AG

AW
2

Ｂ

Ａ

Ａ

Ｂ

ＣＣ

Ｄ
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ＡＤ 換気機械室

換気機械室

換気機械室

ＡＤ

換気機械室

ＡＤ

換気機械室ＡＤ ＡＤ

凡例

特記なき限り　　　　部分は躯体の新設範囲を示す。

凡例

特記なき限り

　　　　部分は仕上の撤去範囲を示す。

　　　　部分は躯体の撤去範囲を示す。（鉄筋共撤去）

　　　　部分は躯体の撤去範囲を示す。（鉄筋残し）

　　　　表示部はカッターによる仕上材切断位置を示す。

　　　　表示部はカッターによる切断位置を示す。

　　　　新設壁打継目地、新設壁伸縮目地：2-02-8（20×15）（PU-2）を示す。
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（撤去）

１:１００

改 修 前

事 業 名

工 事 名

工事場所

名　称

縮 尺

工 種

事業主体 四日市市 図面番号

設 計 者

1/100 設計年月

（株）ＮＪＳ
株式会社NJS名古屋総合事務所一級建築士事務所

一級愛知県知事登録（いー27）第7016号

一級建築士登録　第247519号　管理建築士　秋田豊

令和 　年　月

改修前　１階天井伏図

改修前　１階天井伏図

Ｄ-４６

磯津第１ポンプ場耐震補強工事

令和４年度　公共下水道事業

四日市市大字塩浜地内

N

1-3
Ｏ

1-4
Ｏ

1-5
Ｏ

1-2
Ｏ

1-6
Ｏ

1-7

Ｏ

1-8
Ｏ

1-1
Ｏ

Ｂ

Ａ

Ｃ

Ｄ

Ｂ

Ｅ

Ｆ

Ｆ

機械搬入室
ホッパー室

玄関 倉庫

除塵機室
吹抜

開口開口

開口 開口

開口 開口

配管室

吹抜

符号

天井伏図　・凡　例

複層塗材（ＲＥ）
モルタル塗り

軽量骨材吹付（撤去）

下地

Ｃ
（既存のまま）

仕上

ＧＢ（Ｔ）　（撤去）

Ｓ
（撤去）

Ｓ
（撤去）

ＲＢ　（撤去） Ｓ
（撤去）

※ 特記無き限り既存のまま

ケイカル板　（撤去）

Ｃ
（既存のまま）

Ｃ
（既存のまま）

外装薄塗材（Ｅ）（撤去）
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１:１００
事 業 名

工 事 名

工事場所

名　称

縮 尺

工 種

事業主体 四日市市 図面番号

設 計 者

1/100 設計年月

（株）ＮＪＳ
株式会社NJS名古屋総合事務所一級建築士事務所

一級愛知県知事登録（いー27）第7016号

一級建築士登録　第247519号　管理建築士　秋田豊

令和 　年　月

改 修 後

改修後　１階天井伏図

改修後　１階天井伏図

Ｄ-４７

磯津第１ポンプ場耐震補強工事

令和４年度　公共下水道事業

四日市市大字塩浜地内

N

1-3
Ｎ

1-4
Ｎ

1-5
Ｎ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

1-2
Ｎ

1-6
Ｎ

1-7

Ｎ

1-8
Ｎ

Ｂ

1-1
Ｎ

Ａ

Ａ

機械搬入室
ホッパー室

玄関 倉庫

除塵機室
吹抜

開口開口

開口 開口

開口 開口

配管室

吹抜

符号

天井伏図　・凡　例

下地仕上

Ｓ
（新設）

天井点検口（新設）
下地補強３-４２-２

ＧＢ-ＮＣｔ9.5（新設）

複層塗材（ＲＥ）（新設） Ｃ
（既存）

※ 特記無き限り既存のまま

軽量骨材吹付（新設） Ｃ
（既存）

Ｃ
（既存）

外装薄塗材（Ｅ）（新設）

3495

7000

27500

8000

2500

6500 6000 3000 495

220025005002700

23
50

0

50
00

50
00

50
00

50
00

6400

400 8005200

35
00

1400 400900

13
00

3000 6000 2000 6500 2400

Ｄ

Ｂ

Ｃ

Ａ

Ｅ

Ｆ

１ ２ ３ ４ ５



（撤去）

事 業 名

工 事 名

工事場所

名　称

縮 尺

工 種

事業主体 四日市市 図面番号

設 計 者

1/100 設計年月

（株）ＮＪＳ
株式会社NJS名古屋総合事務所一級建築士事務所

一級愛知県知事登録（いー27）第7016号

一級建築士登録　第247519号　管理建築士　秋田豊

令和 　年　月

１:１００

改 修 前

改修前　２階天井伏図

改修前　２階天井伏図

Ｄ-４８

磯津第１ポンプ場耐震補強工事

令和４年度　公共下水道事業

四日市市大字塩浜地内

N

2-1
Ｏ

2-2

Ｏ

2-4
Ｏ

2-3
Ｏ

2-5

Ｏ

2-6
Ｏ

Ｂ Ｂ

Ａ

Ｃ

Ｄ

Ｂ

Ｅ

Ｆ

Ｃ Ｄ

ホッパー室 廊下

踏込 押入

除塵機室

宿直室

開口

開口

開口

開口

電動機室
吹抜

符号

天井伏図　・凡　例

複層塗材（ＲＥ）
モルタル塗り

軽量骨材吹付（撤去）

下地

Ｃ
（既存のまま）

仕上

ＧＢ（Ｔ）　（撤去）

Ｓ
（撤去）

Ｓ
（撤去）

ＲＢ　（撤去） Ｓ
（撤去）

※ 特記無き限り既存のまま

ケイカル板　（撤去）

Ｃ
（既存のまま）

Ｃ
（既存のまま）

外装薄塗材（Ｅ）（撤去）

23
50

0

50
00

50
00

50
00

50
00

35
00

13
00

6000 2000 6500 2400

27500

8000 6500 70006000

Ｄ

Ｂ

Ｃ

Ａ

Ｅ

Ｆ

１ ２ ３ ４ ５



事 業 名

工 事 名

工事場所

名　称

縮 尺

工 種

事業主体 四日市市 図面番号

設 計 者

1/100 設計年月

（株）ＮＪＳ
株式会社NJS名古屋総合事務所一級建築士事務所

一級愛知県知事登録（いー27）第7016号

一級建築士登録　第247519号　管理建築士　秋田豊

令和 　年　月

１:１００

改 修 後

改修後　２階天井伏図

改修後　２階天井伏図

Ｄ-４９

磯津第１ポンプ場耐震補強工事

令和４年度　公共下水道事業

四日市市大字塩浜地内

N

Ｂ Ｂ

2-1
Ｎ

2-2

Ｎ

2-3
Ｎ

2-4
Ｎ

2-5

Ｎ

2-6
Ｎ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

Ａ

Ｃ Ｄ

ホッパー室 廊下

踏込 押入

除塵機室

宿直室

開口

開口

開口

開口

電動機室
吹抜

符号

天井伏図　・凡　例

下地仕上

Ｓ
（新設）

天井点検口（新設）
下地補強３-４２-２

ＧＢ-ＮＣｔ9.5（新設）

複層塗材（ＲＥ）（新設） Ｃ
（既存）

※ 特記無き限り既存のまま

軽量骨材吹付（新設） Ｃ
（既存）

Ｃ
（既存）

外装薄塗材（Ｅ）（新設）

23
50

0

50
00

50
00

50
00

50
00

35
00

13
00

6000 2000 6500 2400

27500

8000 6500 70006000

Ｄ

Ｂ

Ｃ

Ａ

Ｅ

Ｆ

１ ２ ３ ４ ５



（撤去）

事 業 名

工 事 名

工事場所

名　称

縮 尺

工 種

事業主体 四日市市 図面番号

設 計 者

1/100 設計年月

（株）ＮＪＳ
株式会社NJS名古屋総合事務所一級建築士事務所

一級愛知県知事登録（いー27）第7016号

一級建築士登録　第247519号　管理建築士　秋田豊

令和 　年　月

改 修 前

改修前　３階天井伏図

改修前　３階天井伏図 １:１００

Ｄ-５０

磯津第１ポンプ場耐震補強工事

令和４年度　公共下水道事業

四日市市大字塩浜地内

N

Ｃ

Ｃ

3-1
Ｏ

3-2

Ｏ

3-3
Ｏ

3-4
Ｏ

3-5
Ｏ

3-6
Ｏ

3-7
Ｏ

Ｃ

3-8
Ｏ

Ｃ
Ｂ

Ｄ

Ｅ

Ａ

Ｃ

Ｄ

Ｂ

Ｅ

Ｆ

ＤＣ

廊下

監視室

便所

倉庫シャワー室

脱衣室

電気室

スラブ

湯沸室

吹抜
電動機室

符号

天井伏図　・凡　例

複層塗材（ＲＥ）
モルタル塗り

軽量骨材吹付（撤去）

下地

Ｃ
（既存のまま）

仕上

ＧＢ（Ｔ）　（撤去）

Ｓ
（撤去）

Ｓ
（撤去）

ＲＢ　（撤去） Ｓ
（撤去）

※ 特記無き限り既存のまま

ケイカル板　（撤去）

Ｃ
（既存のまま）

Ｃ
（既存のまま）

外装薄塗材（Ｅ）（撤去）

23
50

0

50
00

50
00

50
00

50
00

35
00

27500

8000 6500 70006000

2400

13
00

Ｄ

Ｂ

Ｃ

Ａ

Ｅ

Ｆ

１ ２ ３ ４ ５



事 業 名

工 事 名

工事場所

名　称

縮 尺

工 種

事業主体 四日市市 図面番号

設 計 者

1/100 設計年月

（株）ＮＪＳ
株式会社NJS名古屋総合事務所一級建築士事務所

一級愛知県知事登録（いー27）第7016号

一級建築士登録　第247519号　管理建築士　秋田豊

令和 　年　月

１:１００

改 修 後

改修後　３階天井伏図

改修後　３階天井伏図

Ｄ-５１

磯津第１ポンプ場耐震補強工事

四日市市大字塩浜地内

令和４年　公共下水道事業

N

Ｃ

Ｃ

Ｃ

3-1
Ｎ

3-2

Ｎ

3-3
Ｎ

3-4
Ｎ

3-5
Ｎ

3-6
Ｎ

3-7
Ｎ

Ｄ Ｄ Ｄ Ｄ

3-8
Ｎ

Ｃ
Ｂ

Ｅ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

Ａ

ＤＣ

廊下

便所

倉庫シャワー室

脱衣室

電気室

スラブ

湯沸室

吹抜
電動機室

監視室

符号

天井伏図　・凡　例

下地仕上

Ｓ
（新設）

天井点検口（新設）
下地補強３-４２-２

ＧＢ-ＮＣｔ9.5（新設）

複層塗材（ＲＥ）（新設） Ｃ
（既存）

※ 特記無き限り既存のまま

軽量骨材吹付（新設） Ｃ
（既存）

Ｃ
（既存）

外装薄塗材（Ｅ）（新設）

23
50

0

50
00

50
00

50
00

50
00

35
00

27500

8000 6500 70006000

2400

13
00

1,800

Ｄ

Ｂ

Ｃ

Ａ

Ｅ

Ｆ

１ ２ ３ ４ ５



（撤去）

改 修 前

事 業 名

工 事 名

工事場所

名　称

縮 尺

工 種

事業主体 四日市市 図面番号

設 計 者

1/100 設計年月

（株）ＮＪＳ
株式会社NJS名古屋総合事務所一級建築士事務所

一級愛知県知事登録（いー27）第7016号

一級建築士登録　第247519号　管理建築士　秋田豊

令和 　年　月

改修前　４階天井伏図

改修前　４階天井伏図 １:１００

改修前　ＡＤ上部天井伏図 １:１００

Ｄ-５２

磯津第１ポンプ場耐震補強工事

令和４年度　公共下水道事業

四日市市大字塩浜地内

N

4-2
Ｏ

4-1
Ｏ

Ｂ

Ｂ

Ａ

Ｃ

Ｄ

Ｂ

Ｅ

Ｆ

電動機室

換気機械室

AD

吹抜

符号

天井伏図　・凡　例

複層塗材（ＲＥ）
モルタル塗り

軽量骨材吹付（撤去）

下地

Ｃ
（既存のまま）

仕上

ＧＢ（Ｔ）　（撤去）

Ｓ
（撤去）

Ｓ
（撤去）

ＲＢ　（撤去） Ｓ
（撤去）

※ 特記無き限り既存のまま

ケイカル板　（撤去）

Ｃ
（既存のまま）

Ｃ
（既存のまま）

外装薄塗材（Ｅ）（撤去）

23
50

0

50
00

50
00

50
00

50
00

35
00

27500

8000 6500 70006000

1300

Ｄ

Ｂ

Ｃ

Ｅ

Ｆ

２ ３ ４ ５

Ａ

Ａ

１



事 業 名

工 事 名

工事場所

名　称

縮 尺

工 種

事業主体 四日市市 図面番号

設 計 者

1/100 設計年月

（株）ＮＪＳ
株式会社NJS名古屋総合事務所一級建築士事務所

一級愛知県知事登録（いー27）第7016号

一級建築士登録　第247519号　管理建築士　秋田豊

令和 　年　月１:１００

１:１００

改 修 後

改修後　４階天井伏図

改修後　４階天井伏図

改修後　ＡＤ上部天井伏図

Ｄ-５３

磯津第１ポンプ場耐震補強工事

令和４年度　公共下水道事業

四日市市大字塩浜地内

N

Ｂ

4-1
Ｎ

4-2
Ｎ

Ｂ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

Ａ

電動機室

換気機械室

AD

吹抜

符号

天井伏図　・凡　例

下地仕上

Ｓ
（新設）

天井点検口（新設）
下地補強３-４２-２

ＧＢ-ＮＣｔ9.5（新設）

複層塗材（ＲＥ）（新設） Ｃ
（既存）

※ 特記無き限り既存のまま

軽量骨材吹付（新設） Ｃ
（既存）

Ｃ
（既存）

外装薄塗材（Ｅ）（新設）

23
50

0

50
00

50
00

50
00

50
00

35
00

27500

8000 6500 70006000

1300

Ｄ

Ｂ

Ｃ

Ｅ

Ｆ

２ ３ ４ ５

Ａ

Ａ

１



ＯＯ Ｏ
1-2

Ｏ
1-11-7 3-2

ＯＯ
3-7 4-1

Ｏ Ｏ
4-1 4-2

Ｏ
4-2

Ｏ
3-2

事 業 名

工 事 名

工事場所

名　称

縮 尺

工 種

事業主体 四日市市 図面番号

設 計 者

1/50 設計年月

（株）ＮＪＳ

イ型

ガ　ラ　リ

ロ型 ハ型

開口率３０％開口率３０％ 開口率３０％

株式会社NJS名古屋総合事務所一級建築士事務所

一級愛知県知事登録（いー27）第7016号

一級建築士登録　第247519号　管理建築士　秋田豊

令和 　年　月

撤去建具表

Ｄ-５４

磯津第１ポンプ場耐震補強工事

令和４年度　公共下水道事業

四日市市大字塩浜地内

SS
1

SD
1

SD
2

SD
3

AW
1

AG
1

AW
2

AW
3

FIX FIX

FIX

FIX FIX FIX

その他

形状・寸法

符号　・　名称　・　個数

場所

仕上（枠共）

建具

建具枠

その他

形状・寸法

見込　　　（ランマ）

硝子　　　（ランマ）

ガラリ

符号　・　名称　・　個数

場所

仕上（枠共）

見込　　　（ランマ）

硝子　　　（ランマ）建具

ガラリ

建具枠

その他

形状・寸法

符号　・　名称　・　個数

場所

仕上（枠共）

見込　　　（ランマ）

硝子　　　（ランマ）建具

ガラリ

建具枠 見込　　取合　　沓摺

見込　　取合　　沓摺

見込　　取合　　沓摺

事

項

１．　特記なき限り外部はシリンダ箱錠（内部サムターン）とし内部は本締り付きモノロックとする。

　　　但し、押板、押棒の場合は、シリンダ本締りとする。

２．　パイプスペース、ダクトスペースの点検扉の鍵はシリンダ本締り錠（特記なき限り同一キー）とする。

３．　便所等の施錠を必要としない箇所は空錠とし、押板、押棒の場合は錠不要とする。

　　　壁仕上げボード類等の場合は床付とする。（但し、通行に支障のあるものは除く。）

６．　アルミニウム製窓の締り金物、排煙口操作レバーの位置は床から１，５００以内とする。

７．　大型、気密鋼製建具はシリンダ本締り錠付きとする。

４．　ＡＨ、ＦＨを除きＤＣの有無にかかわらず出入口には戸当り、あおり止め（防火戸を除く）をつける。

　９．　特記なき限り鋼製戸の見込みは４０ｍｍとする。

１０．　防火戸の位置は建具配置図による。

１１．　特記なき限り気密扉・簡易気密扉の吸音材の充填は

　　　　行なわないものとする。

詳細による。）

５．　特記なき限り外部に面するガラリは防鳥網付きとする。 １２.　ＳＳＤ下地力骨等は全てＳＵＳとする。

　８．　特記なき限り内部建具ガラリはイ型とする。（枠廻り

具

略

号

ガ
ラ

ス
略

号

戸 窓

Ｐ Ｈ

オーバー
ヘッドドア

金

物

略

号

種     別

ア ル ミ ニ ウ ム 製

鋼     製

木   製

鋼  製  軽  量

ス テ ン レ ス 製

ガラリ 紙障子 ふすま 網戸シャッター

Ａ　Ｄ

Ｓ　Ｄ

Ｌ　Ｄ

Ｗ　Ｄ Ｗ　Ｗ

Ｓ　Ｗ

Ａ　Ｗ Ａ　Ｇ

Ｓ　Ｇ

Ｗ　Ｇ

Ａ　Ｓ

Ｓ　Ｓ

Ｌ　Ｓ

ａ　Ｗ

ＳＳＤ ＳＳＷ ＳＳＧ

ＳＯＤ

ＡＯＤ

型板ガラス

フロート板ガラス

網入みがき板ガラス

オートヒンジ

ピポットヒンジＮＰ

Ｎ

Ｐ

Ｆ

Ａ　Ｈ　

Ｆ　Ｈ　

Ｐ　Ｈ　

ドアクローザーＤ　Ｃ　

フロアヒンジ網入型板ガラス

ＳＳＳ ＳＳＮ

建

建具金物

建具金物

建具金物

撤去建具表

通

共

ー

－ －

ー

電動重量シャッター

ＯＰ

ー

ー

座板、マグサ、ガイドレール：ステンレス製
シャッターケース：鋼製

３Ｆ：監視室

煙感連動式

１００

４０

ー

－ －

１Ｆ：玄関

ＯＰ

片開きフラッシュドア
（ガラリ付）

４００×２００

１００

４０

－ －

ＯＰ

片開きフラッシュドア

ー

ー

甲種防火戸

ＤＣ（ストップなし）、ＰＨ、本締り付モノロック

１Ｆ：除塵機室

１００

４０

－ －

片開きフラッシュドア

ー

ー

ＶＡＰ

ＰＨ、ＤＣ、シリンダー本締り錠

１Ｆ：機械搬入室

－

両袖はめ殺し付引き違い連窓

無着色陽極酸化塗装複合皮膜（Ｂ-１種）

ー

Ｎｔ６．８

ー

７０

クレセント、網戸

４Ｆ：換気機械室
３Ｆ：電気室

－ －－

－

７０

固定ガラリ

４Ｆ：換気機械室＝２

－

ハ型

無着色陽極酸化塗装複合皮膜（Ｂ-１種）

ステンレス製防虫網

－ －

無着色陽極酸化塗装複合皮膜（Ｂ-１種）

ー

ー

７０

クレセント、網戸

はめ殺し窓

Ｎｔ６．８

４Ｆ：換気機械室

－ －

無着色陽極酸化塗装複合皮膜（Ｂ-１種）

ー

ー

７０

はめ殺し窓（片開きドア付）

3Ｆ：監視室

Ｐｔ５

ＤＣ、本締りモノロック

ＤＣ、ＰＨ、本締り付モノロック

枠、沓摺共撤去 枠、沓摺共撤去 全て撤去枠、沓摺共撤去

枠共撤去 枠共撤去 枠共撤去 枠共撤去
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Ｎ
1-8 1-2

Ｎ
3-2
ＮＮ

1-1
Ｎ
1-1

片開き防水ドア　（参考図） １:１０ １:１０両開き防水ドア　（参考図）

事 業 名

工 事 名

工事場所

名　称

縮 尺

工 種

事業主体 四日市市 図面番号

設 計 者

1/50 設計年月

（株）ＮＪＳ

イ型

ガ　ラ　リ

ロ型 ハ型

開口率３０％開口率３０％ 開口率３０％

株式会社NJS名古屋総合事務所一級建築士事務所

一級愛知県知事登録（いー27）第7016号

一級建築士登録　第247519号　管理建築士　秋田豊

令和 　年　月

新設建具表

Ｄ-５５

磯津第１ポンプ場耐震補強工事

断面

平面

平面 断面

令和４年度　公共下水道事業

四日市市大字塩浜地内

SD
101

SD
102

SW
101

SD
103

SD
104

FIX

符号　・　名称　・　個数

場所

仕上（枠共）

見込　　　（ランマ）

硝子　　　（ランマ）建具

ガラリ

建具枠

その他

形状・寸法

見込　　取合　　沓摺

事

項

１．　特記なき限り外部はシリンダ箱錠（内部サムターン）とし内部は本締り付きモノロックとする。

　　　但し、押板、押棒の場合は、シリンダ本締りとする。

２．　パイプスペース、ダクトスペースの点検扉の鍵はシリンダ本締り錠（特記なき限り同一キー）とする。

３．　便所等の施錠を必要としない箇所は空錠とし、押板、押棒の場合は錠不要とする。

　　　壁仕上げボード類等の場合は床付とする。（但し、通行に支障のあるものは除く。）

６．　アルミニウム製窓の締り金物、排煙口操作レバーの位置は床から１，５００以内とする。

７．　大型、気密鋼製建具はシリンダ本締り錠付きとする。

４．　ＡＨ、ＦＨを除きＤＣの有無にかかわらず出入口には戸当り、あおり止め（防火戸を除く）をつける。

　９．　特記なき限り鋼製戸の見込みは４０ｍｍとする。

１０．　防火戸の位置は建具配置図による。

１１．　特記なき限り気密扉・簡易気密扉の吸音材の充填は

　　　　行なわないものとする。

詳細による。）

５．　特記なき限り外部に面するガラリは防鳥網付きとする。 １２.　ＳＳＤ下地力骨等は全てＳＵＳとする。

　８．　特記なき限り内部建具ガラリはイ型とする。（枠廻り

具

略

号

ガ
ラ

ス
略

号

戸 窓

Ｐ Ｈ

オーバー
ヘッドドア

金

物

略

号

種     別

ア ル ミ ニ ウ ム 製

鋼     製

木   製

鋼  製  軽  量

ス テ ン レ ス 製

ガラリ 紙障子 ふすま 網戸シャッター

Ａ　Ｄ

Ｓ　Ｄ

Ｌ　Ｄ

Ｗ　Ｄ Ｗ　Ｗ

Ｓ　Ｗ

Ａ　Ｗ Ａ　Ｇ

Ｓ　Ｇ

Ｗ　Ｇ

Ａ　Ｓ

Ｓ　Ｓ

Ｌ　Ｓ

ａ　Ｗ

ＳＳＤ ＳＳＷ ＳＳＧ

ＳＯＤ

ＡＯＤ

型板ガラス

フロート板ガラス

網入みがき板ガラス

オートヒンジ

ピポットヒンジＮＰ

Ｎ

Ｐ

Ｆ

Ａ　Ｈ　

Ｆ　Ｈ　

Ｐ　Ｈ　

ドアクローザーＤ　Ｃ　

フロアヒンジ網入型板ガラス

ＳＳＳ ＳＳＮ

建

建具金物

通

共

新設建具表

片開きフラッシュ簡易気密ドア

ー

丁番,ＤＣ,レバーハンドル錠

１Ｆ：倉庫

ＤＰ塗（１級）

４０

ー

１２０

片開きフラッシュ防水ドア

ー

ー

１９３（参考）

メーカー仕様

メーカー仕様による
メーカー仕様によるメーカー仕様による

メーカー標準仕様金物一式

１Ｆ：除塵機室

ＳＯＰ塗

－

ー

はめ殺し窓

耐熱強化ガラスｔ8

特定防火設備　（認定番号　EA-0223）

３Ｆ：監視室

ー

－１００

片開きフラッシュ防水ドア

ー

ー

１９３（参考）

メーカー仕様

メーカー仕様による
メーカー仕様によるメーカー仕様による

メーカー標準仕様金物一式

１Ｆ：機械搬入室

ＤＰ塗（１級）

ー

ー

メーカー仕様

メーカー仕様による
メーカー仕様によるメーカー仕様による

メーカー標準仕様金物一式

１Ｆ：機械搬入室

両開きフラッシュ防水ドア

ＳＯＰ塗

２４０（参考）

ＤＣ ＤＣＤＣは（ストップなし）

防水性能　0.02以下（ｍ3/ｈ/ｍ2） 防水性能　0.02以下（ｍ3/ｈ/ｍ2）防水性能　0.02以下（ｍ3/ｈ/ｍ2）
特定防火設備（常時閉鎖）

４-４４-２準用 図示

ＳＯＰ塗

シーリング　20×10

シーリング　20×10

防水ドア

防水ドア

モルタル充填

モルタル充填

モルタル充填

シーリング　20×10

シーリング　20×10
シーリング　20×10

モルタル充填 モルタル充填

シーリング　20×10

シーリング　20×10

防水ドア

防水ドア
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Ｗ
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くさび緊結式足場（Ｗ=600）+防音シート
L=9,800　　H=15,300

くさび緊結式足場（Ｗ=600）
L=2,100　H=2,600

くさび緊結式足場（Ｗ=600）
L=6,600　H=4,400

くさび緊結式足場（Ｗ=600）
L=4,000　H=6,400

くさび緊結式足場（Ｗ=600）
L=4,000　H=6,400

くさび緊結式足場（Ｗ=600）
L=4,000　H=6,400

くさび緊結式足場（Ｗ=600）
L=4,000　H=6,400

くさび緊結式足場（Ｗ=600）+防音シート
L=12,000　　H=12,000

くさび緊結式足場（Ｗ=600）防音シート
L=2,500　H=3,300

脚立足場
L=2,500

脚立足場
L=4,600

仮設間仕切壁　Ｂ種
Ｌ＝3,400　H=4,000

仮設間仕切壁　Ｂ種
Ｌ=21,450　H=7,250

仮設間仕切壁　Ｂ種
Ｌ=5,800 H=2,700

仮設間仕切壁　Ｂ種
Ｌ=9,400 H=3,850

仮設間仕切壁　Ｂ種
Ｌ=3,300　H=4,000

仮設間仕切りは気密性を確保するため、継目、床、天井部にテープを貼ること。

特記なき限り仮設間仕切内の設備機器等はシートにより養生のこと。

内部什器類は、工事に支障のある部分は同室内で移動し、元に戻すこと。

本図は参考図とし仮設間仕切り、足場等は現場監督員と調整のこと。

注記

工事用動線

作業ヤード＋床養生シート

仮設間仕切壁　Ｂ種（不燃）
（軽量鉄骨壁下地＋片面石こうボード）

事 業 名

工 事 名

工事場所

名　称

縮 尺

工 種

事業主体 四日市市 図面番号

設 計 者

1/100 設計年月

（株）ＮＪＳ
株式会社NJS名古屋総合事務所一級建築士事務所

一級愛知県知事登録（いー27）第7016号

一級建築士登録　第247519号　管理建築士　秋田豊

令和 　年　月

１階仮設計画平面図（参考図） １:１００

１階仮設計画平面図（参考図）

Ｄ-５６

磯津第１ポンプ場耐震補強工事

令和４年度　公共下水道事業

四日市市大字塩浜地内

UP

UP

UP

N

機械搬入室

配管室

ホッパー室

スロープ

倉庫

除塵機室

玄関

脚立足場

くさび緊結式足場（Ｗ=600）+防音シート

くさび緊結式足場（Ｗ=600）
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くさび緊結式足場（Ｗ=600）+防音シート
L=9,800　　H=15,300

くさび緊結式足場（Ｗ=600）
L=4,000　H=6,000

くさび緊結式足場（Ｗ=600）
L=4,000　H=6,600

くさび緊結式足場（Ｗ=600）
L=4,000　H=6,400

くさび緊結式足場（Ｗ=600）
L=4,000　H=6,400

くさび緊結式足場（Ｗ=600）
L=4,000　H=6,400

くさび緊結式足場（Ｗ=600）
L=4,000　H=6,400

くさび緊結式足場（Ｗ=600）+防音シート
L=12,000　　H=12,000

仮設間仕切壁　Ｂ種
Ｌ=21,450　H=7,250

仮設間仕切壁　Ｂ種
Ｌ=2,250 H=4,000

脚立足場
L=4,600

脚立足場
L=5,400

仮設間仕切壁　Ｂ種
Ｌ=15,000　H=6,000

仮設間仕切壁　Ｂ種
Ｌ=5,950 H=6,000

仮設間仕切りは気密性を確保するため、継目、床、天井部にテープを貼ること。

特記なき限り仮設間仕切内の設備機器等はシートにより養生のこと。

内部什器類は、工事に支障のある部分は同室内で移動し、元に戻すこと。

本図は参考図とし仮設間仕切り、足場等は現場監督員と調整のこと。

注記

工事用動線

作業ヤード＋床養生シート

仮設間仕切壁　Ｂ種（不燃）
（軽量鉄骨壁下地＋片面石こうボード）

事 業 名

工 事 名

工事場所

名　称

縮 尺

工 種

事業主体 四日市市 図面番号

設 計 者

1/100 設計年月

（株）ＮＪＳ
株式会社NJS名古屋総合事務所一級建築士事務所

一級愛知県知事登録（いー27）第7016号

一級建築士登録　第247519号　管理建築士　秋田豊

令和 　年　月

２階仮設計画平面図（参考図） １:１００

２階仮設計画平面図（参考図）

Ｄ-５７

磯津第１ポンプ場耐震補強工事

令和４年度　公共下水道事業

四日市市大字塩浜地内

N

UP

DN

UPDN

ホッパー室
宿直室廊下

踏込 押入

吹抜

電動機室

除塵機室

吹抜

脚立足場

くさび緊結式足場（Ｗ=600）+防音シート

くさび緊結式足場（Ｗ=600）
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くさび緊結式足場（Ｗ=600）+防音シート
L=9,800　　H=15,300

くさび緊結式足場（Ｗ=600）
L=4,000　H=6,000

くさび緊結式足場（Ｗ=600）+防音シート
L=12,000　　H=12,000

脚立足場
L=4,000

仮設間仕切壁　Ｂ種
Ｌ=4,900 H=2,700

仮設間仕切壁　Ｂ種
Ｌ=5,650 H=4,000

仮設間仕切壁　Ｂ種
Ｌ=5,950 H=6,600

仮設間仕切壁　Ｂ種
Ｌ=6,200 H=2,700

仮設間仕切壁　Ｂ種
Ｌ=23,300 H=2,700

脚立足場
L=4,000

脚立足場
L=4,000

脚立足場
L=4,000

仮設間仕切壁　Ｂ種
Ｌ=15,000 H=6,000

くさび緊結式足場（Ｗ=600）
L=4,000　H=6,000

仮設間仕切りは気密性を確保するため、継目、床、天井部にテープを貼ること。

特記なき限り仮設間仕切内の設備機器等はシートにより養生のこと。

内部什器類は、工事に支障のある部分は同室内で移動し、元に戻すこと。

本図は参考図とし仮設間仕切り、足場等は現場監督員と調整のこと。

注記

工事用動線

作業ヤード＋床養生シート

仮設間仕切壁　Ｂ種（不燃）
（軽量鉄骨壁下地＋片面石こうボード）

事 業 名

工 事 名

工事場所

名　称

縮 尺

工 種

事業主体 四日市市 図面番号

設 計 者

1/100 設計年月

（株）ＮＪＳ
株式会社NJS名古屋総合事務所一級建築士事務所

一級愛知県知事登録（いー27）第7016号

一級建築士登録　第247519号　管理建築士　秋田豊

令和 　年　月

１:１００３階仮設計画平面図（参考図）

３階仮設計画平面図（参考図）

Ｄ-５８

磯津第１ポンプ場耐震補強工事

令和４年度　公共下水道事業

四日市市大字塩浜地内

N

DN

DN

UP

廊下

湯沸室便所

倉庫シャワー室

脱衣室

電気室

吹抜

燃料
小出槽
スラブ

監視室

脚立足場

くさび緊結式足場（Ｗ=600）+防音シート

くさび緊結式足場（Ｗ=600）

脚立足場
L=4,000
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くさび緊結式足場（Ｗ=600）+防音シート
L=9,800　　H=15,300

仮設間仕切壁　Ｂ種
Ｌ=8,700 　H=3,500

脚立足場
L=4,000

脚立足場
L=2,100

脚立足場
L=1,300

仮設間仕切りは気密性を確保するため、継目、床、天井部にテープを貼ること。

特記なき限り仮設間仕切内の設備機器等はシートにより養生のこと。

内部什器類は、工事に支障のある部分は同室内で移動し、元に戻すこと。

本図は参考図とし仮設間仕切り、足場等は現場監督員と調整のこと。

注記

工事用動線

作業ヤード＋床養生シート

仮設間仕切壁　Ｂ種（不燃）
（軽量鉄骨壁下地＋片面石こうボード）

事 業 名

工 事 名

工事場所

名　称

縮 尺

工 種

事業主体 四日市市 図面番号

設 計 者

1/100 設計年月

（株）ＮＪＳ
株式会社NJS名古屋総合事務所一級建築士事務所

一級愛知県知事登録（いー27）第7016号

一級建築士登録　第247519号　管理建築士　秋田豊

令和 　年　月

４階仮設計画平面図（参考図）

４階仮設計画平面図(参考図） １:１００

Ｄ-５９

磯津第１ポンプ場耐震補強工事

令和４年度　公共下水道事業

四日市市大字塩浜地内

N

DN

換気機械室

AD

吹抜

脚立足場

くさび緊結式足場（Ｗ=600）+防音シート

くさび緊結式足場（Ｗ=600）

仮設間仕切壁　Ｂ種
Ｌ=3,000 　H=3,500
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事 業 名

工 事 名

工事場所

名　称

縮 尺

工 種

事業主体 四日市市 図面番号

設 計 者

S-13

令和   年  月

建築工事特記仕様書<耐震関係>

四日市市大字塩浜地内 

-

（株）ＮＪＳ



C6

C6

C1 C2

C4

C4

(W60)

(
W8
0)

(W80)
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C

D

E

F

(
W1
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(W
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)

(KW18)

C1C1

C2

C2

C1
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C1

C1
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C1

C5C5

(
TW
18
)

(
TW
18
)

(
TW
18
)

(W
60
)

(
W8
0)

(
W6
0)

(
W6
0)

(TW18) (TW18)

(K
W1
8
)

増
打

壁
 
W
5
0

既
設
と
合
わ
せ

 E
W
68

増
打
壁
 
W
50

既
設
と
合
わ
せ
 
EW

6
8

増
打
壁
 W

5
0

既
設
と
合
わ
せ

 E
W
68

C3

C3

(
KW
18
)

G
7

G4 G2 G2

G2

G2

G2

G2

G1 G1

G5
G5

G5
G5

G5 G5

G
6

G
6

G
6

G
6

G6
G
6

G6

G2

G2

G1

G6
G6

G
6

G6

G4 G3

G
6

G3

2
3
50
0

5
00
0

50
0
0

5
0
00

50
0
0

35
0
0

1 2 3 4 5

34952750013756

8000 6500 6000 7000

S=1/1001階伏図

は、壁増打補強範囲を示す。3.

( )内は、既設壁符号を示す。

床レベルはSLを示す。

2.

1.

注）特記なき限り

　　4.

配管室

(無筋天端 +2.400)

ポッパー室

+1.800

(無筋天端 +2.000～+2.100)

+2.200

除塵機室

+2.200
(無筋天端 +2.300)

C1

C1

C1

G
6

G
6

G6
(
W1
8)

(W18)

(W18)

(W18)

(W18)

TW18

(
W1
8)

(W
18
)

3000 6000 2000 6500 2400 3600 7000 6400

柱

Ｙ

Ｘ

柱 凡例

Dx × Dy符号階

柱リスト

C1

C2

符号階

大梁リスト

B

D

大梁

大梁 凡例

C5

×

×

×

×600 600

× 1100

C3

800 800

800 800

B × D

8001200

(
W1
8)

開口新設

　　5. は、開口新設範囲を示す。

1

800×2000

2FL+6.400

1SL+2.200

3500 300

220 180 3220 180

E F

3.

2.

1.

注）特記なき限り

S=1/1001-1壁

(KW18)

( )内は、既設壁符号を示す。

は、鉄筋コンクリート撤去範囲(既設鉄筋撤去)を示す。

は、鉄筋コンクリート撤去範囲(既設鉄筋残し)を示す。

635450 1050 450635

(KW18)

階段A

(K
W1
8)

G3 (W18)

は、開口閉塞を示す。

1
8

開
口
新
設

 K
W

4
20
0

1
0
30

1
04
5

4
50

2
15
5

30
5
5
0

3
65
0

10
0
0

増
打
壁

 W
50

既
設
と
合
わ
せ
 
EW

6
8

増打壁 W 20

G6
(
TW
18
)

1

1

G1

×G6 1000800

800

× 1100800G31

令和 　年　月

四日市市大字塩浜地内

（株）ＮＪＳ

1/100 設計年月

設 計 者

図面番号事業主体 四日市市

工 種

縮 尺

名　称

工事場所

工 事 名

事 業 名

ポンプ棟　補強範囲図(1)

ポンプ棟　補強範囲図(1)

(
KW
18
)

既設と合わせ EW38A

14

階段B

　　6.

C4G2

3120 3880

増
打
壁

 W
3
0

既
設
と
合
わ
せ
 
E
W
48
A

開口閉塞

は、耐水壁築造範囲を示す。

耐
水
壁

 W
3
0B

(KW18)

耐水壁 W30C

耐水壁 W30A

S-

令和4年　公共下水道事業

磯津第1ポンプ場耐震補強工事
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0
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C1

C1 C1

C1

C1

C4

C4
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C
G1

G6

B2

C1

(W
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)

(K
W1
8
)

(W80)

(W
80
)

(W
6
0)

G6

G5

C1

G1
0

C1

(K
W1
8)

G4

G1
0

G
10

G1
0

(
W6
0)

(W
60
)

(
W6
0
)

(W
60
)

C1

C5 (KW18)

G6

(
KW
18
)

G4

G2

G4

G4

(KW18)

G2

G2

G4

G4

G2

G5

(TW18) (TW18) (W60)

C6

C6

G9
G
9

G9
G
9

(T
W1
8)

(
TW
18
)

(T
W1
8)

(
TW
18
)

G8
G8

G
8

G8

階段A

階段B

増打壁 W 25 増打壁 W 25

S=1/1002階伏図

は、壁増打補強範囲を示す。3.

( )内は、既設壁符号を示す。

床レベルはSLを示す。

2.

1.

注）特記なき限り

1 2 3 4 5

3000 8000 6500 6000 7000 3000 495

27500 3495

3000 8000 6500 2400

電動機室

柱

Ｙ

Ｘ

柱 凡例

Dx × Dy符号階

柱リスト

C1

C2

符号階

大梁リスト

B

D

大梁

大梁 凡例

×

×

×

×

800 800 600

10002

G2
2

1000

700G8

B × D

1200 800

(TW18)

(W18)

(W18)

(W
18
)

(W
18
)

(
W1
8)

(W
18
)

(W18)

(KW18)

+6.100

(無筋天端 +6.400)

令和 　年　月

四日市市大字塩浜地内

（株）ＮＪＳ

1/100 設計年月

設 計 者

図面番号事業主体 四日市市

工 種

縮 尺

名　称

工事場所

工 事 名

事 業 名

ポンプ棟　補強範囲図(2)

ポンプ棟　補強範囲図(2)
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既
設
と
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わ
せ
 
E
W
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G6 (KW18) C1

既設と合わせ EW 43 既設と合わせ EW 43

S-

令和4年　公共下水道事業

磯津第1ポンプ場耐震補強工事



ポンプ棟　補強範囲図(3)
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柱 凡例 柱リスト
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(TW18)

C1 G5

C5 (KW18)

(K
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8)G1

52 3 4 5

19500

6500 6000 7000

S=1/1004階伏図

3.

( )内は、既設壁符号を示す。

床レベルはSLを示す。

2.

1.

注）特記なき限り

　　4.

C4

C4
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C1
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C1C1

C2C1
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)

(
KW
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)

(
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G8

G5

G
5
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G5

G
5
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9G8

G8

CG
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C
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C1

(W15)

C1
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(
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)
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(
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)
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)

(KW18)

(
W1
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8)

(
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18
)
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G3
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G1
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(
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5)

G7
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G7
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(
TW
18
)

(
TW
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)

(T
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8)

C1
G5G1

(W
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)

階段A

G3

G2

25増打梁 W 25増打梁 W

52 3 4 5

電気室

(無筋天端 +9.700)

+9.400

(無筋天端 +9.700)

+9.400

監視室

G5

G5

G6

8000 6500 6000 7000

27500

1

2
3
50
0

35
0
0

50
0
0

5
0
00

50
0
0

5
00
0

A

B

C

D

E

F

S=1/1003階伏図

3.

( )内は、既設壁符号を示す。

床レベルはSLを示す。

2.

1.

注）特記なき限り

　　4.

符号階

大梁リスト

B

D

大梁

大梁 凡例

×

× 1000

× 1000

3

G5

G7

G8

500 800

500

500

×

×
4

G5

G7

500 800

500 900

B × D
5
00
0

50
0
0

5
0
00

50
0
0

35
0
0

(W15)

換気機械室

(無筋天端 +13.900)

+13.870

(W18) (W18)

(T
W
18
)

1200 800

(W18) (W18)

(
W1
8)

(W
18
)

(W
18
)

(W18)

(TW18)

(W
15
)

(W
15
)

(W18)

(W
1
8)

(W
18
)

(
W
18
)

(TW18) (W18) (W18)

(W18)

梁側面増打

t=250

開
口
閉
塞
 
W
1
8

は、開口閉塞を示す。

　　5.

は、壁増打補強範囲を示す。

は、壁新設範囲を示す。

は、梁側面増打範囲(t=250)を示す。

は、壁新設範囲を示す。

増
打
壁
 W

2
0

(T
W1
8)

(W
18
) （既設鉄筋残し）

既設コンクリートはつり出し

G
7

C1 ×800 8004

3

×1200 800C4

令和 　年　月

四日市市大字塩浜地内

（株）ＮＪＳ

1/100 設計年月

設 計 者

図面番号事業主体 四日市市

工 種

縮 尺

名　称

工事場所

工 事 名

事 業 名

ポンプ棟　補強範囲図(3)
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壁
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0
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設
壁
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設
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新
設

壁
 
EW
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令和4年　公共下水道事業

磯津第1ポンプ場耐震補強工事



柱

Ｙ

Ｘ

柱 凡例

Dx × Dy符号階

柱リスト

符号階

大梁リスト

B

D

大梁

大梁 凡例

× ×800 800C1 1100

B × D

30
30

30

7
00

3
0
0

6
3
5

(W80)

G5

RG1 RG2 RG2

CG1

4G54G1

4G5

3G2

3G5
3G1

2G2
2G5

2G22G6

2 3 4 51

注）特記なき限り

S=1/100E通軸組図

65
0

40
0
0

4
2
0
0

33
0
0

4
70
0

1
6
85
0

5
0
0

( )内は、既設壁符号を示す。

2.

1.

(W18)

(W18)
(KW18)

(KW18)

(KW18)

(TW18) (TW18)

(W18)

(W18)

(KW18)

(W18)

(W18)

C6 C1 C1 C1 C1

27500

3000 8000 6500 6000 7000

2090

1G4

(W18) 1G3

2FL+6.400

3FL+9.700

4FL+13.900

GL+1.700

1SL+2.200

+17.900

RSL(水下)

5
0
0

47
0
0

5
00

5
00
0

1
07
0
0

+6.700

+17.900

RSL(水下)

1G3
1G3

2 3 4 5

3
00

CG1
RG1 RG2 RG2

4G1

3G53G5

2G22G2

注）特記なき限り

C1 C1C1C1

12600

内側から補強内側から補強

S=1/100A通軸組図

5
0
0

2
95
0

1
6
85
0

( )内は、既設壁符号を示す。

2.

1.

30
0

3
0
0

4G5 4G5

(TW18)

(W18)

(W18)

(TW18)

(W18)

(W18)

2
90
0

1
0
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3
1
00

8
00

2
4
65

80
0

6
3
5

(W60)

200

6500 6000 7000

19500

400 6200 400800 4800 400

パラペット天端

4FL+13.900

3FL+9.700

2FL+6.400

1SL+2.200

65
0

40
0
0

4
2
0
0

33
0
0

4
70
0

+21.500

+17.900

RSL(水下)

GL+1.700

外側から補強外側から補強 梁側面増打

t=250

　　3. は、梁側面増打範囲(t=250)を示す。

1G1

(TW18) (TW18)

1G11G1

1
70
0

増打壁 W 25

増打壁 W 25

1

×800 800

×800 8003

C1

C1

2

×G2 600 1000

1
G1

G3

800

× 1100800

2

×

×

3

4

G5

G5

500 800

500 800

は、壁増打補強範囲を示す。 は、壁増打補強範囲を示す。

83
0

20
0

(KW18)

700 638 1050

2
15
0

1
25 4
0
0

180 3400 600

令和 　年　月

四日市市大字塩浜地内

（株）ＮＪＳ

1/100 設計年月

設 計 者

図面番号事業主体 四日市市

工 種

縮 尺

名　称

工事場所

工 事 名

事 業 名

ポンプ棟　補強範囲軸組図(1)

ポンプ棟　補強範囲軸組図(1)

17

増打壁 W 25

増打壁 W 25

既設と合わせ EW 43

既設と合わせ EW 43

既設と合わせ EW 43

既設と合わせ EW 43

は、耐水壁築造範囲を示す。　　3.

S-

増打壁 W 20

既設と合わせ EW38A

耐水壁 W30C

300

350

350

400

令和4年　公共下水道事業

磯津第1ポンプ場耐震補強工事



柱

Ｙ

Ｘ

柱 凡例

符号階

大梁リスト

B

D

大梁

大梁 凡例

×1 G6 800 1000

3
0
0

2
3
00

注）特記なき限り

CG1

CG1

G5

(KW18)

(KW18)

RG7 RG7 RG7

4G7 4G7 4G7

3G73G7 3G7 3G7
3G7400 4200 400

2G6

4G74G7

(TW18)

RG7RG8

4G7

3G73G8

2G82G82G82G8

C2C1 C5C2 C2 C1

CG1

CG1

CG1

CG1

(TW18)(TW18) (TW18)(TW18)

注）特記なき限り

増打壁 W 30
増打壁 W 30増打壁 W 30増打壁 W 30

1
6
85
0

Dx × Dy符号階

柱リスト

C1 ×

×

800 800

1

×C5 600 600

×

×

C2

C1

C2

800 800

B × D

S=1/1002通軸組図 S=1/1003通軸組図

ポンプ棟　補強範囲軸組図(2)

1200 800

8001200
2

×
3

×C1

C2

800 800

×800 8004 C1

8001200

( )内は、既設壁符号を示す。

2.

1.

3.

は、壁増打補強範囲を示す。

( )内は、既設壁符号を示す。

2.

1.

3.

(W18) (W18) (W18)

(TW18)

(KW18)
(TW18)

(TW18)

(W18)

(W18) (W18) (W18)

2
95
0

1
6
85
0

9
6
0

1
80
0

5
10

9
0
0
3
0

(W18)

増打壁 W 50

既設と合わせ EW 68

増打壁 W 50

既設と合わせ EW 68

増打壁 W 50

既設と合わせ EW 68

増打壁 W 50

既設と合わせ EW 68

A B C D E F

1300 23500

5000 5000 5000 5000 3500

400 4200 400400 4200 400400 4200 400400 4200 400

A B C D E F

5000 5000 5000 5000 3500

1300 23500

1G61G61G61G6

5
0
0

21
5
0

10
2
0

1
00
0

30

(KW18)

400 1525 1050

225

300

(TW18)(TW18)(TW18)

(TW18)

(TW18) (TW18) (TW18)

(TW18)

(TW18)

65
0

40
0
0

4
2
0
0

33
0
0

4
70
0

30
2
15
0

11
5
0

9
0
0

3
0

(TW18)

400 4200 4001925 150 2525 400

C1 C1 C1C1 C1 C5

400 4200 400400 4200 400

1251050 3025

400 4200 400

1251050 3025

3G83G83G8

1G6 1G6 1G6 1G6

65
0

40
0
0

4
2
0
0

33
0
0

4
70
0

5
0
0

パラペット天端

4FL+13.900

3FL+9.700

2FL+6.400

1SL+2.200

+21.500

+17.900

RSL(水下)

GL+1.700

3FL+9.700

2FL+6.400

1SL+2.200

GL+1.700

パラペット天端

+21.500

+17.900

RSL(水下)

5
0
0

3
0

3
0

1
6
85
0

70
0

39
5
0

4
2
0
0

33
0
0

4
70
0

65
0

40
0
0

4
2
0
0

33
0
0

4
70
0

2
95
0

1
6
85
0

5
0
0

2
90
0

1
0
00

2
30
0

1
00
0

3
57
0

9
0
0

3
0

22
5

1
65
0

16
9
5

3
0
0

3
00

CG1 RG7 RG7 RG8 RG8RG8

1275 1650 1275

400 4200 400

開口閉塞 W 18

は、開口閉塞を示す。

は、壁新設範囲を示す。　　4.

1
22
0

1
20
0

11
5
0

7
15

1
9
00

6
00

7
85

1825 550 1825550 988

1
4
80

60
0

14
9
0

1850 500 1850

×G7 500 1000

×G8 700 1000

×G7 500

3
×500 1000G8

×R G7 500 800

×500G8
4

900

900

2

は、開口閉塞を示す。

は、壁新設範囲を示す。

4FL+13.900

令和 　年　月

四日市市大字塩浜地内

（株）ＮＪＳ

1/100 設計年月

設 計 者

図面番号事業主体 四日市市

工 種

縮 尺

名　称

工事場所

工 事 名

事 業 名

ポンプ棟　補強範囲軸組図(2)

増打壁 W 30

開口補強筋:①

(TW18)

開口補強筋:① 開口補強筋:②

開口補強筋:②

開口補強筋:②

2G8b

18

4G84G84G84G8

増打壁 W 30

既設と合わせ EW48B

増打壁 W 30

既設と合わせ EW48B

増打壁 W 30

既設と合わせ EW48B

既設と合わせ EW48A
既設と合わせ EW48A既設と合わせ EW48A既設と合わせ EW48A

既設と合わせ EW48A

30A新設壁 EW 30A新設壁 EW

30B新設壁 EW

S-

(TW18)

1
2
5

2
1
50

89
5

2600 600

250

750

令和4年　公共下水道事業

磯津第1ポンプ場耐震補強工事



柱

Ｙ

Ｘ

柱 凡例

Dx × Dy符号階

柱リスト

符号階

大梁リスト

B

D

大梁

大梁 凡例

× ×800 800

×

B × D

ポンプ棟　補強範囲軸組図(3)

3

4

G5

G5×800
3

C1

C4 1200

800500

500 800

A B C D E

5000 5000 5000 5000

20000

注）特記なき限り

は、壁増打補強範囲を示す。

( )内は、既設壁符号を示す。

2.

1.

S=1/1005通軸組図

C1 C1C4C4C4

(W60)

(TW18)

(TW18)

(W60)

(TW18)

(TW18)

1G6 1G6 1G6

(W80)

(TW18)

(TW18)

(W80)

(W60)

(TW18)

(W60)

1G6

(TW18)

RG10 RG10 RG10 RG10

2G10 2G10 2G10 2G10

3G5 3G5 3G5 3G5

4G5 4G5 4G5 4G5

1
6
85
0

5
0
0

3
17
0

1
00
0

50
0

65
0

40
0
0

4
2
0
0

33
0
0

4
70
0

3FL+9.700

2FL+6.400

1SL+2.200

+17.900

RSL(水下)

GL+1.700

4FL+13.900

4
2
0
0

5
0
0

30
8
00

3
0
70

8
00

(W60) (W60)

400 4200 400

令和 　年　月

四日市市大字塩浜地内

（株）ＮＪＳ

1/100 設計年月

設 計 者

図面番号事業主体 四日市市

工 種

縮 尺

名　称

工事場所

工 事 名

事 業 名

ポンプ棟　補強範囲軸組図(3)

増打壁 W 20

既設と合わせ EW38B

19S-

令和4年　公共下水道事業

磯津第1ポンプ場耐震補強工事



特記事項

１．既設鉄筋位置については現場にて確認のこと。

２．鉄筋コンクリートの設計基準強度は21N/mm2 とする。

３．鉄筋は、SD295A（D16以下）、SD345(D19以上)とする。

５．幅止筋を1m2当り、1本(D10)入れること。

４．無収縮モルタルの設計基準強度は30N/mm2 とする。

令和 　年　月

四日市市大字塩浜地内

（株）ＮＪＳ

設計年月

設 計 者

図面番号事業主体 四日市市

工 種

縮 尺

名　称

工事場所

工 事 名

事 業 名

ポンプ棟　補強部材リスト

ポンプ棟　補強部材リスト

1/30

20S-

縦

横

斜め

縦

横

斜め

S=1/30補強部材リスト(壁増打)

①

②

開口補強筋

開口補強筋

符　号

縦　　筋

横　　筋

断　面

既設壁

180 200

(増打W20)

既設壁

EW68
(増打W50)

180 500

(増打W25)

既設壁

180 250

既設壁

180 200

(増打W20)
EW38A EW38B

D13 @ 200(ダブル)

-

-

- 4-D16

4-D16

4-D16

4-D13

4-D13

2-D13

4-D13

4-D13

2-D13-

-

-4-D13

4-D13

2-D13

-

-

-

D10 @ 200(ダブル)

D10 @ 200(ダブル)

-

-

-

D22 @ 200(ダブル)

D22 @ 200(ダブル)D13 @ 200(ダブル)D10 @ 200(ダブル)

D10 @ 200(ダブル)

接着系アンカー

備　考

シアコネクター

割裂補強筋
(スパイラル筋)

φ6-径 120

D10-400×400

－

(スパイラル筋)

φ6-径 150

D19@150(シングル)ナット付 D22@175(ダブル)ナット付

D10-400×400

－

D10-400×400

－

(スパイラル筋)

φ6-径 120

D16@150(シングル)ナット付

D10-400×400

－

－ D13 @ 100

D19@200(シングル)ナット付

(増打W30)

D19 @ 200(ダブル)

D19 @ 200(ダブル)

-

-

-

-

-

-

(スパイラル筋)

φ6-径 200

D22@175(ダブル)ナット付

D10-400×400

－

EW43 EW48A

既設壁

4-D16

4-D16

4-D16

4-D13

4-D13

2-D13

D19 @ 200(ダブル)

D19 @ 200(ダブル)

D22@200(ダブル)ナット付

(スパイラル筋)

φ6-径 150

D10-400×400

－

EW48B
(増打W30)

180 300

S=1/30補強部材リスト(壁新設)

断　面

符　号

横

斜め

縦

縦　　筋

横　　筋

300

接着系アンカー 接着系アンカー

開口補強筋 4-D13

2-D13

D13 @ 200(ダブル)

D13 @ 200(ダブル)

D19@200(ダブル)ナット付D19@200(ダブル)ナット付

－備　考 －

割裂補強筋
φ6-径 200

(スパイラル筋)

接合部

4-D16

4-D16

4-D16

300

D16 @ 200(ダブル)

D16 @ 200(ダブル)

断　面

符　号

横

斜め

縦

縦　　筋

横　　筋

300

接着系アンカー 接着系アンカー

開口補強筋

D13 @ 200(ダブル)

300

W30A W30B

S=1/30補強部材リスト(耐水壁築造)

接着系アンカー

2-D13

W30C

D13 @ 200(シングル)

D13 @ 200(シングル)

D13 @ 200(ダブル)

D13 @ 200(ダブル)

D22 @ 200(ダブル)

D13@200(ダブル) D13@200(シングル)縦筋：D22@200(ダブル)

横筋：D13@200(ダブル)

-

-

-

接合部

補強部材リスト(開口閉塞) S=1/30

符　号

断　面

W18 KW18

縦　　筋

横　　筋

既
設

壁

縦　　筋

横　　筋

D10 @ 200(ダブル)

D10 @ 200(ダブル)

D10 @ 200(ダブル)

D10 @ 200(ダブル)

D10 @ 200(ダブル)

D10 @ 200(ダブル)

D13 @ 200(ダブル)

D13 @ 200(ダブル)

備　考

接着系アンカー

割裂補強筋

接着系アンカー、スパイラル筋は

柱・梁との接合面のみに使用

(スパイラル筋)

φ6-径 100

接着系アンカー、スパイラル筋は

柱・梁との接合面のみに使用

(スパイラル筋)

φ6-径 100

開

口

閉

塞

既設鉄筋

フレア溶接

180

既設鉄筋

フレア溶接

既設鉄筋

フレア溶接

180

既設鉄筋

フレア溶接

D16@200(シングル)ナット付 D19@200(シングル)ナット付

有効埋込長Le=140有効埋込長Le=120

既設壁

180 300

既設壁

180 300

－備　考 － －

EW30A EW30B

φ6-径 200

(スパイラル筋)

3-D13

3-D13

アンカー筋

樹脂

穿
孔
深
さ

穿孔径

d

接着系アンカー 施工要領図

d
有
効
埋
込
長

 L
e

開口補強筋定着要領図

　SD345は45dとする。

横斜め

縦

L1

L1

L1

L1

L1の長さはSD295Aは40d

2. アンカー鉄筋の長さは増打厚さの半分以上とする。

注） 1. アンカーは接着系とする。

7d

シアコネクター要領図

シアコネクター

a

b ずれ止め

a:30d以上

かつ

b:10dかつ150mm
7d

100

2. アンカー鉄筋の長さは30d以上、増打厚さの半分以上とする。

注） 1. アンカーは接着系とする。

ずれ止めアンカー要領図

接着系埋込アンカー

4-D13 4-D13

4-D13

4-D13

フレア溶接
片面

10d

フレア溶接要領図

2d 2d

鉄筋径 ピッチ

@400

引張強度(kN) 試験強度(kN)

接着系アンカー引張試験強度表

壁アンカー筋

D10

有効埋込長(Le)

Le=70 18.54 12.36

D10

D13

D16

D19

D19

D22

D22

@200

@200

@200

@150

@200

@150

@200

@200

Le=100

Le=100

Le=130

Le=120

Le=120

21.03

36.74

37.47

37.81

47.60

44.91

57.65

59.81

D22 @200 Le=220

@175

Le=140

Le=140

Le=160

Le=160 67.34

93.85

14.02

24.49

24.98

25.21

31.73

29.94

38.43

39.87

44.89

62.57

D13

D13

D16

@80

@90

Le=130 22.54

31.28

15.03

20.85

開口補強アンカー筋

梁アンカー筋

D16

D16 @220

Le=160

Le=160 58.71 39.14

令和4年　公共下水道事業

磯津第1ポンプ場耐震補強工事
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1480 1840 1480
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00
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0

3
20

1480 1840 1480 100 23@200=4600(鉄筋) 100

3
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0
0=
2
4
00
(鉄

筋
)

3
5

100 23@200=4600 100

320180250

420330
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5
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5
@1
5
0=
2
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0
(ア

ン
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)
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0

150 30@150=4500(アンカー) 150
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１．既設鉄筋位置については現場にて確認のこと。

３．鉄筋は、SD295A（D16以下）、SD345(D19以上)とする。

２．鉄筋コンクリートの設計基準強度は21N/mm2 とする。

４．無収縮モルタルの設計基準強度は30N/mm2 とする。

５．幅止筋を1m2当り、1本(D10)入れること。

特記事項

増打

S=1/30壁配筋図

3FL+9.700

4FL+13.900

3 4

A

3 4

S=1/30

3FL+9.700

4FL+13.900

3 4

A

3 4

注）特記なき限り

　　1. は、コンクリートはつり範囲(既設鉄筋撤去)を示す。

注）特記なき限り

　　1. は、コンクリートはつり範囲(既設鉄筋撤去)を示す。

S=1/30a-a断面配筋図 S=1/30c-c断面配筋図

はつり範囲要領図

aa

b

b

令和 　年　月

四日市市大字塩浜地内

（株）ＮＪＳ

設計年月

設 計 者

図面番号事業主体 四日市市

工 種

縮 尺

名　称

工事場所

工 事 名

事 業 名

1/30

ポンプ棟 補強配筋図(1)

ポンプ棟 補強配筋図(1)

接着系アンカー D16

有効埋込長Le=160

3FL+9.700

4FL+13.900

S=1/30

A

b-b断面配筋図

D13 @ 200

D13 @ 200

4 - D16

有効埋込長Le=100

接着系アンカー D13@200

フレア溶接

接着系アンカー D16

有効埋込長Le=160

目荒し

D13

D13

2-D13

(開口補強)

接着系アンカー
D19 @ 150シングル

ナット付 有効埋込長Le=140

スパイラル筋

φ6-径 150

- D13 @ 200

c c

接着系アンカー 2-D13

有効埋込長Le=130

接着系アンカー
D19 @ 150シングル

ナット付 有効埋込長Le=140

接着系アンカー
D19 @ 150シングル

ナット付 有効埋込長Le=140

接着系アンカー
D19 @ 150シングル

ナット付 有効埋込長Le=140

スパイラル筋

φ6-径 150

接着系アンカー
D19 @ 150シングル

ナット付 有効埋込長Le=140

スパイラル筋

φ6-径 150
目荒し 接着系アンカー

D19 @ 150シングル

ナット付 有効埋込長Le=140

- D13 @ 200

D13 @ 200D13 @ 200
有効埋込長Le=70

シアコネクター
D10-400×400

有効埋込長Le=70

シアコネクター
D10-400×400

スパイラル筋

φ6-径 150φ150

1-D16

フレア溶接

21

(開口補強)

1-D13

(開口補強)

2-D13

3階 A通/3-4通間 EW43

S-
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１．既設鉄筋位置については現場にて確認のこと。

３．鉄筋は、SD295A（D16以下）、SD345(D19以上)とする。

２．鉄筋コンクリートの設計基準強度は21N/mm2 とする。

４．無収縮モルタルの設計基準強度は30N/mm2 とする。

５．幅止筋を1m2当り、1本(D10)入れること。

特記事項

増打

S=1/30壁配筋図

S=1/30b-b断面配筋図 令和 　年　月

四日市市大字塩浜地内

（株）ＮＪＳ

設計年月

設 計 者

図面番号事業主体 四日市市

工 種

縮 尺

名　称

工事場所

工 事 名

事 業 名

1/30

ポンプ棟 補強配筋図(2)

ポンプ棟 補強配筋図(2)

3 4

2FL+6.400

S=1/30a-a断面配筋図

E

2FL+6.400

1SL+2.200

3 4

E

1階 E通/3-4通間 EW38A

1SL+2.200

接着系アンカー
D16 @ 150シングル

ナット付 有効埋込長Le=120

接着系アンカー
D16 @ 150シングル

ナット付 有効埋込長Le=120

有効埋込長Le=70

シアコネクター
D10-400×400D10 @ 200D10 @ 200

D10 @ 200

D10 @ 200

有効埋込長Le=70

シアコネクター
D10-400×400

目荒し

スパイラル筋

φ6-径 120

スパイラル筋

φ6-径 120

目荒し

接着系アンカー
D16 @ 150シングル

ナット付 有効埋込長Le=120

接着系アンカー
D16 @ 150シングル

ナット付 有効埋込長Le=120

D10

D10

スパイラル筋

φ6-径 120

目荒し

(開口補強)

4-D13

b b

接着系アンカー 2-D13

有効埋込長Le=130

スパイラル筋

目荒し

接着系アンカー
D16 @ 150シングル

ナット付 有効埋込長Le=120

無収縮モルタル圧入

目荒し

22

φ6-径 120

S-

有効埋込長Le=70

シアコネクター
D10-400×400

接着系アンカー 2-D13

有効埋込長Le=130

D16 @ 150シングル
接着系アンカー

ナット付 有効埋込長Le=120

300350350400

(開口補強)

1-D13
(開口補強)

2-D13

(開口補強)

2-D13

無収縮モルタル圧入

令和4年　公共下水道事業

磯津第1ポンプ場耐震補強工事
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１．既設鉄筋位置については現場にて確認のこと。

３．鉄筋は、SD295A（D16以下）、SD345(D19以上)とする。

２．鉄筋コンクリートの設計基準強度は21N/mm2 とする。

４．無収縮モルタルの設計基準強度は30N/mm2 とする。

５．幅止筋を1m2当り、1本(D10)入れること。

特記事項

開口閉塞

3階 2通/A-B通間 W18

4FL+13.900

3FL+9.700

S=1/30壁配筋図

BA

2

4FL+13.900

3FL+9.700

S=1/30

BABA

はつり範囲要領図

4FL+13.900

3FL+9.700

2

S=1/30b-b断面配筋図

S=1/30a-a断面配筋図

注）特記なき限り

　　1. は、コンクリートはつり範囲(既設鉄筋残し)を示す。

a

b b

a

無収縮モルタル圧入 D10 フレア溶接片面

既設鉄筋

既設鉄筋

D10

既設鉄筋

既設鉄筋

フレア溶接片面

フレア溶接片面

D10 @ 200

D10 @ 200

D10 @ 200

D10 @ 200

スパイラル筋

φ6-径 100

スパイラル筋

目荒し

φ6-径 100

目荒し

スパイラル筋

φ6-径 100

無収縮モルタル圧入

令和 　年　月

四日市市大字塩浜地内

（株）ＮＪＳ

設計年月

設 計 者

図面番号事業主体 四日市市

工 種

縮 尺

名　称

工事場所

工 事 名

事 業 名

1/30

ポンプ棟 補強配筋図(3)

ポンプ棟 補強配筋図(3)

23

接着系アンカー
D16 @ 200シングル

ナット付 有効埋込長Le=120

接着系アンカー
D16 @ 200シングル

ナット付 有効埋込長Le=120

接着系アンカー
D16 @ 200シングル

ナット付 有効埋込長Le=120

接着系アンカー
D16 @ 200シングル

ナット付 有効埋込長Le=120

S-

令和4年　公共下水道事業

磯津第1ポンプ場耐震補強工事
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１．既設鉄筋位置については現場にて確認のこと。

３．鉄筋は、SD295A（D16以下）、SD345(D19以上)とする。

２．鉄筋コンクリートの設計基準強度は21N/mm2 とする。

４．無収縮モルタルの設計基準強度は30N/mm2 とする。

５．幅止筋を1m2当り、1本(D10)入れること。

特記事項

+17.900

RSL(水下)

4FL+13.900

S=1/30壁配筋図

A B

2

A B 2

+17.900

RSL(水下)

4FL+13.900

S=1/30b-b断面配筋図

S=1/30a-a断面配筋図

新設

+17.900

RSL(水下)

4FL+13.900

S=1/30はつり範囲要領図

注）特記なき限り

　　1. は、コンクリートはつり範囲(既設鉄筋撤去)を示す。

A B

a

a

b b

令和 　年　月

四日市市大字塩浜地内

（株）ＮＪＳ

設計年月

設 計 者

図面番号事業主体 四日市市

工 種

縮 尺

名　称

工事場所

工 事 名

事 業 名

1/30

（既設鉄筋残し）
既設コンクリートはつり出し

（既設鉄筋残し）
既設コンクリートはつり出し

直交壁

スパイラル筋

φ6-径 200

目荒し

接着系アンカー
D19 @ 200ダブル

ナット付 有効埋込長Le=140

接着系アンカー
D19 @ 200ダブル

ナット付 有効埋込長Le=140

スパイラル筋

φ6-径 200

目荒し

接着系アンカー
D19 @ 200ダブル

ナット付 有効埋込長Le=140

接着系アンカー
D19 @ 200ダブル

ナット付 有効埋込長Le=140

接着系アンカー
D19 @ 200ダブル

ナット付 有効埋込長Le=140

接着系アンカー 2-D13

有効埋込長Le=130

接着系アンカー
D19 @ 200ダブル

ナット付 有効埋込長Le=140

D13

(開口補強)

D13

スパイラル筋

φ6-径 200

既設鉄筋

(開口補強)(開口補強)

D13 @ 200

D13 @ 200

接着系アンカー
D19 @ 200ダブル

ナット付 有効埋込長Le=140

目荒し

スパイラル筋

φ6-径 200

4-D13 4-D13

(開口補強)

4-D13

無収縮モルタル圧入
無収縮モルタル圧入

D13 @ 200

D13 @ 200

ポンプ棟 補強配筋図(4)

ポンプ棟 補強配筋図(4)

1-D13

(開口補強)

24

4階 2通/A-B通間 EW30A

S-

令和4年　公共下水道事業

磯津第1ポンプ場耐震補強工事

(開口補強)

2-D13

2-D13
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１．既設鉄筋位置については現場にて確認のこと。

３．鉄筋は、SD295A（D16以下）、SD345(D19以上)とする。

２．鉄筋コンクリートの設計基準強度は21N/mm2 とする。

４．無収縮モルタルの設計基準強度は30N/mm2 とする。

５．幅止筋を1m2当り、1本(D10)入れること。

特記事項

増打

1階 3通/D-E通間 EW68

2FL+6.400

1SL+2.200

E D

S=1/30壁配筋図

E D

3

2FL+6.400

1SL+2.200

3

S=1/30b-b断面配筋図

S=1/30a-a断面配筋図

a

a

令和 　年　月

四日市市大字塩浜地内

（株）ＮＪＳ

設計年月

設 計 者

図面番号事業主体 四日市市

工 種

縮 尺

名　称

工事場所

工 事 名

事 業 名

1/30

D22

ポンプ棟 補強配筋図(5)

ポンプ棟 補強配筋図(5)

接着系アンカー

ナット付 有効埋込長Le=160

接着系アンカー

ナット付 有効埋込長Le=160

－ D13 @ 100

割裂補強筋

4-D13

目荒し

接着系アンカー

ナット付 有効埋込長Le=160

目荒し 無収縮モルタル圧入

D22 @ 200

D22 @ 200

－ D13 @ 100

割裂補強筋

KEY PLAN
EW68 割裂補強筋位置

有効埋込長Le=70

シアコネクター
D10-400×400

有効埋込長Le=70

シアコネクター
D10-400×400D22 @ 200 D22 @ 200

4-D13

接着系アンカー

ナット付 有効埋込長Le=160

D22 @ 175ダブル

D22 @ 175ダブル

D22 @ 175ダブル D22 @ 175ダブル

－ D13 @ 100

割裂補強筋

有効埋込長Le=70

シアコネクター
D10-400×400

(開口補強)

D22 無収縮モルタル圧入 2-D16

2-D16

(開口補強)

2-D16

(開口補強)

b b

(開口補強)

4-D16

2-D16

25

目荒し

目荒し

目荒し

S-

有効埋込長Le=100

D22 @ 175ダブル

ナット付 有効埋込長Le=160

接着系アンカー

接着系アンカー 2-D16

有効埋込長Le=160

2-D16

接着系アンカー
D13 @ 200ダブル

有効埋込長Le=100

接着系アンカー
D13 @ 200ダブル

8
9
5

21
5
0

12
5

8
5

3
@2
0
0=
6
00

21
0
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D13 @ 200ダブル

E D
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１．既設鉄筋位置については現場にて確認のこと。

３．鉄筋は、SD295A（D16以下）、SD345(D19以上)とする。

２．鉄筋コンクリートの設計基準強度は21N/mm2 とする。

４．無収縮モルタルの設計基準強度は30N/mm2 とする。

５．幅止筋を1m2当り、1本(D10)入れること。

特記事項

S=1/30壁配筋図

1SL+2.200

2FL+6.400

S=1/30b-b断面配筋図

S=1/30a-a断面配筋図

b

令和 　年　月

四日市市大字塩浜地内

（株）ＮＪＳ

設計年月

設 計 者

図面番号事業主体 四日市市

工 種

縮 尺

名　称

工事場所

工 事 名

事 業 名

1/30

ポンプ棟 補強配筋図(6)

ポンプ棟 補強配筋図(6)

開口閉塞

増打

既設鉄筋

既設鉄筋

D13

フレア溶接片面

E F

E F

GL+1.700

2FL+6.400

1SL+2.200

2FL+6.400

1SL+2.200

GL+1.700

D10

S=1/30はつり範囲要領図

注）特記なき限り

　　1. は、コンクリートはつり範囲(既設鉄筋残し)を示す。

　　2. は、コンクリートはつり範囲(既設鉄筋撤去)を示す。

S=1/30

E F

2FL+6.400

1SL+2.200

b

E F

3

D13 @ 200

D10 @ 200
既設鉄筋

フレア溶接片面

a

a

3

無収縮モルタル圧入

スパイラル筋

φ6-径 100

スパイラル筋

φ6-径 100

有効埋込長Le=70

シアコネクター
D10-400×400

スパイラル筋

φ6-径 200

D10 @ 200

D13 @ 200

既設鉄筋

フレア溶接片面

目荒し

スパイラル筋

φ6-径 100

接着系アンカー

ナット付 有効埋込長Le=160

D22 @ 175ダブル

スパイラル筋

φ6-径 200

接着系アンカー

ナット付 有効埋込長Le=160

D22 @ 175ダブル

スパイラル筋

φ6-径 200

目荒し
接着系アンカー

ナット付 有効埋込長Le=160

D22 @ 175ダブル

有効埋込長Le=70

シアコネクター
D10-400×400

目荒し
接着系アンカー

ナット付 有効埋込長Le=160

D22 @ 175ダブル

D19 @ 200

D19 @ 200

接着系アンカー

ナット付 有効埋込長Le=160

D22 @ 175ダブル
接着系アンカー

ナット付 有効埋込長Le=160

D22 @ 175ダブル

接着系アンカー

ナット付 有効埋込長Le=160

D22 @ 175ダブル
接着系アンカー

ナット付 有効埋込長Le=160

D22 @ 175ダブル

無収縮モルタル圧入

D19

D19

スパイラル筋

φ6-径 200

D19 @ 200

D19 @ 200

有効埋込長Le=70

シアコネクター
D10-400×400

目荒し

目荒し

スパイラル筋

φ6-径 200

目荒し

閉塞配筋図
26

目荒し

接着系アンカー
D19 @ 200シングル

ナット付 有効埋込長Le=140

接着系アンカー
D19 @ 200シングル

ナット付 有効埋込長Le=140

接着系アンカー
D19 @ 200シングル

ナット付 有効埋込長Le=140

1階 3通/E-F通間 EW48A

S-
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１．既設鉄筋位置については現場にて確認のこと。

３．鉄筋は、SD295A（D16以下）、SD345(D19以上)とする。

２．鉄筋コンクリートの設計基準強度は21N/mm2 とする。

４．無収縮モルタルの設計基準強度は30N/mm2 とする。

５．幅止筋を1m2当り、1本(D10)入れること。

特記事項

増打

3FL+9.700

2FL+6.400

DE

DE

S=1/30壁配筋図

3

3FL+9.700

2FL+6.400

3

S=1/30b-b断面配筋図

S=1/30a-a断面配筋図

a

b b

a

令和 　年　月

四日市市大字塩浜地内

（株）ＮＪＳ

設計年月

設 計 者

図面番号事業主体 四日市市

工 種

縮 尺

名　称

工事場所

工 事 名

事 業 名

1/30

ポンプ棟 補強配筋図(7)

ポンプ棟 補強配筋図(7)

D19

D19 @ 200

D19 @ 200

無収縮モルタル圧入

D19

有効埋込長Le=70

シアコネクター
D10-400×400

無収縮モルタル圧入

目荒し

目荒し

スパイラル筋

φ6-径 200

スパイラル筋

φ6-径 200

スパイラル筋

φ6-径 200

スパイラル筋

φ6-径 200

目荒し 目荒し

スパイラル筋

φ6-径 200

有効埋込長Le=70

シアコネクター
D10-400×400D19 @ 200 D19 @ 200

接着系アンカー

ナット付 有効埋込長Le=160

D22 @ 175ダブル

接着系アンカー

ナット付 有効埋込長Le=160

D22 @ 175ダブル

接着系アンカー

ナット付 有効埋込長Le=160

D22 @ 175ダブル

接着系アンカー

ナット付 有効埋込長Le=160

D22 @ 175ダブル

接着系アンカー

ナット付 有効埋込長Le=160

D22 @ 175ダブル

接着系アンカー

ナット付 有効埋込長Le=160

D22 @ 175ダブル

接着系アンカー

ナット付 有効埋込長Le=160

D22 @ 175ダブル

接着系アンカー

ナット付 有効埋込長Le=160

D22 @ 175ダブル

有効埋込長Le=70

シアコネクター
D10-400×400

27

目荒し

目荒し

2階 3通/D-E通間 EW48A
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１．既設鉄筋位置については現場にて確認のこと。

３．鉄筋は、SD295A（D16以下）、SD345(D19以上)とする。

２．鉄筋コンクリートの設計基準強度は21N/mm2 とする。

４．無収縮モルタルの設計基準強度は30N/mm2 とする。

５．幅止筋を1m2当り、1本(D10)入れること。

特記事項

新設

令和 　年　月

四日市市大字塩浜地内

（株）ＮＪＳ

設計年月

設 計 者

図面番号事業主体 四日市市

工 種

縮 尺

名　称

工事場所

工 事 名

事 業 名

1/30

ポンプ棟 補強配筋図(8)

ポンプ棟 補強配筋図(8)

4FL+13.900

3FL+9.700

3

S=1/30a-a断面配筋図

接着系アンカー

ナット付 有効埋込長Le=140

D19 @ 200ダブル

(開口補強)

4-D16

(開口補強)

4-D16

無収縮モルタル圧入

S=1/30壁配筋図

D C

3

D C

4FL+13.900

3FL+9.700

S=1/30b-b断面配筋図

b

a

a

b

(開口補強)

2-D16

接着系アンカー

ナット付 有効埋込長Le=140

D19 @ 200ダブル
接着系アンカー

ナット付 有効埋込長Le=140

D19 @ 200ダブル

接着系アンカー
D19 @ 200ダブル

ナット付 有効埋込長Le=140

接着系アンカー
D19 @ 200ダブル

ナット付 有効埋込長Le=140

接着系アンカー
D19 @ 200ダブル

ナット付 有効埋込長Le=140

接着系アンカー
D19 @ 200ダブル

ナット付 有効埋込長Le=140

(開口補強)

4-D16

(開口補強)

4-D16

無収縮モルタル圧入

S=1/30

D C

4FL+13.900

3FL+9.700

はつり範囲要領図

注）特記なき限り

　　1. は、コンクリートはつり範囲(既設鉄筋撤去)を示す。

(開口補強)

2-D16

(開口補強)

2-D16

28

D16

D16

D16 @ 200

D16 @ 200

D16 @ 200

D16 @ 200

3階 3通/C-D通間 EW30B

3
00

50
0

スパイラル筋

φ6-径 200

目荒し

スパイラル筋

φ6-径 200

目荒し

300200

スパイラル筋

φ6-径 200

目荒し

スパイラル筋

φ6-径 200

目荒し
接着系アンカー

ナット付 有効埋込長Le=140

D19 @ 200ダブル

スパイラル筋

φ6-径 200

S-
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１．既設鉄筋位置については現場にて確認のこと。

３．鉄筋は、SD295A（D16以下）、SD345(D19以上)とする。

２．鉄筋コンクリートの設計基準強度は21N/mm2 とする。

４．無収縮モルタルの設計基準強度は30N/mm2 とする。

５．幅止筋を1m2当り、1本(D10)入れること。

特記事項

増打

S=1/30壁配筋図

3

S=1/30b-b断面配筋図

3FL+9.700

3

S=1/30a-a断面配筋図

DE

E D

令和 　年　月

四日市市大字塩浜地内

（株）ＮＪＳ

設計年月

設 計 者

図面番号事業主体 四日市市

工 種

縮 尺

名　称

工事場所

工 事 名

事 業 名

1/30

ポンプ棟 補強配筋図(9)

ポンプ棟 補強配筋図(9)

D19

D19

D19 @ 200 D19 @ 200
有効埋込長Le=70

シアコネクター
D10-400×400

目荒し

スパイラル筋

φ6-径 150

D19 @ 200

D19 @ 200

無収縮モルタル圧入

目荒し

スパイラル筋

φ6-径 150

4FL+13.900

3FL+9.700

4FL+13.900

接着系アンカー

ナット付 有効埋込長Le=160

D22 @ 200ダブル

接着系アンカー

ナット付 有効埋込長Le=160

D22 @ 200ダブル

接着系アンカー

ナット付 有効埋込長Le=160

D22 @ 200ダブル

接着系アンカー

ナット付 有効埋込長Le=160

D22 @ 200ダブル

接着系アンカー

ナット付 有効埋込長Le=160

D22 @ 200ダブル

無収縮モルタル圧入

a

a
(開口補強)

2-D16

2-D16

(開口補強)

b b

有効埋込長Le=70

シアコネクター
D10-400×400

2-D16

(開口補強)

スパイラル筋

φ6-径 150

(開口補強)

4-D16

(開口補強)

4-D16

2-D16

29

有効埋込長Le=70

シアコネクター
D10-400×400

目荒し

目荒し

目荒し

3階 3通/D-E通間 EW48B

18030020

18
0

3
0
0

3
20

S-

接着系アンカー 2-D16

有効埋込長Le=160

接着系アンカー 2-D16

有効埋込長Le=160

有効埋込長Le=100

接着系アンカー
D13 @ 200ダブル

2-D16

有効埋込長Le=100

D13 @ 200ダブル
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１．既設鉄筋位置については現場にて確認のこと。

３．鉄筋は、SD295A（D16以下）、SD345(D19以上)とする。

２．鉄筋コンクリートの設計基準強度は21N/mm2 とする。

４．無収縮モルタルの設計基準強度は30N/mm2 とする。

５．幅止筋を1m2当り、1本(D10)入れること。

特記事項

開口新設

1階 E-F通間/3-4通間 KW18

S=1/30壁配筋図

E F

E F

2FL+6.400

1SL+2.200

S=1/30a-a断面配筋図

2FL+6.400

1SL+2.200

S=1/30b-b断面配筋図

a

a

b b

令和 　年　月

四日市市大字塩浜地内

（株）ＮＪＳ

設計年月

設 計 者

図面番号事業主体 四日市市

工 種

縮 尺

名　称

工事場所

工 事 名

事 業 名

1/30

接着系アンカー 1-D13

有効埋込長Le=130

既設鉄筋 既設鉄筋

既設鉄筋

(開口補強)

(開口補強)

1-D13

1-D13

(開口補強)

1-D13

(開口補強)

4-D13

既設鉄筋

既設鉄筋 既設鉄筋

(開口補強)

4-D13

(開口補強)

4-D13

無収縮モルタル圧入

ポンプ棟 補強配筋図(10)

ポンプ棟 補強配筋図(10)

無収縮モルタル圧入

30S-
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１．既設鉄筋位置については現場にて確認のこと。

３．鉄筋は、SD295A（D16以下）、SD345(D19以上)とする。

２．鉄筋コンクリートの設計基準強度は21N/mm2 とする。

４．無収縮モルタルの設計基準強度は30N/mm2 とする。

５．幅止筋を1m2当り、1本(D10)入れること。

特記事項

令和 　年　月

四日市市大字塩浜地内

（株）ＮＪＳ

設計年月

設 計 者

図面番号事業主体 四日市市

工 種

縮 尺

名　称

工事場所

工 事 名

事 業 名

1/30

耐水壁築造

1階 D通/4-5通間 W30A

ポンプ棟 補強配筋図(11)

S=1/30a-a断面配筋図

ポンプ棟 補強配筋図(11)

S=1/30壁配筋図

a

a

800300

400400

D

1SL+2.200
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S=1/30b-b断面配筋図
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D13

目荒し

2FL+6.400

接着系アンカー
D13 @ 200ダブル

有効埋込長Le=130

接着系アンカー
D13 @ 200ダブル

有効埋込長Le=130

接着系アンカー
D13 @ 200ダブル

有効埋込長Le=130

接着系アンカー
D13 @ 200ダブル

有効埋込長Le=130

有効埋込長Le=100

D13 @ 200
ずれ止めアンカー

有効埋込長Le=100

D13 @ 200
ずれ止めアンカー

31S-

目荒し

bb

D13 @ 200

D13 @ 200

接着系アンカー 2-D13

有効埋込長Le=130

2-D13

(開口補強)

(開口補強)
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直交壁に定着すること

2-D13

(開口補強)

1
66
0

2
15
0

4
9
0

800242030021501330800

2150

2010520430520

D13 @ 200

D13 @ 200

1
66
0

2
15
0

4
9
0

(開口補強)

4-D13

(開口補強)

4-D13

80 5@200=1000 250

6
0

14
0

6@
2
00
=
12
0
0

26
0

令和4年　公共下水道事業

磯津第1ポンプ場耐震補強工事

10
0
0

400



１．既設鉄筋位置については現場にて確認のこと。

３．鉄筋は、SD295A（D16以下）、SD345(D19以上)とする。

２．鉄筋コンクリートの設計基準強度は21N/mm2 とする。

４．無収縮モルタルの設計基準強度は30N/mm2 とする。

５．幅止筋を1m2当り、1本(D10)入れること。

特記事項

令和 　年　月

四日市市大字塩浜地内

（株）ＮＪＳ

設計年月

設 計 者

図面番号事業主体 四日市市

工 種

縮 尺

名　称

工事場所

工 事 名

事 業 名

1/30

耐水壁築造

S=1/30a-a断面配筋図S=1/30壁配筋図

a

a

S=1/30b-b断面配筋図
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1階 D-E通/4-5通間 W30B
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１．既設鉄筋位置については現場にて確認のこと。

３．鉄筋は、SD295A（D16以下）、SD345(D19以上)とする。

２．鉄筋コンクリートの設計基準強度は21N/mm2 とする。

４．無収縮モルタルの設計基準強度は30N/mm2 とする。

５．幅止筋を1m2当り、1本(D10)入れること。

特記事項

令和 　年　月

四日市市大字塩浜地内

（株）ＮＪＳ

設計年月

設 計 者

図面番号事業主体 四日市市

工 種

縮 尺

名　称

工事場所

工 事 名

事 業 名
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令和4年　公共下水道事業

磯津第1ポンプ場耐震補強工事



事 業 名

工 事 名

工事場所

名　称

縮 尺

工 種

事業主体 四日市市 図面番号

設 計 者

－

令和４年　公共下水道事業

設計年月

（株）ＮＪＳ
株式会社NJS名古屋総合事務所一級建築士事務所

一級愛知県知事登録（いー27）第7016号

一級建築士登録　第247519号　管理建築士　秋田豊

磯津第1ポンプ場
耐震補強工事 

四日市市　大字塩浜　地内

令和 　年　月

建築機械設備　特記仕様書（１）

AM-01

25 図面の縮尺 図中の縮尺はA1版表記である。



章

1

2

3

4

5

6

7

8

9

1

2

1

1

2

・

1

2

3

4

5

　１．契約の解除

四日市市の締結する契約等からの暴力団等排
除措置要綱（平成20年四日市市告示第28号）
第３条又は第４条の規定により、四日市市建
設工事等入札参加資格停止基準に基づく入札
参加資格停止措置を受けたときは、契約を解
除することがある。

２．暴力団等による不当介入を受けたときの義務

（１）不当介入には、断固拒否するとともに、速やかに警察へ通報
並びに業務発注所属へ報告し、警察への捜査協力を行うこと。

（２）契約の履行において、不当介入を受けたことにより、業務遂

資格停止基準に基づく入札参加資格停止等の措置を講ずる。
（３）(1)(2)の義務を怠ったときは、四日市市建設工事等入札参加

行に支障が生じたり、納期等に遅れが生じるおそれがあるとき
には、業務発注所属と協議を行うこと。

暴力団等不当介入に関する事項

1

3

4

5

6

7

8

9

2

・

3

4

6

7

8

9

を確認
空気の流れ

記述上の指針）を遵守すること。
・アスベスト除去に伴う官公署等への届出申請を行うこと。

石綿障害予防規則及び大気汚染防止法の各規定に基づく官公署等への届出等を行うこと。
　・石綿含有事前調査結果の都道府県知事及び労働基準監督署への報告を行うこと。

　・事前調査結果及び特定粉塵排出等作業の掲示を行うこと。
　・アスベスト除去に伴う作業計画の作成を行うこと。
　・アスベスト除去完了に伴う発注者への報告を書面にて行うこと。

事 業 名

工 事 名

工事場所

名　称

縮 尺

工 種

事業主体 四日市市 図面番号

設 計 者

－

令和４年　公共下水道事業

設計年月

（株）ＮＪＳ
株式会社NJS名古屋総合事務所一級建築士事務所

一級愛知県知事登録（いー27）第7016号

一級建築士登録　第247519号　管理建築士　秋田豊

磯津第1ポンプ場
耐震補強工事 

四日市市　大字塩浜　地内

令和 　年　月

建築機械設備　特記仕様書（２）

AM-02

3.工事施工中でも大雨等の緊急時は施設としての機能（排水）を優先するため一時中断する場合がある。

・提出する　　　　　　　※提出しない

　　※ＣＡＤデータの提出     ※提出する　　・提出しない　

・電子ファイル（CD等）　2部
・電子データは厚さ10mm程度のケースに入れて提出すること。
電子データは、原則として、完成図書、工事写真とし、加工等が可能なデータ
（図面データはDXF形式とする）とPDFデータを収録すること。

　　※製本図面の提出     ※提出する　　・提出しない　

・部数　2部
・体裁　A4判製本（縮小版）　観音開き製本

　　※表紙記入事項は下記の通りとする。
発注者名
工事名
工事場所
工事年度
受注者名（商号または名称のみとする）

完成時の提出図書11



















事 業 名

工 事 名

工事場所

名　称

縮 尺

工 種

事業主体 四日市市 図面番号

設 計 者

－ 設計年月

（株）ＮＪＳ
株式会社NJS名古屋総合事務所一級建築士事務所

一級愛知県知事登録（いー27）第7016号

一級建築士登録　第247519号　管理建築士　秋田豊

令和 　年　月

建築電気設備　特記仕様書（１）

AE-01

令和４年度公共下水道事業

四日市市 大字塩浜 地内

磯津第１ポンプ場耐震補強工事

・

・

項　　　目 特　　　　記　　　　事　　　　項項　　　目 特　　　　記　　　　事　　　　項項　　　目 特　　　　記　　　　事　　　　項

22 高効率誘導電動機回路保護用の配線用遮断器等の選定は下記による。

23 接　地　極 接地極の材料は下記による。なお、接地棒ＥＢ(14φ)の長さは 1,500mm 以上とし、10φは

Ｗ＝30 Ｌ＝900mm 以上、14φは、Ｗ＝40 Ｌ＝1,200mm 以上としても差し支えない。

接 地 の 種 類 記　　　号 接地抵抗値

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

Ω以下

10Ω以下

10Ω以下

10Ω以下

10Ω以下

10Ω以下

10Ω以下

10Ω以下

100Ω以下

100Ω以下

ＥＢ（14φ）×３連－　組

ＥＢ（14φ）×３連－２組

ＥＢ（14φ）×３連－３組

ＥＢ（14φ）×３連－２組

ＥＢ（14φ）×３連－３組

ＥＢ（14φ）×３連－３組

ＥＢ（10φ）×１　(Ｌ＝1,000mm)

ＥＢ（10φ）×１　(Ｌ＝1,000mm)

ＥＢ（10φ）×１　(Ｌ＝1,000mm)

ＥＢ（10φ）×１　(Ｌ＝1,000mm)

ＥA,B,D,C

ＥA,D,C

ＥA

ＥB

ＥD

ＥC

ＥLH

ＥLL

Ｅt

ＥAt

ＥDt

ＥLt

ＥO

25 取付高さ 壁付、壁掛形の機器等の取付高さは、図面に記載のない場合は原則として下表による。

名　　　　称 測　　　点 取付高さ　[mm]

ブラケット（一般）

　　〃　　（踊場）

　　〃　　（鏡上）

ｺﾝｾﾝﾄ，電話用ｱｳﾄﾚｯﾄ，ﾃﾚﾋﾞ端子（一般）

コンセント（土間）

コンセント（電動車いす充電用）

引込開閉器箱（低圧）

分電盤，制御盤，実験盤

開閉器箱

電磁開閉器用押しボタン

接地用端子箱

試験用接続端子箱

接地極埋設標

給油ボックス

室内端子盤（廊下・室内）

中間端子盤（ＥＰＳ・電気室）

親時計

子時計，スピーカ

アッテネータ

表示盤

発信器（出退表示用）

外部受付用インターホン（子機）

壁付インターホン　　　（上記以外）

呼出ボタン（多機能便所用）

復帰ボタン（　　 〃 　　）

廊下表示灯（　　 〃　　 ）

テレビ機器収容箱

火報受信機（複合盤）

副受信機

機器収容箱（火災報知設備）

発信機

警報ベル

表示灯（火災報知設備）

連動制御器（自動閉鎖）

ガス漏れ検知器（重ガス）

ガス漏れ検知器（軽ガス）

　　　　　　　〃　　　　　　 （和室）

　　　　　　　〃　　　　　　 （台上）

床上 ～ 中心

鏡上端 ～ 中心　

台上 ～ 中心

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

26 他工事又は他工種

との取り合い

工事区分表による。　ただし、これにより難い場合は、監督職員と協議する。

19 電　線　類

20 二重床内器具 二重床内に設置する器具の位置表示として、マーキングを直上の天井面に付けること。

また、用途に応じ色分けすること。

床上 ～ 中心

床上 ～ 上端

床上 ～ 中心

地上，床上 ～ 中心

床上 ～ 下端

地上 ～ 中心

　地上 ～ 給油口

床上 ～ 下端

床上 ～ 中心

〃

天井下 ～ 上端　

　床上 ～ 操作部

床上 ～ 中心

天井面 ～ 中心　

2,100

2,500

  150

  150

  150

  800 ～ 1,300

  900

1,500

1,500（上端1,900以下）

1,500

  500

  800

  600

1,000

1,200

  300

1,500

(天井高)×0.9

1,200

1,200

標準図による

1,100

  900

1,300

2,000

  200

  800 ～ 1,500

1,500

1,500

  300

1,500（上端1,900以下）

(天井高)×0.9

  800 ～ 1,500

  800 ～ 1,500

(天井高)×0.9

(天井高)×0.8

(天井高)－200

17 金属製電線管の 下記の金属製電線管の露出配管は塗装、めっき等の仕上げを行う。

塗装・仕上げ ・

18 フラッシュプレート 図面に特記なき場合は、 金属製（ステンレス、新金属も含む）・ ・ 樹脂製　　とする。

21 インバータ装置の 三相可変速電動機用インバータ装置の規約効率は次の数値以上とする。

規約効率

電動機出力 (kW)

規約効率　 (％)

0.4

86.0

0.75

88.5

1.5

92.0

2.2

93.0

3.7

94.0

5.5

94.0

7.5

94.5

11

94.5

15

95.0

18.5 22 30 37 45

95.595.595.595.595.5

備考（１）規約効率は、JET-TR245「汎用インバータの規約効率」により算出した値とする。

　　（２）規約効率は、JIS C 4212「高効率低圧三相かご形誘導電動機」の定格電圧200V、

仕様書

Ⅰ．工事概要

１．工事場所

２．建物概要

建　　物　　名　　称
別 表 第 一

備　　考
延べ面積 (ｍ

２
)

構　　造 階　　　　　　数

15項４階建ＲＣ造

３．工事種目（○印のついたものを適用する）

建 物 別 及 び 屋 外

工　　事　　種　　目

工　　　　　　　　事　　　　　　　　種　　　　　　　　別

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

４．指定部分

　　

・ 無 有・ 対象部分　（

指定部分工期

）

１．共通仕様

（１）図面及び特記仕様に記載されていない事項は、国土交通省大臣官房官庁営繕部制定の下記仕様書等のうち、

○印の付いたものによる。

・

・

・

２．特記仕様

項目及び特記事項は○印の付いたものを適用する。

項　　　目 特　　　　記　　　　事　　　　項

1 適用区分 建築基準法に基づき定まる風圧力及び積雪荷重の算定には次の条件を用いる。

・ 風圧力

風速　(V0

地表面粗度区分（　 ・Ⅰ　　・Ⅱ　　・ Ⅲ　　・Ⅳ　）

積雪荷重・

環境への配慮2 （１）建築物内部に使用する材料等は、設計図書に規定する所要の品質及び性能を有すると共に、

次の①から④を満たすものとする。

（２）設計図書に規定する「ホルムアルデヒドの放散量」の区分において、「規制対象外」とは、

次の①又は②に該当する材料を指し、同区分「第三種」とは次の③又は④に該当する材料を指す。

②　建築基準法施行令第20条の７第４項の規定により国土交通大臣の認定を受けた材料

③　建築基準法施行令第20条の７第１項に定める第三種ホルムアルデヒド発散建築材料

④　建築基準法施行令第20条の７第３項の規定により国土交通大臣の認定を受けた材料

①　建築基準法施行令第20条の７第１項に定める第一種、第二種及び第三種ホルムアルデヒド

発散建築材料以外の材料

（３）「国等による環境物品等の調達の推進に関する法律」に基づく特定調達物品等に関する判断の

基準は、「環境物品等の調達の推進に関する基本方針（平成27年2月閣議決定）」による。

材料・機材の3

品質等

（１）本工事に使用する材料・機材等は、設計図書に定める品質及び性能の他、通常有するべき品質

及び性能を有するものとする。

（２）下表に示す材料・機材等の製造業者等は次の①から⑥すべての事項を満たすものとし、この証

明となる資料又は外部機関が発行する品質及び性能等が評価されたことを示す書面を提出して監

督職員の承諾を受ける。ただし、製造業者等が記載されているものは、証明となる資料等の提出

を省略することができる。

①  品質及び性能に関する試験データが整備されていること。

②　生産施設及び品質の管理が適切に行われていること。

③  安定的な供給が可能であること。

④  法令等で定める許可、認可、認定又は免許を取得していること。

⑤  製造又は施工の実績があり、その信頼性があること。

⑥  販売、保守等の営業体制が整えられていること。

高圧進相コンデンサ

高圧限流ヒューズ

高圧負荷開閉器

高圧変圧器（特定機器）

交流無停電電源装置

太陽光発電装置
（ﾊﾟﾜｰｺﾝﾃﾞｨｼｮﾅ及び系統連係保護装置）

監視カメラ装置

中央監視制御装置（監視制御装置）

機　　　材　　　名　　　称

電源周波数4 ・ ５０Ｈｚ ・ ６０Ｈｚ

5

・

Ⅱ．工事仕様

天井仕上げ表示24 図面において、室名に（　）を付したものは直天井を示し、それ以外は二重天井の部屋を示す。

電　動　機

定格
出力
[kW] [A]

配線用遮断器等 [A]

ｲﾝﾊﾞｰﾀ
入力側
[A]

ｺﾝﾃﾞﾝｻ回路
ｺﾝﾃﾞﾝｻ [μF]

MCCB MCCB

電流計
[A]

50Hz 60Hz

 0.2  1.8 15 － 15 3 15 10

 0.4  3.2 15 － 15 5 20 15

  0.75  4.8 15 － 15 5

 1.5  8 30 － 15 10

 2.2 11.1 40 － 20 10

 3.7 17.4 75 － 30 20

 5.5 26 100 60 50 30

 7.5 34 125 75 60 50

11 48 125 125 75 60

15 65 125 125 60

18.5 79 150 125 100

22 93 175 150 100

30 124 250 200 150

37 152 300 225 200

45 190 400 200

55 228 450 250

150

175

200

300

350

450

500

器具容量、コンデンサ回路の配線

200V三相誘導電動機回路の器具容量等

電　動　機

定格
出力
[kW] [A]

配線用遮断器等 [A]

ｲﾝﾊﾞｰﾀ
入力側
[A]

ｺﾝﾃﾞﾝｻ回路
ｺﾝﾃﾞﾝｻ [μF]

MCCB MCCB

電流計
[A]

50Hz 60Hz

 0.2  0.9 15 －

15

3 5

 0.4  1.6 15 －

15

3 5

  0.75  2.4 15 －

15

5

 1.5 4 15 －

15

5

 2.2  5.5 20 － 10

 3.7  8.7 30 －

30

10

 5.5 13 40 30

30

15

 7.5 17 75 40

50

20

11 24 100 60

60

30

15 32 125

7518.5 39

100

60

22 46

125

60

30 62

12537 76 150

150

100

45 95 200 100

55 115 225 150

75

100

100

150

175

225

300

器具容量、コンデンサ回路の配線

400V三相誘導電動機回路の器具容量等

75

90

110

155

180

220

350

400

500

300

350

450

225

200

250

125

125

125

－

15

175

300

350

5

5

75

壁付電話機 〃 1,300

電気自動車用充電設備

防犯・入退室管理設備

動力設備

電灯設備

電熱設備

雷保護設備

受変電設備

発電設備

構内情報通信網設備

構内交換設備

情報表示設備

映像・音響設備

拡声設備

誘導支援設備

テレビ共同受信設備

監視カメラ設備

駐車場管制設備

火災報知設備

中央監視制御設備

構内配電線路

構内通信線路

建築工事

機械設備工事

テレビ電波障害除去工事

改修－式

改修－式

改修－式

改修－式

100Ω以下

ＥＢ（14φ）×３連－３組

ＥＢ（14φ）×３連－２組

ＥＢ（14φ）×３連－２組

高圧避雷器用

低圧避雷器用

構造体接地

交換機用

通信用

通信用

測定用

共同接地

共同接地

Ａ種

Ｂ種

Ｄ種

Ｃ種

＝34m/s)

垂直積雪量（ 0.3ｍ ）

屋内（　内外面溶融亜鉛メッキ仕上げ箇所　地階、ピット階　）

EM-UTPケーブルは、用途に応じ色分けすること。

Ω以下

電気工作物の種類

一般用電気工作物

・ 事業用電気工作物

四日市市 大字塩浜 地内

磯津第１ポンプ場耐震補強工事

6 電気工事士 契約電力５００ｋＷ以上の電気工作物においても、第一種電気工事士により施工を行うものとする。

7 工事用仮設物 すべて受注者の負担とする。

構内につくることが　　・　できる　　　・ できない

足場その他8 ・

本工事で設置とする。（改修標準仕様書 第１編 2.2.2によるほか下記による。）・

「手すり先行工法に関するガイドライン」に基づく足場の設置に当たっては、同ガイドラインの

別紙１「手すり先行工法による足場の組立て等に関する基準」における２の（２）手すり据え置

き方式又は（３）手すり先行専用足場方式により行う。

・　内部足場の種別（　　　　　種　）

・　外部足場の種別（　　　　　種　）

仮設備工事9 仮設備期間（　・　図示　　　　　・　　　　　　　　　）

仮電源等　（　・　受変電設備　　・　発電設備　　　・　　　　　　）

養生10 養生の範囲及び方法は建築工事の工事特記仕様書による。

施工調査11

電気保安技術者

・ 要 ・ 不要

設計図

接　　地　　極　（参考）

屋外（　内外面溶融亜鉛メッキ仕上げ箇所：全て（塗装箇所除く）

塗装（　・　屋内　・　屋外　・　全て　・　図示　）・

スイッチ　（一般） 床上 ～ 中心 1,200

1,200〃　　〃　　（多機能便所用）

〃自動スイッチ　（照明、換気扇用等） 1,800

工事区分表による。　ただし、これにより難い場合は、監督職員と協議する。

ポンプ場

ポンプ場

ＬＥＤ照明器具

照明制御装置

可変速電動機用インバータ装置

分電盤

制御盤

キュービクル式配電盤

高圧スイッチギア（ＣＷ形、ＰＷ形）

高圧交流遮断器

・ はつり工事及び穿孔作業を行う場合は、事前に走査式埋設物調査を行うこと。

・ 石綿含有分析調査（定性分析により石綿が含有されている場合は、定量分析を実施する。）

  300

令和 　 年 　 月 　 日

13 穿孔作業 既存躯体に穿孔する場合は金属探知により電源供給が停止できる付属装置等を使用する。

14 耐震安全性の分類

と耐震施工

1)設計用水平地震力

機器の重量[ｋＮ]に、設計用水平震度を乗じたものとする。

なお特記なき場合、設計用水平震度は次による。

設 置 場 所 機 器 種 別

2.0 1.5 1.5 1.0

1.52.02.02.0

2.0

1.5

0.40.6

重要機器 一般機器 重要機器 一般機器

1.5 1.5

1.51.51.5

1.5

1.5

1.0

1.0

1.0

1.01.0

1.0

1.0

1.0

1.0

1.0

1.0

1.0

0.6

0.6

0.6

0.6

0.6

上層階

屋上及び塔屋

中間階

地下・１階

機　　　　　器

防振支持の機器

水　　槽　　類

機　　　　　器

防振支持の機器

水　　槽　　類

機　　　　　器

防振支持の機器

水　　槽　　類

　特定の施設 　一般の施設・ ・

設計用水平震度

※水槽類には、オイルタンク等を含むものとする。

重要機器

・ 配電盤

・ 交換機

・

・ 火災報知受信機

・ 直流電源装置

・ 中央監視制御装置

・ 交流無停電電源装置

2)設計用鉛直地震力

設計用水平地震力の１／２とし、水平地震力と同時に働くものとする。

発電装置

・

(1)

12 非破壊検査等

・ その他（　　　）キュービクル

　　　　　IP4X、6極、50Hzの電動機を駆動したときの値とする。

・ 既設埋設配管等を切断または接続する箇所は、事前に試掘調査を行うこと。

建設発生土の処理15 ・

・ 構外搬出適切処理とする。

埋戻し後の建設発生土は、監督職員が指示する構内の場所に敷きならしとする。

※建設発生土を搬出する場合は、事前に書面にて処分地の報告(位置図等)を行い、処分地
での処理状況が分かる写真を提出すること。また、処分地が民有地の場合、土地所有者
からの建設発生土受入承諾書の写しを提出すること。

16 電線本数，管路等 分電盤、制御盤及び端子盤等の二次側以降の配管・配線は、経路、電線太さ、電線本数、管径等は

監督職員の承諾を受けて変更しても差し支えない。

また、機械室等の床埋設配管は図面上 PF管で記載している場合であっても、立上げ部分等の露出配

管部分は金属管とし、その場合は全長に亘って接地線を設ける。

2.0

2.0

2.0

2.0

2.0

2.0

2.0

2.0

2.0

2.0

2.0

2.0

2.0

2.0

2.0

3.5

2.0

2.0

2.0

2.0

2.0

2.0

2.0

2.0

3.5

8.0

2.0

2.0

2.0

2.0

2.0

2.0

2.0

2.0

2.0

2.0

2.0

2.0

3.5

5.5

8.0

20

30

40

50

75

100

150

200

250

300

400

500

30

40

50

75

100

150

200

250

300

400

500

600

2.0

3.5

5.5

8.014

14

14

14

8.0

8.0

3.5

3.5

5

7.5

10

15

20

25

40

50

75

100

125

150

200

250

250

300

7.5

10

15

20

25

40

50

75

75

100

125

150

200

250

300

300

3978.0

8.0

3.5

2.0

22

22

14

14

8.0

8.0

8.0

3.5

3.5

150

60

30

公共建築改修工事標準仕様書（電気設備工事編）（令和４年版）　（以下、「改修標準仕様書」という。）

公共建築工事標準仕様書　　（電気設備工事編）（令和４年版）　（以下、「標準仕様書」という。）

公共建築設備工事標準図　　（電気設備工事編）（令和４年版）　（以下、「標準図」という。）

改修1,216.17

※ 足場等の種別は、建築工事の工事特記仕様書による。

27  図面の縮尺 図中の縮尺はA1版表記である。



事 業 名

工 事 名

工事場所

名　称

縮 尺

工 種

事業主体 四日市市 図面番号

設 計 者

－ 設計年月

（株）ＮＪＳ
株式会社NJS名古屋総合事務所一級建築士事務所

一級愛知県知事登録（いー27）第7016号

一級建築士登録　第247519号　管理建築士　秋田豊

令和 　年　月

建築電気設備　特記仕様書（２）

AE-02

令和４年度公共下水道事業

四日市市 大字塩浜 地内

磯津第１ポンプ場耐震補強工事

項　　　目 特　　　　記　　　　事　　　　項 項　　　目 アスベスト含有物の取り扱い

・本工事に必要な工事用電力、水等の費用は市支給とし、官公署その他の関係

 機関への諸手続等に要する費用は、受注者の負担とする。

  ただし、構内既存施設より利用可能な範囲に限る。

本工事には産業廃棄物税相当分が計上されていないため、受注者が本工事により

る。

明書等を添付して、本工事により生じた産業廃棄物税相当分を請求する事ができ

生じた産業廃棄物税が課税対象となった場合には、翌年度に産業廃棄物税納税証

・ 建設工事保険　（管理財物担保特約に加入）(保険証券の写しを提出)　

・ 請負業者賠償責任保険(保険証券の写しを提出)

 　加入期間は工事着手時から工事末14日以上加えた期間を原則とする。

下記の制度について加入すること。

・ 法定外労災補償制度　　　(加入証明書を提出)　

建設業退職金共済制度に加入し、掛金収納書を提出する。

　　 共済証紙購入額

    請負額のうち建築電気設備工事分(消費税含む)の0.5/1000 以上

ただし、建設業退職金共済については請負額が500万円以上の場合とする。

※1 他の退職金制度に加入している等、共済証紙を購入する必要がない場合は理

 　 由書の提出をもって共済証紙の購入を不要とする。

※2 契約変更により工事価格が上昇した場合は不足分を追加購入すること。

工事請負代金額500万円以上の工事は、工事実績情報（CORINS）の登録手続きを行うこと。

公共工事の入札及び契約の適正化の促進に関する法律により、施工体制台帳の写しを提出のこと。

なお、警備業者についても記載すべき下請負人の範囲に含むものとする。

※ 建築工事等を含む本工事全体で登録すること。

・設けない　　　　　・設ける

・引渡しを要するもの

　構外搬出適切処理とする。

・引渡しを要するもの以外

　廃棄物管理票（マニュフェスト）確認表を作成し、監督員にＡ票及びＤ票も

  しくはＥ票の確認を受けるものとする。

・特別管理産業廃棄物

　（ＰＣＢ使用機器 　　　　　　　　　　　）

　　ＰＣＢ使用機器は、関係法令に従い適切に処置する。

・再使用又は再資源化を図るもの

工事記録は以下のように行うこと。

○工事写真

工程写真 埋設部、いんぺい部、施工工程、材料等

完成写真

※撮影用具にデジタルカメラを用い、サービスサイズ程度の大きさで

A4用紙に印刷し、提出する。

   国土交通省大臣官房官庁営繕部監修「工事写真の撮り方

※次の図書を参考とする。

○工事日報、納品伝票

　建築設備編」

工事日報、納品伝票等の写しは監督員が提出を求めた場合に

提出すること。

特記なき鋼製電線管(19,25,･･･75)の表示は全て薄鋼電線管とする。

但し、屋内箇所においては、表示されているものと同一外形のねじなし電線

管(E19,E25,･･･E75)を使用してもよい。

取り外し再使用機器は、清掃及び絶縁測定のうえ、取り付ける。

ただし、絶縁劣化等使用に耐えない場合は、監督職員に報告する。

長さ1m以上の入線しない電線管には、 1.2mm以上のビニル被覆鉄線を挿入す

る。

タンブラスイッチは、図面に特記なき場合、ネーム付とする。

配線器具(ｽｲｯﾁ､ｺﾝｾﾝﾄ他)の現場納り等による仕様、数量については

監督職員の承諾を受けて変更してもさしつかえない。

使用機器の製造者選定による若干の仕様の相違は、監督職員の

承諾を得れば、可とする。

合成樹脂製可とう電線管及び付属品は、ＰＦ管（単層管）の波付管

以上を使用する。

最上階の天井スラブへの埋込配管は、原則として避けるものとする。

本工事施工に伴う既設設備の軽微な加工改造は、本工事とする。

原動機、発電機と付属各機器間の燃料油、冷却水などの配管、制御用配線等

は、監督員の承諾を受けて図面と多少相違してもさしつかえない。

27 工事用電力、水等

28 産業廃棄物税

29 工事の保険

30 建設共済等

31 工事実績情報の登録

32 施工体制台帳の提出

33　監督職員事務所

34 完成時の提出図書

35 発生材の処理

36 工事記録

37 鋼製電線管

39 再使用機器

38 呼び線

40 タンブラスイッチ

41 配線器具等

42 機器仕様

43 合成樹脂管配線

44 位置ボックス

45 最上階の埋込配管

46 既設との取合い

48 地中配線の埋設深さ等

47 自家発電設備の

配管工事等

・設ける　　　・設けない

地中配管に埋設標識シート（2倍）を

埋設深さは原則0.6m以上とし、それにより難い場合は監督員と

協議し決定すること。

電気設備の改修等のため、在来設備を一時停止させる必要のある場合は、

予めその時期、停止の範囲及び工法等を施設管理者などの関係者と打ち合わせ、

場合によっては停電計画書等を提出し、承諾を得たうえで作業を行うものとし、

施設の運営に支障を来たさないよう特に注意する。

構内線路における埋設標の材質及びその個数は、図面に記載のない場合は

次による。

・鉄製(　　箇所)　　　　・ｺﾝｸﾘｰﾄ製(　　箇所)

資材購入及び工事の一部を下請業者にて施工する場合、業者の選定に際し

ては、できる限り市内業者を優先させること。

一般照明の照度測定を行う。照度測定箇所は、監督職員の指示による。

施工図等の著作権に関わる当該建物に限る使用権は、発注者に移譲する

ものとする。

49 施工条件

50 地中配線の埋設標

51 資材購入及び下請業者の

 　選定に際しての留意事項

52　一般照明の照度測定

53　施工図等の取扱い

位置ボックスで金属製を使用する場合、電力用には接地を施す。

　施工箇所及び工法　　　※図示

アスベスト含有建材除去後の仕上げ　　・行う　　・行わない

アスベスト含有吹付け材の囲い込み処理　　・行う　　・行わない

アスベスト含有吹付け材の封じ込め処理　　・行う　　・行わない　　　　　　　　　[9.1.1]2 アスベスト含有建材

　の処理工事

※本工事に配置管理させる者（有資格者）

　※特定化学物質等作業主任者（H18.3.31以前の講習修了者）

　　又は石綿作業主任者（H18.4.1以降の講習修了者）

分析による確認　　・行う（下表による）　・行わない

  　調査方法　　　　　　　1材料あたりの試料数　　　　材　料　名

 ※定性分析(3　・　)　　※定量分析(※3  　・　　)

 ※定性分析(3　・　)　　※定量分析(※3  　・　　)

 ※定性分析(3　・　)　　※定量分析(※3  　・　　)

3 アスベストの含有調査

    50 f/l

  表9.1.1　　アスベスト粉じん濃度測定

　測定時期  測定名称 　  測　定　場　所 　備考

  表9.1.2  アスベスト粉じん濃度測定方法

  (注)１

  (注)１

  (注)１

　大気

　大気

　 －

 各２点又は３点

 各２点又は３点

 計２点

 各２点又は３点

  測定１

  測定２

  測定３

  測定６

  測定７

  測定８

　処理作業前

　処理作業中

  処理作業室内

  処理作業室内

  処理作業室内　処理作業後

又は、敷地境界

施行区画周辺

施行区画周辺

又は、敷地境界
４方向各１点

施行区画周辺

又は、敷地境界 ４方向各１点

  測定４

  測定５

（処理作業室外の場合）

1点   (注)２

ｾｷｭﾘﾃｨｰｿﾞｰﾝ入口 1点

　測　定　3 　　測定1 , 2 , 4 , 6 , 7 , 8 　測　定　5

 計数機器

 メンブレンフィルタの直径

 試料の吸引流量

 試料の吸引時間

 試料の透明化

 計数条件

 計数アスベスト

 定量限界

                     25mm

    1l/min              5l/min    10l/min

     47mm

     5 min              120 min    210 min

             0.5 f/l    0.3 f/l

除去吹付材（　　　　　　　　　　　　）含有場所（　　　　　　　　　　　　）

吹付けアスベストの施工数量調査　　※行う

アスベスト粉じん濃度測定　　※行う 

アスベスト含有吹付材の有無　・有　・無　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　[9.1.3]

　(注)２．集じん・排気装置の性能確認

　(注)１．各施工箇所ごとの室面積が50㎡以下までは２点、300㎡以下までは３点とする。

　　　　　300㎡を超えるものは、監督職員と協議する。

作業場の隔離　※行う

除去工法

　集じん・排気装置

  の排出口

※除去工法については、工法に関する資料を監督職員に提出し、承諾を得ること。

　(隔離ｼｰﾄ撤去前)

 直径3μm未満、長さ5μm以上、長さと直径比３：１以上

 総アスベスト繊維数      　200本又は視野数50視野

 アセトン－トリアセチン法又は、シュウ酸ジエチル法

 位相差顕微鏡

を確認
空気の流れ

測　定　点　(各施工箇所ごと)

4 アスベスト含有吹付

　け材の除去

処分方法

・埋立処分の場合は、特別管理産業廃棄物として、管理型最終処分場の一定の場所で

　埋立処分する。

・中間処理の場合は、都道府県知事等から処置許可を受けた溶融施設において溶融又は

　環境大臣の認定を受けた無害化処理施設において無害化処理を行う。

アスベスト含有仕上塗材の除去(除去工法、養生、粉じん飛散防止措置、呼吸用保護具・保護

飛散防止処理技術指針」による。

衣等)ついては、「建築物の改修、解体時における石綿含有建築用仕上塗材からの石綿粉じん

アスベスト含有仕上塗材の有無　・有　・無

除去仕上塗材（　　　　　　　　　　　　）含有場所（　　　　　　　　　　　　）

・集じん装置付高圧水洗工法　・集じん装置付超高圧水洗工法　・超音波ケレン工法

　上記工法によらない場合は監督職員と協議の上、承諾を得ること。

・剥離材併用超音波ケレン工法　・集塵装置付ディスクグラインダーケレン工法・剥離材併用超音波ケレン工法　・集塵装置付ディスクグラインダーケレン工法

・剥離材併用高圧水洗工法　・剥離材併用超高圧水洗工法　・剥離材併用手工具ケレン工法

・水洗い工法　・手工具ケレン工法

除去工法の試験施工　・行う　※行わない

撤去の範囲　　・全面撤去　・図示による

・埋立処分の場合は、特別管理産業廃棄物として、管理型最終処分場の一定の場所で埋立処分する。

・中間処理の場合は、都道府県知事等から処置許可を受けた溶融施設において溶融又は環境大臣の

　認定を受けた無害化処理施設において無害化処理を行う

処分方法

・隔離養生不要　・隔離養生必要(負圧不要)・その他（　　　　　　）

除去工法（原則湿潤化し、下記工法とする）

作業場の隔離及び養生　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

「建築物等の解体等に係る石綿ばく露防止及び石綿飛散漏えい防止対策徹底マニュアル」による。

　塗材の除去

5 アスベスト含有仕上

作業場の隔離　・行う　・行わない

除去保温材（　　　　　　　　　　　　）含有場所（　　　　　　　　　　　　）

アスベスト含有保温材の有無　・有　・無　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　[9.1.4]

・中間処理の場合は、都道府県知事等から処置許可を受けた溶融施設において溶融又は環境大臣の

　認定を受けた無害化処理施設において無害化処理を行う

・埋立処分の場合は、特別管理産業廃棄物として、管理型最終処分場の一定の場所で埋立処分する。

　材等の除去
6 アスベスト含有保温

アスベスト含有成形板の有無　・有　・無　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　[9.1.5]

除去成形板（　　　　　　　　　　　　）含有場所（　　　　　　　　　　　　）

処分方法

石綿含有石膏ボード

※管理型最終処分場で埋立処分する。

石綿含有石膏ボード以外

・埋立処分の場合は、石綿含有産業廃棄物として、安定型最終処分場の一定の場所で

　埋立処分する。

・中間処理の場合は、都道府県知事等から処置許可を受けた溶融施設において溶融又は

　環境大臣の認定を受けた無害化処理施設において無害化処理を行う。

作業場の区画　・行う　・行わない

　板の除去

7 アスベスト含有成形

アスベスト含有シール材の有無　・有　・無

接続部シール材の除去 除去シール材（　　　　　　　　　）含有場所（　　　　　　　　　）

作業場の隔離　・行う　・行わない

除去工法

湿潤にて撤去を行い、適法に処分する事。

処分方法　・埋立処分

　　　　　・アスベストの中間処理に適する溶融施設

　　　　　・認定を受けた無害化処理施設

9 特記事項

8 アスベスト含有配管

　１．契約の解除

四日市市の締結する契約等からの暴力団等排
除措置要綱（平成20年四日市市告示第28号）
第３条又は第４条の規定により、四日市市建
設工事等入札参加資格停止基準に基づく入札
参加資格停止措置を受けたときは、契約を解
除することがある。

２．暴力団等による不当介入を受けたときの義務

には、業務発注所属と協議を行うこと。

暴力団等不当介入に関する事項

資格停止基準に基づく入札参加資格停止等の措置を講ずる。

２　乙は、この契約による工事において個人情報が適正に取り扱われるよう乙の従事者を指揮監督しなけ

当該工事を施工するに当たり、個人情報を取り扱うときは、四日市市個人情報保護条例（平成11年四

日市市条例第25号。以下「条例」という。）第11条に規定する義務を負う。

ればならない。

（秘密の保持）

第３　乙及び乙の従事者は、この契約による工事を施工するに当たって知り得た個人情報を当該工事を施

工するために必要な範囲を超えて使用し、又は他人に知らせてはならない。

２　乙は、乙の従事者が在職中及び退職後においても、前項の規定を遵守するように必要な措置を講じな

ければならない。

３　前２項の規定は、この契約が終了し、又は解除された後においても同様とする。

（適正な管理）

第４　乙は、この契約による工事に係る個人情報の漏えい、滅失又は改ざんの防止その他の個人情報の適

正な管理のために必要な措置を講じなければならない。

２　乙は、個人情報の適正な管理のため、管理責任者を置くものとする。

３　管理責任者は、個人情報を取り扱う工事の従事者を必要な者に限定し、これらの従事者に対して、個

人情報の管理方法等について適正な指導管理を行わなければならない。

４　四日市市（以下「甲」という。）は、必要があると認めたときは、個人情報の管理状況等に関し、乙に

対して報告を求め、又は乙の作業場所を実地に調査することができるものとする。この場合において、

甲は乙に必要な改善を指示することができるものとし、乙は、その指示に従わなければならない。

（収集の制限）

第５　乙及び乙の従事者は、この契約による工事を施工するために、個人情報を収集するときは、当該工

事を施工するために必要な範囲内で、適法かつ公正な手段により収集しなければならない。

（再提供の禁止）

第６　乙は、あらかじめ甲の承諾があった場合を除き、この契約による工事に係る個人情報を第三者に再

提供してはならない。

２　乙は、前項の承諾により再提供する場合は、再提供先における個人情報の適正な取り扱いのために必

要な措置を講じなければならない。

３　前項の場合において、乙は、再提供先と本注意事項に準じた個人情報の取り扱いに関する契約を交わ

すものとする。

（複写、複製の禁止）

第７　乙及び乙の従事者は、あらかじめ甲の指示又は承諾があった場合を除き、この契約による工事を施

工するに当たって、甲から提供された個人情報が記録された資料等（以下「資料等」という。）を複写し、

又は複製してはならない。

（持ち出しの禁止）

第８　乙及び乙の従事者は、あらかじめ甲の指示又は承諾があった場合を除き、資料等（複写又は複製し

たものを含む。第9において同じ。）を契約書に指定された作業場所から持ち出してはならない。

２　甲及び乙は、乙が前項の指示又は承諾により資料等を持ち出す場合、その内容、期間、持ち出し先、

輸送方法等を書面により確認するものとする。

３　前項の場合において、乙は、資料等に施錠又は暗号化等を施して関係者以外の者がアクセスできない

ようにするとともに、資料等を善良なる管理者の注意をもって保管又は管理し、漏えい、滅失及びき損

の防止その他適切な管理を行わなければならない。

（資料等の返還）

第９　乙は、この契約による工事を施工するに当たって、甲から提供された個人情報が記録された資料等

を、当該工事の終了後速やかに甲に返還し、又は引き渡さなければならない。ただし、甲の指示により

廃棄し、又は消去する場合を除く。

２　前項の廃棄又は消去は、次の各号に定めるほか、他に漏えいしないよう適切な方法により行うものとする。

(1)　紙媒体　　シュレッダーによる裁断

(2)　電子媒体　データ完全消去ツールによる無意味なデータの上書き、もしくは媒体の破砕

３　乙は、第6の規定により甲の承諾を得てこの契約による工事に係る個人情報を第三者に再提供したと

きは、当該工事の終了後速やかに当該第三者から資料等を回収のうえ甲に返還し、又は引き渡さなけれ

ばならない。ただし、甲の指示により、乙又は第三者が資料等を廃棄し、又は消去する場合を除く。

４　前項ただし書の規定により、第三者が資料等を廃棄し、又は消去する場合においては、乙は、当該資

料等が廃棄、又は消去されたことを直接確認しなければならない。

（研修・教育の実施）

（罰則等の周知）

工事における個人情報の適正な取り扱いに資するための研修・教育を行うものとする。

周知するものとする。

（苦情の処理）

適切かつ迅速な処理に努めるものとする。

（事故発生時における報告）

ときは、速やかに甲に報告し、甲の指示に従うものとする。

（契約解除及び損害賠償）

除及び損害賠償の請求をすることができる。

個人情報の取り扱いに関する事項

を含む。）を取り扱う場合においては、下記条文を順守すること。

（基本事項）

第１　この契約による工事の施工者（以下「乙」という。）は、この契約による工事を施工するに当たり、

個人情報（特定個人情報（個人番号をその内容に含む個人情報をいう。）を含む。以下同じ。）を取り扱

う際には、個人情報の保護の重要性を認識し、個人の権利利益を侵害することのないようにしなければ

ならない。

（施工者の義務）

第２　乙及びこの契約による工事に従事している者又は従事していた者（以下「乙の従事者」という。）は、

第１４ 甲は、乙又は乙の従事者がこの個人情報取扱注意事項に違反していると認めたときは、契約の解

第１３ 乙は、この個人情報取扱注意事項に違反する事故が生じ、又は生じるおそれがあることを知った

第１２ 乙は、この契約による工事の施工に当たって、個人情報の取り扱いに関して苦情があったときは、

第１１ 乙は、条例第44条、第45条、第47条及び第48条に規定する罰則適用について、乙の従事者に

第１０ 乙は、乙の従事者に対し、個人情報の重要性についての認識を深めるとともに、この契約による

設計金額3000万円以上の工事は、四日市市検査規程第８条第６項の規程により発

注者が随時検査を求めた場合、監督員の指示に従い受験すること。

＜現場代理人に関する事項＞

＜随時検査＞

＜喫煙に関する事項＞

　学校敷地内はすべて禁煙とし、敷地周辺の路上等においても禁煙に努めること。

（３）(1)(2)の義務を怠ったときは、四日市市建設工事等入札参加

行に支障が生じたり、納期等に遅れが生じるおそれがあるとき
（２）契約の履行において、不当介入を受けたことにより、業務遂

並びに業務発注所属へ報告し、警察への捜査協力を行うこと。
（１）不当介入には、断固拒否するとともに、速やかに警察へ通報

この契約による業務を行うに当たり個人情報（特定個人情報（個人番号をその内容に含む個人情報をいう。）

　　工場製作期間中等に現場代理人の常駐を解除する場合は、その期間に応じた経費の減額変更を行う。

労働安全衛生法第28条第1項の規定に基づく技術上の指針（建築物等の解体等の作業及び労働者が

記述上の指針）を遵守すること。

　・事前調査結果及び特定粉塵排出等作業の掲示を行うこと。

　・アスベスト除去に伴う作業計画の作成を行うこと。

　・アスベスト除去完了に伴う発注者への報告を書面にて行うこと。

　・石綿含有事前調査結果の都道府県知事及び労働基準監督署への報告を行うこと。

石綿障害予防規則及び大気汚染防止法の各規定に基づく官公署等への届出等を行うこと。

　・アスベスト除去に伴う官公署等への届出申請を行うこと。

1  一 般 事 項
石綿等にばく露するおそれがある建築物等における業務での労働者の石綿ばく露防止に関する

1.施工可能日　　・土、日曜日、祝日施工有り　・指定なし  ･ 建築工事の工事仕様書による

・その他　(　　　　　　　　　　　　　　)
2.施工可能時間帯　　・指定有り（　　時～　　時）　・指定なし  ･ 建築工事の工事仕様書による

・高さ5mを超える箇所での作業を有する場合の墜落制止用器具はﾌﾙﾊｰﾈｽ型を使用すること。

下請契約締結後、速やかに提出すること。変更時も同様とする。

   (必要に応じて延長するものとする。)　

   ※ 建築工事等を含む本工事全体で加入すること。

※ 建築工事等を含む工事全体で提出すること。

3.工事施工中でも大雨等の緊急時は施設としての機能（排水）を優先するため一時中断する

場合がある。

・提出する　　　　　　　※提出しない

　　※ＣＡＤデータの提出     ※提出する　　・提出しない　

・電子ファイル（CD等）　2部
・電子データは厚さ10mm程度のケースに入れて提出すること。
電子データは、原則として、完成図書、工事写真とし、加工等が可能なデータ
（図面データはDXF形式とする）とPDFデータを収録すること。

　　※製本図面の提出     ※提出する　　・提出しない　

・部数　2部
・体裁　A4判製本（縮小版）　観音開き製本

　　※表紙記入事項は下記の通りとする。
発注者名
工事名
工事場所
工事年度
受注者名（商号または名称のみとする）























追加特記仕様書 

 

特例監理技術者等の配置 

 

１．本工事において、建設業法第２６条第３項ただし書の規定の適用を受ける監理技術

者（以下「特例監理技術者」という。）の配置を行う場合は、（１）～（12）の要件

を全て満たさなければならない。ただし、兼務する工事は特例監理技術者の配置が

可能な工事であること。（兼務する工事の発注機関に技術者の配置について確認済

であること。） 

（１） 建設業法第２６条第３項ただし書による監理技術者の職務を補佐する者（以

下、「監理技術者補佐」という。）を専任で配置すること。 

（２） 監理技術者補佐は、一級施工管理技士補又は一級施工管理技士等の国家資格

者、学歴や実務経験により監理技術者の資格を有するものであること。なお、

監理技術者補佐の建設業法第２７条の規定に基づく技術検定種目は、特例監

理技術者に求める技術検定種目と同じであること。 

（３） 監理技術者補佐は、受注者と直接的かつ恒常的な雇用関係にあること。 

（４） 同一の特例監理技術者を配置できる工事の数は、本工事を含め同時に２件ま

でであること。 

（５） 低入札工事でないこと。 

（６） 24時間体制での応急処理工や緊急巡回等が必要な工事でないこと。 

（７） 兼務する工事の場所が特例監理技術者としての職務を適正に遂行できる範囲

として、四日市市内であること。ただし、兼務する工事現場間を直線で結ん

だ距離が概ね１０kｍ以内である場合は、この限りではない。 

（８） 公共工事であること。市発注工事に限らず、国・県・市町など公共機関等の

発注工事も対象とする。 

（９） 特例監理技術者は、施工における主要な会議への参加、現場の巡回及び主要

な工程の立会等の職務を適正に遂行すること。 

（10） 特例監理技術者と監理技術者補佐との間で常に連絡が取れる体制であること。 

（11）監理技術者補佐が担う業務等について明らかにすること。 

（12）現場の安全管理体制について、平成７年４月 21 日付基発第 267 号の２「元方

事業者による建設現場安全管理指針」において、「統括安全衛生責任者の選任

を要するときには、その事業場に専属の者とすること。」とされていることか

ら、施工体制に留意すること。 

 

２．本工事の監理技術者が特例監理技術者として他工事と兼務する場合は、現場代理人

等選任（変更）通知書に加えて、（９）～（12）についての内容がわかる業務分担、

連絡体制等を記載した施工計画書を提出すること。また、工事途中において配置を

行う場合も同様とする。 

３．本工事において、特例監理技術者及び監理技術者補佐の配置を行う場合又は配置を

要さなくなった場合は適切にコリンズ（ＣＯＲＩＮＳ）への登録を行うこと。 



工事における新型コロナウイルス感染症の拡大防止措置等に関する特記仕様書 

 

本工事における新型コロナウイルス感染症の拡大防止措置等については、以下により

徹底を図るものとする。 

 

（１） 工事の円滑な施工確保を図る観点から、本工事の現場等のみならず関係する会

社・事務所等も含め、現場状況などを勘案しつつ、アルコール消毒液の設置や

不特定の者が触れる箇所の定期的な消毒、手洗い・うがいなど、感染予防の対

応を徹底するとともに、すべての作業従事者等の健康管理に留意すること。 

 

（２） 新型コロナウイルス感染症については、特に、①密閉空間、②密集場所、③密

接場面という３つの条件（以下「三つの密」という。）が同時に重なる場では、

感染を拡大するリスクが高いことから、建設現場等における朝礼・点呼や現場

事務所等における各種の打合せ、更衣室等における着替えや詰め所等での食事・

休憩など、元請事業者をはじめ、下請事業者等の多人数が集まる場面や密室・

密閉空間における作業などにおいては、他の作業従事者と一定の距離を保つこ

とや作業場所の換気の励行など、三つの密の回避や影響を緩和するための対策

に万全を期すこと。 

 

（３） 工事等の関係者が緊急事態措置・まん延防止等重点措置を実施すべき区域から

作業等に従事する必要がある場合は、受発注者で協議を行い、感染拡大防止の

ための適切な対応をとること。 

 

（４） 感染拡大防止対策を実施するために追加で費用を要する場合は、設計変更の対

象とする。ただし、感染防止については、事前に監督員と協議を行い有効な手

段と認められる場合に施工計画書に記載した上で履行することを前提とする。 

 

（５） 新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止のため、「工事の一時中止や工期の延

長」が必要な場合には、監督員と協議を行うこと。 

 

（６） 作業従事者等が新型コロナウイルス感染症の感染者及び濃厚接触者（以下「感

染者等」という。）であることが判明した場合は、速やかに監督員に報告するこ

と。また、保健所等の指導に従い、感染者等の自宅待機などの適切な措置を講じ

ること。 

    なお、感染者等であることが判明した場合は、本工事のみならず、受注者が本

市と契約中の全ての工事について、一時中止の措置を行う場合がある。 


